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ナチ K 獨逸 Q 動きは世界注視の焦點で—。總統ヒツトラ i 一舉手一投足は、全歐の運命を 
左右する。殊に日獨協定の成立にょつて•西歐のドイツと東亞の日本との間に防共の大きな橋が 
架せられた。ナチス獨逸の一進一退が、直接われらの生活にも重大な影響をもつに至つたのだ。 

かくして、 ナチ ス獨 逸への關心が異常に高められつ、ある際に、亞里害店主 S 迫氏は、私に一 
書の上梓を慫慂せちれたのであつた。 

私がシべリャ—で任地•ヘルリンに到着したのは昭和八年一月二十叫 日、 まさにヒツ トラ— 內 
閣出現 Q 1週日前であつた。昭和十一年六月三日アメリヵ經由で再び日本 Q 土を W むまで、三ケ 
年と 数ケ月を主として ドイツにあつて新聞特 1として S 動をつ ^ けた。そ Q 期間は幸 S も 
ナチス q 所 S 民革命 S て、現下世界情 SS 者ナチス i 三證完成 S — で s 、 f 
波測に富んだ貴重な時代であつた。 

本書は、この s 代世界史 S 卷ともいふべき時代のドイツにあつて、私が新聞に害き送つた近 



信である。特派员の任務としては*まづその全力を特電に集中しなければならない〇その餘暇 i : 
以て、その m 報の背景である雰阐氣や微妙なる客觀的狀勢について锊送るのである0 _に輯 
鈴りたものは、二三の例外を除いては主としてその電報の背景となつたそれらである。 

従つてこれは、社命にょつて屯奔西走した一特派 a の見聞記であり、現地報吿書であると見て 
いた* V きたい。もしこれに舉究的な何ものかを期待さる\ならばそれは本書の目的以外である0 
た S : しかし、特派員なるが故に各種の機#に葸まれ、かつまた取材の多様性についても他と異な 
るものがあるかもしれない。その葱味でナチス獨逸の全貌を知らんと欲する人々に、いくばくか 
の參考たり得ば、著者としての希望は充分に達せられるのである。 

上梓に際して、補正、加筆を思ふ念し きりなる ものがあるが、匆忙の身、 いまさら 如何ともな 
しがたい。あるが ま- •のものを、あるが ま i に提出して、讀者の叱正を待ちたい。 

昭和十一年 S 末 
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最近のナチス•ド 


イク 



t — i \ 

|!|厂二：^屬^ヒットラーの誕生 
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:が近ごろビールの泡を吹きとばしながら誇るものに「三大 ドィッ 偉 
ふ^^^^ 口罗ヤ 王因を興したフリードリッヒ大王、 V ィッ軸 邦帝國を建設した 宰 
，—.ルザン民族の血につながる國尜「第三帝固」の礎石を打ちたてたヒット 
一一 iA ^ で、 f なる f れも歷史的に相當な顏觸れ だ、しかし、 ナチスびいきの 連中は、 さ 
らにこ〇三大偉人の中からヒットラーだけを抽き出して、他の二人の上に位 S しょぅとする® 
なぜかなら、 フリ 1 F リッ t 大王はえらかつたが、そ0功業はたか-^北歐の一王國の範®に 




終始してゐ る、 ビスマルクは大ドイッ聯邦こそこしらへたが、今年四十七歲のヒットラ ー と同年 
齢の時代には、朱だ志を得ずそ 0 撤底した軍國主義的鐵血政 m は國民の猛烈な反對をくらつて， 
惡戰苦閊を餘儀なくされてゐた、彼が國民的英雄となり得たのは實にその晚年になつてからの C . 
とであつた。 

それに 比べる とヒット ラ ーは、 この十數年間に、一個無名の出征兵士の中から身を 起し、 スル 
<と新興 ドイッの 元前の位にまで卽いてしまつたではないか。しかもその疾風枯葉1:まくナチ 
ス •ドイッ 建設の過程と、最近における彼のもつ絕大な阑民的信望とを兑るなら ば、 e ッ トラー 
こそは現代の奇路であり、ビスマルクも三舍を避くべき不世出の英傑でなければならぬといふの 
である 。が、この論法を進めれば、今全盛の ヒット ラー氏の晚年 、银 してよくビスマルクの晚年 
の偉大さを維持し得るかどうか、生きてゐる现實の人物だけに將來の運命は、谅言出来ないでは 
ないか、所詮人間の價値は棺を蔽うて後に定まるとみるほかはなからう0 

だがかうしたヒットラー氏を史上稀なる英雄として、これに絕對的尊敬を捧げようとする試み 
は、今や m なる人物論の領域を離れてあらゆる分野に、あらゆる方法で努力されてゐる。幼稚闽 
や小學校はもちろん、工場に行つても、あるひはダンス場に出かけても、およそ人の m まると C . 














ろ、 そこには 必ず ヒット ラ ー 總統の肖儉が揭げてある。 

ra り 場の ヒット ラー氏はいさ X か煙た v > かも 知れないが、? i : 空の正面に梅然たる彼の威風に^ 
する ことは、 がんぜない 小兒の頭 にも ドイッの 誇りと して 强く 印象づけられるであらう。ラヂォ 
に、映迸に、殆んど每日「われらが嫌^ ヒット ラー」 の名を H き、その姿を U ぬ日とてはない。 
ヒットラー は ドイッでありドイッはヒット ラ ー なのである0 

ヒット ラ ー その人 も、この 點を自識してゐ る、少くともさうであるら しく見える、璁統の地位 
に登つてから. ( D 彼は、その風貌にも I 段と m 々しさが現れて来た。在野時代の彼は政檑病患游の 
ように頬骨が 尖つてガッ < してゐた。宰相の印綏を帶びてから もしばらくは 反對派の打铒、ま 
たは淸黨事件等の異變つ vr きから、彼の表情には絕ぇず殺陣の中から出て來たような琪恰さがつ 
きまと つてゐた•そしてその險惡なまなざしは徒らに歐洲の風雲を呼ぶものとしか思はれなかつ 
た。彼の豪傑ぶつた步き方までが、 何となく 坺勢を股つて ゐる かのようで、をかしかつたのであ 
る0 

が、今では違ふ、「練統」が板についてゐる。一昨 S 故ヒンヂンブルグ元帥阈葬の 日、 タンネン 
ベルグの 忠衋塔 下には、全 ドイッ 中のおよそ H ライ 人たちのすベてが集まつてゐ た、 そして大地 




t : 斑つて祭*に進んだ ヒット ラ I は、故大統領 Q 遺德をた i へつ V 新 _ としての貫祿をはじめ 
てその追悼浪說の中にほの見せたのであつたが、その滿場を成壓する峻烈な氣魄といふものは、 
すべての參會者に r 强さ」 rc かけてこ i に集まつたどの 「 H ライ」人をもつて来ても彼に一駿打 
で敵ふものは I 人もあるまいといふ印象をいだかせたものであつた。それからニケ年、今日の彼 
には r 强さ」のほか re 元首らしい「重み」がつけ加はつて來てゐる。あごのあたりにみるゆたか 
な線は彼には珍しいものである。體軀も M 滿して来て、柄尿病の危險さへ想像され得る。生来酒 
も煙草も口にしない彼が、最近は肉類さへ遠ざけて、菜食主義者になつたと珩される0 も、 C . の 
邊の消息であらう。 

カイゼル花やかな〇しころを知〇てゐるドイッ人はヒットラーが閱兵する您度は、姿勢といひ 
步調と v » ひ、かつてのカイゼルに生き B しであるといふ。人問はそ0境遇に身を近くと、かょう 
に變化するものでもあらうか。身を持する甚だ嚴、一切 CD 私的快樂を © み t 全身全魂をその國 
家と S 民に打ちこんで日夜精進してゐる態度 re は、たしかに一種强烈な精神家といつた沉劍さが 
感じられる。 

「ヒットラーは神がドイッ K : 下し給うた救世主である」と說く舉校敎師がある、「ヒットラーは現 



代の奇蹬であると同時に神祕である」といふ政客がある*宣傅相ゲッベルスも「ヒットラ ー を理 
性で愛さぅとするなかれ、感情と心情で敬愛せよ」と叫んでゐ る、 ヒットラーは 「强い もの」力 
ら次第に「神聖なるもの」神聖にして絕對なるものとなりつ、ある。 そしてまた彼自身、 それに 
ふさはしい人格になり〇、あるのである。それは彼の作爲であり、欺瞒であらぅか、むしろ彼は 
一種の 神が かり狀態にかも知れない、が、それとて 彼一個 S まぐれから 出てゐ るのでは 
ない、 新らしい軍阈國 家 ナチス•ドィッには 絕對 政權をィデオ n ギー的にも確立する ことが 念が 
れなければならない。その 必要が ヒットラーの神聖をます*^ 促進して ゆくのである。十數年前 

0彼と今日の彼とは同じ人間であつて別の人間であるのである0 

-# • 

二、ヒット ラーの人事行政 

ヒットラー總統 Q 人事行政には一つの特色がある。古い同志は金輪際棄てないといふ黏である 
古い同志でも、かつての黨組雄部長グレゴア•シユトラッサーや前突擊隊長レーム中佐などは殺 



六 

されてはゐるが、前者はともすれば首領ヒットラーを凌がんとし、一時は彼を棄て--他 E と携提 
せんとしたし、後者は淸 E 事件の m 接原因のほかに、熱烈な カィゼル 復辟論老で あつたから、ヒッ 
トラーの奴心とはいひ難い、同志といへども異心をいだくものは寸逛も容赦しないが、忠誠を誓 
ふものは ii 後まで見菜てるといふことはしない、情貧だといつてしまへばそれまで i : あるが、そ 
0 I 語で割切れない或物がある。 

今を時めく內相フリックや航空相ゲーリンダ大將、 Etr 代理へッス、黛外交部長 |21 ゼンべル 
グなどが、一九二三年十一月のヒットラーのミュンヘンー揆に生死を共にした人物であることは 
誰しも知つてゐるが、それほど13要0地位でなくとも、たとへば茲0外阈新聞記者係長ハンフシ 
H テングル Q 如きがやはりさぅだ、彼は生母がアメリカ人で、英語をょくするといふ以外は擧止 
暴设で、あまり評判がょくない、 E の a 1ゼンべルグとは正面衝突をしてゐるし、至るところで 
總スカンを食つてゐる男であるが、何ゆ幺その地位に晏如たり得るかと調べてみると、ミュンへ 
ンー揆の時傷ついたヒットラーは彼の家に救はれてゐるのである。いは\:生命の親である0 
またヒットラーのゆくところ、絕ぇず褐色の黨服を箫た寫眞班が〇いてまはるが、これも彼の 
失意時代のシンパであつた寫眞屋ホフマンとその助手たちである。ヒットラーは彼の身邊近く掇 



影する搏利をホフマンにだけ與へてゐるので、いかなる大新聞) rt もホフマンと契約しなければ t 
ットラーのよい寫眞は手に入らない。 B 典といへば、映截〇レ ーー•リーフェンシュタール嬢もヒ 
ットラーの苦鬪時代から0黨 Q シンパであつた。だから彼女は一ーュールンベルグで開催される E 
大會には撮影總指揮者に任命され、ナチスの荒武者を縱橫に驅使して活躇してゐる。彼女の献身 
的な奩岡ぶりがヒットラーの恩顧にむくいよぅとする性質のものであることは策三者にもよく看 
取出来るのだ。 

元来 2 : の黛大會開催地そのも 0 が、 ヒットラーにとつては義理ある土地である。一九二 71 年獄 
窓を出て黨を再建したヒットラーの前にあるものは迫害と嘲罵とであつた。數あるドィッの都市 
で彼を迎へる土地は一つもなかつたが、た^中獨 0- ーュールンべルグだけがナチス旗を报げて彼 
に共鳴の意を表してくれた。 

このために！九二七年に E 大會をこ\に招集して以來は、 E 本部がミュンヘンにあるにか V は 
らず、大會は一ーュールンベルグでといふことになつてゐる。最近八十餘歲で死んだリッッマン將 
軍も黨シンパの最古の一人であつたが、ヒットラーは敁近の誕生日に將軍に自動埤を贈つてその 
長育を Is したりまた大竹があると必中上座に將軍をす袅て固い握手に敬意を表してゐた。それは 
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誰が見ても美しい情景であつた。將軍の子息たちがヒットラーに感激して、水火を辭しない氣持 
をもつてゐるのも故なしとしないのである。 

が、 ヒット ラ ー 必ずしも自分の意を迎へるものを歡迎するのではない。彼が一九三 H 年組閣す 
ると同時に、ベルリ S の工科大學から彼に名麥 H 學博士の學位を贈つたが、彼は一蹴してしま〇 
た。彼が不遇の靑年時代ミュンヘン市で建築工手をしたりベンキ屋さんをやつたりした關係から 
の「エ學博士」であつたのであらぅ。また現在ドィッの各都市にはヒットラ I の名を冠した街路 
や廣場が無數にあるが、ニュールンべルグ市が彼の生母クララ•ヒットラーの名を冠した街路を 
つくりたいと申出た時にはこれを拒絕した〇父母は自分を生んだ以後に何ら功績はないといふ理 
由からであつた。彼の實姉も南獨〇山中に閑居してゐるが、義の肉親だからといつて取^!中 
にチヤホヤさせないょぅにしてゐる〇 

こんな風にヒットラー氏には東洋風な親分肌の要素が多分にある。從つて m 員相互間には確執 
もあり摩擦もあるが、ヒットラーに對してのみは絕對に信賴し、彼一人にすがつてをれば安心し 
て働- H - ると いふ確信がある。もちろん數多い E 員中には左翼からの潜入分子も澤山ゐるから、と 
含 f 動いてその都度討ち取られてゐるが、ヒットラーと志を同じくするものはます<內部の 







疰冢 Vs n ^ V ^ ^22-KH3" u^-«-l^- 

MM r 


窆眾 i-v- 聋笋 Ii5 •令 f 於斧: iH ■令《:: * 

> + 茳:チ肱夺ぢ 





結束を固くして、阈家機構 0 隅々までを地固めしつ、ある。ナチス政撞が維持される强みの大半 
がそこに胚胎してゐると思ふ。 

三、ナチスとドィッ軍部 

昨春、航空相ゲーリング大將が女優ヱミイ•ゾンネマンとベルリン王室大伽藍で豪華な結婚式 
を舉げた時、その國家非常時を無視した帝王氣取りの派手好みに國民の大多数は憤慨した。囘货 
雜誌の口紛にゲーリング夫妻の B 眞が揭載されたものはことごとく爪で二人の顏を傷つけてあつ 
たのを見ても、公然怨聲を放ち得ない國民の反感の程度が察知出来ょぅといふものである。しか 
しこの式場に ヒット ラIが ポッ ネンとして二人の幸福を祝幅してやつてゐる姿が、かへつて獨身 
者の 淋し さを思はせて國民の同情をひいたのであつたからゲーリングへ反感の集中される ことは 
|面 ヒット ラ ー への反感をそらせる効果をもつてゐる。すべて ドイッ 0 インテリはゲ ー リングの 
毒々しい尊大ぶりや、宣傳相ゲッベルスの憎々しい面構へに極度〇反感を i だいてゐる 〇この K 
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ヒットラ，- QI と稱 f れる文武 Q 二憂は、 5 トラふよびナ t へ Qt まれ役をわざと 

二人で引受けてゐるのではないかと思はれるくらゐだ。 

けれどもゲ iN グ Q も S 大韋事大主 s、f 方面に—れがかへつて人氣が— 
のだから面白い、形式好きで威張りかへる事大主—ィッ軍人賽には、從—一つのほかは 
動 f しいも Qf うとしない簡素—ットラ-では何—く食ひ勞ない、むしろ W 大な 
胸一ぱいに各 S Iを飾り立てて f 四 f 1 J ングを—Iにな t のらし 
い、 幸ひゲ JN グが大響時 Qi 將校 Q 出身で ti 大將 t て—に1から、次 
期國軍 Q 中 f •集 S 閥？ t ナチ sf， ングに移行卷ようといふ試みが着身行は 
れてゐるとみてよい。ナチ K— 由に Is 後 SS と目され S 部に5トラ1以下が空し 
く供手霞して —11 ず2い。—く ナチス条部忘關係は、了 Q 指す方向がヴ 
エル サ i 條約 Q 破毀であり、 同時に大議な S である限り、.兩者 Q 間に異論はない、その黏 
で一致してゐるから 軍部は ナチ K S 政 Q へゲモー ー1 をゆづつてゐる、が、軍部そのも®のへゲモ 
T まではゅづれない。 1 Q 如き勢ひで®家の各機關 S 人したナチス化の勢力を少くとも正 
規軍の領域だけは5止めようとし、 そ Q ために S と ナチ スと S に波 S が起らざ—得なか 
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つた。その第一の例は"淸 E 事件の原因となつた突轚隊の正規軍緝人要求であつた〇これは e ッ 
トラーが突擊隊長レーム中佐以下を屠ることによつて軍部の反華を免れた。當時の情勢では軍部 
との衝突はナチスにとつて致命傷でもあつたが、他面またレームの要求を貫徹させることは彼の 
勢力を增大し、帝政主義者たるレームが舊軍闕と結んでヵィゼル歸 B の大芝居を打たないとも限 
らぬ危險もあつた。ヒットラ—は淸 E の名によつて二つの危險から免れたとみることも出来よぅ 
第二は統師權問題である。大統領ヒンヂンプルグ元帥の逝去によつて何人に陸空海の軍權を一任 
すべきかの問題が起つた。一氣に *: 統領たる練統の地位に押し上つたヒットラーも、大戰當時は 
一伍長の身であつたことを思へば、軍部がヒットラーを大元帥として仰ぐかどぅかの點で難色が 
あ〇た。この間隙に 搔 頭したのがルーデンドルフ 老將 軍の大元帥 說で あつた。これは 昨春ルーデ 
ンドルフの誕生祝賀のころに最も 猖猓を棰 めた。 

阈防大臣ブ P ンべルダ、參謀總長フォン•フリッチュの二大將は軍隊を率ゐてルーデンドルフ 
の故鄕を訪ひ、祝賀の閲兵式をやつて示威した。ルーデンドルフはヒットラーがミュンヒエンー 
揆の時にかついだ將軍で、ヵィゼルも煙たがつたくらゐ頭腦の冴えた人物であるから、これを大 
元帥に引出してヒット ラ ーおよび ナチ スを 制せんとしたことは策を得てゐる〇當時 s (親衛 


尿)の幹部のある大學敎授が記者に「こ ( D 芝居の筋書はフォン•フリッチ A 一が、間もなく消滅 
するだらぅ」と 語つてゐたが、果然 ヒット ラーは强引に大元帥を名乘つて出て斷乎鬼神も避くの 
慨を示したので、 ル ー デンドルフ 引き出し運動は ビタリと 錤まつてしまつた。 

第三は昨秋ごろ喧ましかつた軍旗の制定問題であつた〇黑白赤の舊ドイッ國旗を廢してナチス 
の卍旗に一定してしまつたヒットラーは軍旗の方も舊帝政時代から傅統の軍旗を一擲して、ナチ 
スの一色で染直してみたかつた、が、これは士氣にも影響するとして軍部內に物議をかもし、暫 
く延期されてゐたが發表されたものは世人の豫想以上にナチス化された軍旗であつた。ヒットラ 
1の强引をもはや舊軍閥の殘存勢力をもつてしては拒み切れなくな〇てゐるのである。 

何となれば、ドイッは再軍備宣言で正規軍を十萬から六十萬に膨脹せしめた際にナチスの息の 
か X つてゐる分子が大量に軍部内に流れこんだし、空軍の大擴張でゲーリングの勢力が軍部內に 
確固たる地歩をしめるに至つた以上、舊軍閱のブロンペルグやフリッチュ等の睨みだけでは全軍 
を勘かすことが出来ないのだ。ハイル•ヒットラーと叫んで戰場に橫たはる兵士の數が加速度的 
に殖ぇつ V あるのである。大戰に生续り、明哲保身で國防大臣にまで出世したブロンベルグは、ひ 
たすら世間の疑惑をさけて、ヒットラーへの忠誠の態度を見せょぅと努力してゐる•ただ一癖も 


二癖もある參謀總長フォン•フリッチュが問題だ汾"これとて^^は知となしくし^ I ゐるょりほ 
かはなからぅ。息子をハンガリー大使にして貰つてゐるマッケンゼン元帥の如きは進んでヒット 
ラ ーに扈從 して 若き 大元帥 ヒット ラー總統の引き立て役を買つて出てゐるょぅな有樣だ。現狀を 
もつてなほナチス.と軍部の對立を云々するのはあまりに當初の行きがかりに拘泥するものといは 
ざるを得ない。 

四、ヒット ラ ー の 後繼者 

「ヒット ラーが死んだら後描者は誰がなる？」こんな不吉な豫想はナチス•ドィッでは联禁かと 
思ひのほか、 ヒット ラーの片腕ゲッベルス宣傅相あたりが公然口にするのである。しかもヒット 
ラ丨總統 Q 昨年 Q 誕生日の祝賀演說に、ラヂォで國民に呼びかけたのである。 

總統が死ねばナチスは亡びると考へてゐる者がある。しかし黨の組織は今では國家のものだ。 
總統の後響 5 いてはわれらに對策旣に 成？ t 。 心配は無用で ある。 



IS 

と彼は述べたのだ、 これは 總統 Co 身邊に不进の 禍 t 防止 せんとする敵 本的な言葉であると見ら 
れる。ヒットラー に對するテロの危険防止のため、護銜は近来一段と嚴重さ1:增して來て&るが 
ヒット ラーは映麂常設館へも見物に出かける し、 氣輕に山 莊へも行く、テ a の機會はいくらもあ 
るが、 あへてこれを見ないのは、一つはドィッの 固 民性に もょ るのであらう。それはさておきヒ 
ットラーに萬一あつた場合のナチスについて^ゲッべルスとともにこ乂に考へておくことも興味 
があるであらう 0 

獨栽者0死後に內 re はつきものだ、ヒットラ—あつてのナチスにもそれは免がれがたいであら 
う。一時的には黨の長老フリック內相を推して大勢の決するのを待つかも知れない。あるひは謹联 
で緩衡的存在とされる黨首代理へッスの起用をみるかも知れぬ、ゲ .1 リング 對ゲ ッ>ヘルスの 勢力 
爭ひにある 0 C 歸結をみてゲ J ングが持ち前 S 着 S でドッすと總統8子につくかも知れ 
ぬ、あるひはまた內 re を防ぐために•もしくは內訌に乘ぜられて黨外から陸相ブ a ンべルグあた 
D がかつがれるかも知れぬ。案外また前ドィッ皇太子などがダークホースとして現れないとも限 
らない0 

おちつくところ|± どうせ 以上の範圍內であらうが*もし內豇で E の®が «. れた場合は、全 W 




家機構からナチス色は後键する。1で t 逆 FU 旗はド* r ッ M 民にはなつかしい黑白赤® 
三色旗に逆戾りするかもしれぬ。ハイル•ヒットラ""の挨接が撤钱されて「お早ラ」 ( Dm 用--: ltn が 
復活するかも知れない。だが、それかといつてヒットラーおよびナチ X によつてつく®上げられ 
た秩序ある統一國家としての今日の•トイッそのものの組梭に、また闺勢に一大變化をみるであら 
うとは想像されない。依然として强力な軍阈阈家としてそれはと s ' まるであらう。決してナチス 
制覇 以前名 St れた屈從的な狀2まで逆 f す ts へられない。ナチス特 
有の 色彩 as 生活 S 面 t 消 i る is つても • I ?つく—のま、ぶッ國民が 
受けついで同 S 子でドイッ S 力囘宦證するも QI 5 支へない。一九二八年を分水嶺 
としてナチ K i は逐年靈的 S 大した。殊に §1 つてからは全 W 民—チスの S 
内に吸收せんとし、またしつ、ある〇卽ちナチスの組綠は簞なる一政 m の勢力でなく全ドイッ國 
民の全生活を、その組織で、一つの統一照にまとめ上げようと努力してゐるのだ。その限りにお 
いて全國民的規模に擴充されてゐるので ある。 このことは同時に ナチスそのものが E 派的存在を 
棄て、國民 Q 中 S 消しつ、あるともいひ得る Q である。從つて、今日ではヒットラ1政灌を ■ 
かすに定る個人的勢力なく、またナチスに循つく蠢も他に存在しない。がた上つドイッ 

一五 



の總盘に反するときは、ヒットラ ー 政様は*最大にして最後の敵として 國民 大衆をえらばねばな 
らぬのである0 

f 膝ゃ' 3ンの#'武裝はド^^民の教であつた、だからしてヒット 
ラーはそのことの成功にょつて非常な信賴を博して ゐる 。しかし 一た び食料品の缺乏 や、 赁銀の 
低下、失業者の增加等の問題になると、如何にドイッ國民の顏がふくれ面と なる か、従つてまた 
いかにナチス政府は狼狃してその對策に狂奔するか。要するにナチスの今後は國民の審判だけが 
問題である。國民大衆 Q 利害！ VM 1 して强權の永按はあ5得ないか G でぁ 

ヒットラ I が E 外のシャハトを起用し、彼に財政の一切をゆだねてゐるのも財政に關する限り 
彼以外に人材の乏しいためでもあるが「マルクの神様」シャハトに對する國民の信賴を認めるか 
らである。シャハトもまた ヒットラ 1 の 信任のつ vr く限り縣命になつて ドイッ 財政の立て直しに 
盡痒してゐる 。ドイッの 財政的危機がしば <傳へられつ X 、しかも逆に ドイッの 國力の步一步 
と躍進し つ、 あるのもヒット ラ 1、シャハトの名コンビにょると2: ろ 多い。この世には百11] の 借 
金で首をく 4氣 Q 小さい男もあれば、へ百？二百億位 Q 借金 S ビクともせ？ 

き强氣の男もゐるのである。—シャハトは外國の债權者に「ないから 拂へぬ」 とい ふ。ヒット ラ ー 




は腕づくで取つてみろとぅそぶいて b る。借金のいひわけはシャハトがやるが、そ 0 背後には匕 
ットラーの武力がものをいぅてゐるのである。かといつて國際的にボイコットを起すほどの力は 
各國にもない0 F イッはその足もとをねらつて逮 It なく K 易の觸手をのばすのである。最近の南 
米や支那に對するドイッの進出ぶりはドイッ H 易の躍進を物語〇てゐる。なかんづく對支貿易で 
英米を凌 51 んで IH 本下に、英米に代つて猛烈に§して來て t S 昨今のド 
イッではないか。 

「窮迫•トイッ」などといふ形漆詞は不屈 SS 民には無用である。.これを思へばヒットラ-を 
して思ふ存分仕事をさせ、かつそれを成功裏に可能ならしめてゐるものは、苡にドイッ國民その 
もので—といひ得る。粒の揃つた1卷ハ5 IQ も3背辑 
あるのだ。この背後の力の動きにヒツトラ*'*の名をレツテルとして貼り出してゐるのだ從つて 
ヒットラ ー 亡き後に、何人の名がレツテルにつかはれようと も、 ここまで强く まとめ 上げられた 
國民の勢力の根本に動梅は無いと考へられるのである。. 
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五、 第二次大戰とドイッ 

か〇てカイゼルには黄禍論があつたがヒットラーにはそれがない*黄色、黑色の如何を問はず 
おょそ有色人種の優越を云々するといふのは彼には唾棄すべき思想なのである。白色人種の優越 
—— なかんづくゲルマン民族の経對優位を彼 W ;' 信じ FIST はれのだ、從つて「西洋〇沒落」を軎い 
て白人文明0衰退を豫言したシユベンダラ10如きは、白人の裘切者としてナチス•ドイツから 
追放されてしまつてゐるのである。 

この調子で中歐のゲルマン民族を糾合して一大ドイッ國家を建設せんとするヒットラーの理想 
を着々實行に移してゆくには、武力の行使なくして目的は達成されない、 P イッの再眾備が時々 
刻々めざましいテンポで飛躍してゆく、空軍の如きはこの三年間にドイツの踊進に刺戟されてフ 
ランスもまた異常の向上を見せ、今日では獨佛兩國の空軍は一機また一®と五ひに精銳無比の軍 
用機の發明競爭を演じてゐる有様で、兩國空軍の進歩の路は急激に他の諸列强を逋くに引離して 
しまつてゐるといふ C . とである。 

膨脹飛躍せんとするナチス•ドイッの K 力に近隣諸國が非常な脅威を感じ•戰爭近し〇瞥鏞が 



亂打されるのも無理からぬ話である。しかしこれまで幾度か戰爭勃發の原因となり得る事件を頻 
發させながら、しかも戰爭にまでふみこみ得ない0には•常然それだけの理由が2>るとみなけれ 
ばならない。 


その 第一は、欧洲 大戰の慘禍がまだ各®民の腦裏に强く绕つてゐて戰 爭絕對 反對の氣持が 支配 
し、それが戰爭の 一步 手前に强力なブレーキの役目をしてゐる。もぅ十年乃至廿年たてば、大戰も 
しくは戰後の苦しい再建狀態を「經驗」して來たものが五十 歲 以上とな p*ia 家の中堅® は 新ら 
しき戰爭8備 Q た®に銳議練'0けられ S 代 K 民％占* t とに tQ で®極的に「戰ふ」 
氣持が阐家を支配しはじめるであらぅ が、 今日では「戰はぬ」氣持〇方が何とい つても根强い 。 

第二は各國ともまだ戰爭の準備が完全でない。次の戰爭はニケ國だけで一騎打ちといふわけ 1 C 
ゆかぬ、 數ケ國 を 相手に戰ふ準備が必要 だ、 ドィツにしたところが空陸の軍備は相當のものだが 
海軍がなほ前途遼遠だ、大陸の問題に英_が容啄する以上は、これに中立を强制せしめるか•ま 
たはこれを^破するだけの海軍力を準饰しない 限り 第一次大戰のにがい 經驗を もつドィツとして 
は 自ら 進んで挑戰する自信はない。 

第三は現歐洲の列强間に眞の合從連衡が成立してゐない K である。大體において現狀維持 H と 

IA 



打破 國と〇 兩派はあ〇 て も各自相互 (D 利害關係が入り a れてゐて、 打破國 が一團となつて 維持 H 
グル ーブに當るといふところまで耱まつてゐない。ドイッに對する怫、霣、チエッコの三國軍事 
同盟は 成立してゐるが、伊、 填、 匈、波、英、白等々の向背に見透しがつかぬ、殊に節操なきイ 
夕91と獨露兩國の間に洞ケ峠をきめこんでゐる ポー ランドの態度が決定せぬ 限り どの國 もゥッ 
カリ 手出しは出来ないのである。 從 つて歐洲の 現勢が かつての大戰直前を旁解させると稱せられ 
ながら、 それとの間に 實 際は大きな 開きが あるのは、 往時の ごとき三國同盟 對聯 合國といふごと 
き二大陣營の對立にまで各國の足なみが揃つてゐないことである。どの國も自ちを信ずる以外に 
安心して 他國と手が捏れ ない 0 である 0 

が、以上0情勢はドイッに とつて 至枰好都合である〇列强間の矛眉對立の陈を縫ぅて巧に失地 
回復、勢力の扶植に進出出來るからだ、ラインの再武裝の次には獨白國境やキール地帶の再武裝 
が殘つてゐる。ダンチッヒ自由市の回收やメーメルの奪還も4•體化するであらぅ。オリンビック 
がすむまでは R & りをひそめてゐるもの\、その後の多事が M ひやられるのである。現に四萬のオ 
1ストリャ•ナチスの精銳がドイッに招かれて武裝 PI 練を受けてゐるといふこと だ。 これらが武 
器を携へて填^に戾つた時には填の國軍に根を張るムッソリーー1の勢力に對しては J 大衡搫だ。 



國車§する？チ K Q 人籙 S 市街 S 形で、こ焱 S 川中 tSQ 如きゥィぶ地にフアッ 
シヨ 兩巨 sd o 決戰が演ぜられるのも遠くはあるまい。 しかし、これとて獨伊' " M 國の戰爭にまで發 
展す るかは 疑は しい。 伊の疲弊に乘ず るか、 列强の足並不揃ひに つけこむか、どちらにせょ最小 
抵抗の 時機をつかんで、ヒットラ ーはその信條とする「實力のみが解決する」ことを如實に示し 
てゆく であらぅ。もちろん 戰爭は、その性質上 どんな 動機で燃え上がらぬとは限らない。しかし 
戰爭の 危機 Q 臭と自制心と が各國 民® 間にはたらいて t 以上は、第二次 SQ 勃發 まで S 
まだいくばくかの 餘裕が あると みて差支へない〇當分は小國の泣寢 入り、弱國の讓步にょるナチ 
K •ドィッの失地回復、 國力復興時代がつ V いてゆく であらぅ。 (一九三 六、六、 二〇) 



I ナチスをめぐる國際倩勢 


一、獨伊ファッショ戰線の結盟 

ナチ K のドイッ制覇の日、ヒットラーの胸中には、その思想の近似性の故にイタ910ムッソ 
リーーとは•容易に共同戰線に立ち得るも0と誤信してゐたと見られる。ナチスの新聞が、連 R そ 
の第一頁を割いて、この地上に新たに出現した ES 民社會主義の國家と、一足先きに南«にファッ 
シズム〇新旗幟をぅち樹てた雄^イタ V - とは、共にコンムニズムの脅威から全ョー〇ッバを救 
ふために、 兄弟阈として親善と協力とに結びつかねば ならない 、と ^き 立ててゐた〇 であつ た。 





一九三 = 年？ i : 月、^やかしい初 K の^光と共に、イタ”丨のフアツシヨ少年闊の一行が黑色 ( c > 
制服に身を固めてドイツを訪れた際の、ベルリン、ハンブルグ等各都市の熟狂的歎迎は忘れるこ 
とが出来ない。 


かくしてその翌年六月、ヒットラーは飛行機でヴ H -1 スに飛び、そこでムッソ？二と固い握手 
を交はした。だが、その# • 見の結果は•ヒットラーにとつては甚だしく不滿足なものであつた。 
ムッソリーーは彼5:終始弟分として取扱ひ、國内の大衆の前に隣國首相の敬意を受ける自らの尊大 
を誇示する道具として使つた。サン•マルコ廣場のファッショ團强 〇閱兵 式ですら、そこに 親へ 
るものはすべて イタ リーの國旗であ0、ドイッのもナチスのも見られなかつたのであつた。 

兩首相會談の內容は知るに由なく、ァメリカの通信员は「ヒットラー氏は高遠の理想について 
語り、 ムッソリーー氏は卑近の現實を語つて、#話は永久に合致しない平行線上を去来した」と報 
じたが その內容が獨襖合併を前提とするォーストリー協定に獨伊兩阈の意見が尖銳に對立したも 
のであつた C とは、兩者〇別離後直ちに填國首相ドルフスがオースト 9 ア•ナチスのために辟® 
され、その前後半歲は險惡な空氣に獨伊關係が包まれてゐたことにょつても知り得られる。昨日 
の友は忽ち今日の仇と早變りして"ドイッの與論はイタリーを大戰當時の裏切者、> 18 つきと乞食 
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に充滿した劣等 國と して、惡罵の放列を布いた0であつた0 
ヒットラー はこ>1において 、ファッシ ズムの思想そのものに國際性の無い ことを 知つたか も 知 
れない。全人類を 横斷 的にブルジ3アジーとプ n レタリアートに二大別して世界的階級岡爭にま 
で發展せんとする n ンム ーー ズムには國際性があるが、 ファッシ ズムはたか^-一國家內にと ir ま 
る。それはどこまでも一國の擴大强化を目的とする。一國と他國との フアッシズ ム的聯契は 、 n 
ンムニズムに對する共同戰線であるが、それさへ利害關係の一致を見ない時には相背反するのだ 
もし共同の敵コンムニズムの脅威無き場合は、 ファッショ 國家相互間にへゲモ- ー ー爭奪の弱肉强 
食戰が演ぜられねばならぬ。そこに究極に おける コンムニズムの阈際性又は 世界 性に 對 し、 ファ 
ッシ ズムの一國家性、 一 民族性を見るのである0 
が、更に m 丨 I! ッバの局面は幾波瀾を起伏して、一旦 離反し 去つ、 た獨 伊關係は 本年に入つて 再 
び 接近を 見せ、 去る十月二十四日には ムッソ リニの女婿たる外相 チアノ 伯は南獨の山莊に ヒット 
ラーを訪問し* こ i に兩者は新たなる ファッショ 戰線結成の協議を遂げた。その結果、獨はィタ 
リーの K チオビア合併を正式に承認し、次いでスペィン內 «. 對策に兩® が同一の歩調をとる C . と 
ソ聯のコム ーー ズム打倒の共同戰線•及び 新 R ヵルノ# _對策等全歐政局 0 全分野に a つて ファッ 





シヨ戰轵を結成すべき態度 0 一致に成功したのである0 


これは全歐を族駿した。直接的には、ソ聯 、フランス、 チェッコの對フアッショ同盟 lii に異常 
の® 犖を與へたのみで なく、 間接的には歐大陸の勢力分野の激變に英國は自らの生命線に®れる 
問題として狼狽し、ル1マニア、ポ1ランド、ユ1ゴ1スラヴィァ等各小國またこ0ファッシ3 
戰線の揍大情勢に適應すべく動推の色を見せ、更に獨兩困を盟主にファッショ戰線を1»强化す 
べき新形勢を69成せんとしてゐる。次でベルギー皇帝の佛白同盟の解消と中立還元の宣言、スべ 
ィンにおけるフラン n 將軍一两のファッショ軍の優勢等の新情勢を織込んで、あだかも全歐は蘇 
1佛の人民 fa 紡と^^の!^^^ョ羁轺との二大陣營の對立となり、思想的に左右對立は一段と激 
化したと見られるに至つた。 

がこれとて以上の表面的な動きを其俵受取つて、全歐が、またひいては全世界が、相容れざる 
二つの思想のもとに、分裂し、血河屍山の修羅場を®き出す運命にあるかと考へることは早計と 
思ふ。ナチ K とソ聯とは、その世界觀において政治 ® 制において、經濟的な利害において、眞正 
面から尖銳に對立する。従つて一方の勝利は他方の死滅であるが故に、最後までその全力のもと 
に n はねばならぬ運命にあるが、殘餘の資本主義國は現在の狀勢ではそこまでのことは考へられ 
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一一六 

ない•むしろ フランスの 如き高度資本主義 R が、逆に共産主義國〇ソ聯と結んでゐる奇觀を さへ 
呈してゐるのだ。同じ意味において、獨伊の結びつき、及び獨伊を盟主とする ファッショ 戰線〇 
結合の强靱さがどの程度0ものであるかは、この際一應檢討しておかねばなるまい0 
X 

最近までの歐洲外交界は、英佛は獨伊を^際聯盟0機構內 におく ことにょつて聯盟の强化をは 
からんとし、蘇聯は聯盟に加入して ファッショ 接頭を抑へ、蘇聯の勢力を扶植す るた めに聯盟 fc 
棰度に利用した。しかし獨伊は逆に聯盟機構を打破す ることにょ つて、自己の膨脹纊大をはから 
ぅとした。かくして獨伊の_破りが功を奏して、今や聯盟をめぐる紛爭は後退して獨伊對蘇佛 
の二大戰線の對立時代が出現した。 

事態を ここまで 導いて来た大勢の波を分析する時、 そこ rc' 最も敏捷に波頭を 91 ドし〇 X 、自 
己の欲するところに局面を轉回させていつたヒットラーの政略的外交を見逃し得ない。戰後の外 
交は條約の尊重と儀禮の交換であつたが、彼の外交は條約の打破であり、儀禮に代る城嚇であ〇、 
讓步に代る猪突である。がその間に一貫した方針を持し、戰機を巧みに捉へて一步々々先手を打 
つてゆく點に持色がある。 





ヒットラ ー の外交政策は三つのキイポイントを毛つてゐる。第一はヴェルサイユ條約を破棄し 
て一切の平等榥を獲得することであり、第二はフランスとは絕對に戰はない、換言すれば不侵略 
條約を結ぶべく可及的に平和政策をとること、第三はソ聯のコンム S. ズムに對しては必戰的^ { 
で押し貫くこと、この以上の三つであるが、西方フランスとは平和を保ち、東方〇ソ聯とは戰爭 
するといふ態度は、 歐洲 大戰の失敗に顧みたもので、腹背同時に敵襲を受ける愚を避けたもので 
ある。現在植民地が無く世界を向ぅに M して戰ふ實力無きドイッは、戰ふならは！！シヤー阈でな 
ければならない。殊にフランスと戰ふ場合は英阈を刺戟し、大戟の二の舞を演じるが、ソ聯の 世 
界 革命を 食 ひとめる 防壘 として、ソ聯に挑戰することは、英佛の如き資本主義國は加勢しない ま 
でも 傍觀 するであらぅ、ソ聯一國ならば勝つ自信がある。勝てばソ聯の肥沃なる穀食ウクライナ 
が手に入る。更にその彼方には茫々たるゥラル、シべリヤの原野が展開するではないか、ドイッ 
に缺乏する植民地はまさに束方にこそ求めらるべき*た、强大な海軍5:もたぬドイッが陸繽きに進 
軍して得られる植拢地は東方にある、ここにドイッの東方政策がある。帝政ドイッの帝 N 主義的 
觸手はパルカンから近柬に延びたが、ナチスドイッはバルカンから一直線に南部ロシアの平原を 
指向してゐるのである〇歷史的に抗爭をく り 返して来たフランスとの 01雄を 決する時期は、 一應 
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この東方政策が完成した後0問題だ。それまではフランスとは平和 Q I 本榆で進まねばならない 

以上の見地から、一九三三年十月平等權獲得の第一步として、 ドイッに 屈辱的追從を强ふる a 
際聯盟から耽退した際も* ヒットラ ー はフランスに 對しては和解的態度を 宣 明し •ザール の國民 
投票によつてそ〇歸屬 が 決定した以後は尺寸の地と雎も領土上の要求を フランスに つきつける意 
志のない C . とを聲明した。 

けれども •一方フランスにして みれば ドイッの言を信じて、そのま A ドイッの東方進軍を拱手 
傍觀 するわけ re はいかない〇大戰後の 歐洲 大陸の政洽的經 濟的 へゲモーー 1 はフランスの{奉捏する 
ところで、その勢力下に庇護される各小國は、ドイッの現狀打破によつて溪騃し、ドイッの擴大 
强化によつてはフランスを棄て\ドイッに15らないとも限らない、しかも K イッが東方政策完成 
後は、鉾をかへして西歐にフランスと暇雄を決し來るのでは安閑としてゐることが出來ぬ〇ヒッ 
トラー のい ふ對怫 平和政策などに ぅま <乘せられてはたまつたも ( D でない。 F イッの勃興に先 
んじてこれを封じなければならぬ。それにはドイッと利害關係の反する諸留を打つて一丸として 
釾獨包圍陣 を形成することが念務でなければならぬ。か\る見地からフランスはバルッー外相0 
提唱で集團的保障條約の成立を&ぎその®內にドイッを招致して閉ぢこめよぅと試みた0 




これに對してドイッは集圈保障條約は阈際上多邊多揉の義務に束縛せられる結果、加 a 各 H 間 
の紛爭は直ちに加盟全國部を紛爭にまきこむこと i な P 、 全歐を戰火の危險にさらすものである 
それょ0も各國別的に二國づ〇の平和條約を取結び、二國間の紛爭は當該二國問の紛爭に局限し 
なければならぬと强調し、事每にフランスの運動に反對し、各 S がその集 BH 的保障條約に參加す 
ることを妨害した。か〇その一角においてこれを斷ち切るために隣國ポーランドに働きかけ、獨 
波關係の過去の紛爭問題を當分不問に附し、向ぅ十ケ年間の不可侵條約の締結に成功したのであ 
つた。次いで、ザール投票ではドイッの勝利に歸し、ヒットラーは更に前の宣言をくり返して•卜 
イッはフランスに今後領土上の野心なきこと、 H ルザス * nl トリンゲンも K イッは自發的に Br 
念する意志を明らかにしたものであつた。 

しかし、この形勢は却つてフランスを剌戟し、焦斑したフランスはソ聯を誘ぅて國際聯盟に加 
入せしめ、佛蘇の提携を以て各國へ說き、ドイッの周圍を更に包圍する方策を執つ た。 卽ち佛 • 
蘇•チ H ッ n •白•及びユーゴースラヴイア、ル—マニアをも加へて、 F イッを金縛りの中に生 
捕らんとしたのである。 

これに對抗してナチス•ドイッは如何に出たか？とれを K 過して包圍を甘受することは絕對 
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にゆるされぬ。何となれば*それは國內的にナチ X の信望の失墼5:招くからだ：：：坐して屈胀を 
餘儀なくされんより、進んで第二の： T 險に挺身しなければならぬ。そこでドイツは更に平等楢を 
絕叫して斷乎再軍備の自由を宣言し、直ちにヴェルサイユ條約による常備兵力十萬を一路六十萬 
に飛躍せしめた。 

もちろんこれは佛蘇に開戰の意志なく、英國また直ちに大陸の粉爭に介入して来ることは無い 
と觀取したからに外ならない。しかし獨の再軍備は全歐を震駭せしめた。そして更に强化された 
對獨包圍陣の結成が必要とされ、佛白をつなぐ國境には鐵の要寒三百哩が構築され、佛蘇、佛チ 
蘇チの三國間にはそれ^^攻守同盟の結成を見、全歐は一梅卽發の危捸に載傑した。英 S また傍 
觀的態度を放棄し、獨に對英三割五分の海軍力を容認してその尖銳化を緩和しつ i 、 他面また、 
朿方 P カルノ條約を提唱して、*に英@の大陸における交涉の限界を求めんとした。しかし、 
P イツは東方 P カルノ條約の成立に反對し、これは卽ち新しきドイツ包圍陣の政治的僞裝として 
却けた。 

時あたかも勃發したイタ 91 QH チオビア遠征によつて、これは一頓座を来したのみならず* 
地中海を中心に英伊の對立は事態を一肝緊迫し、英は伊を怫から引離し•阈際聯盟によつて伊を 



制裁 せんとした〇その危機をとらへて獨は ライン 非武装地帶に再武装を 敢行し、 同時に阈際的に 
孤立せんとす る 伊に握手を求めて佛蘇 N 盟に對杭を策したので ある 。もちろん 填、 匂、パル カン 
における 獨 & C 紛爭對立は一時1され遂に最近 CK 伊7アツ シヨ 協定にまでこぎつけたので あ 


る0 

X 

次で 勃發 したのがスペイン內亂である。獨伊〇フアツシズムの攻勢を防衛するために佛に人民 
戰線内閣出現し、スペインまたこれに倣つたが、スペイン國內のフ T ツシストの反轚となつて、 
同®数の米曾有の樓壤なる狀景を呈してゐ る。 

スペイン內亂をめぐつて、各^共に左右兩翼對立の運命について深く考へさせられてゐる際、 
突如、ソ聯國內にあつてはスターリン政權打倒の卜 n ツキストー派の陰謀が 發覺 した。 

こ i においてかドイツは、更に此の絕好のチャンスを利用して、蘇聯を除 〆 歐 洲各國をして反 
コンムーーズムの側に立たしめ、蘇聯を阈際的孤立に陷らしめ、獨蘇の決戰において各國 を獨に 味 
方せしめんとする攻勢的戰術に m たのだ。 ep ち九月六日から一週問-ーユールンべルグに開催され 
たナチス黨大會を利用して、一大宣傅戰を展開し、尊ら主力をソ聯のボルシェヴイズム攻擊に集 
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中し、世界の輿論をしてソ聯の進出に警戒せしめる方策をとつた。 

3.ユ"•ルンベルグ〇黛大#の演說においてヒットラーは、ナチスドイッがボルシェヴイズム Q 
B 內侵入 t : 皋滅したこと、同様の意味で十一年前に この 問題を解決した ファ ッシスト •イタ51 
に敬意を表し、スペインの內 a を語つて人民戰線のケレンスキーがボルシェヴイキに敗れるなら 
ば 全歐は血の海となるであらぅ。全歐をボルシ H ヴイキの慘禍から救ふためにナチスはその前衛 
戰列に立つてゐることを強調した。次 v » で宜傳相ゲッベルスは社會主義の野®低劣なる畸型的產 
兒がユダ ャ •ボルシ H ヴイズムで蘚聯はか X る思想にょる劣等人種の獨裁國であり、各國に 暗路 
する 共產黨 なるものは=1ムインテルンの外人部隊である、この惡魔的世界べストは絕滅されねば 
ならない。これに與するか、これと戰ふか、何人も斷乎たる決斷を下さねばならぬと、彼一沫の 
毒舌で以て痛 m してゐる。 

これに對し、蘇聯及びコムインテルンでも負けてゐず、直ちに應酬して、 ドイツ•ファ ッシズ 
ムこそは熱病的な軍擴に夢中となつてゐる戰爭放火者であると n キ下ろし、双方の惡罵は全世界 
に亂れ飛んで、切迫した空氣を11-尖銳化した。 


ナチスのボルシェヴィキ攻窀がソ聯の虛を面いたことは爭はれないが、また一方その£とによ 





0てソ聯 と 結ぶ フランスに 對し•第二のスペィンた る 勿れの譽吿を與へ同時に# ifl 内©ファッシ 
ストの奮起を促したものとも考へられる 。ヒットラ ーはこの一兩年前から屋々ベル9ンに佛阐在 
痗軍人の巨頭を招いて交歡を遂げ、佛國政棰が速かに右翼の手に録する C . とを慫慂し、その^に 
は佛はソ聯と手を切つて、獨と不戰條約を締結し、西歐にナチスを攻むる危險を排除すること1: 
期してゐるのであるから、 一ー ユールンべルグのナチス大會にも佛@右 R 要人達を多數招待したの 
であつた。 

同時にまた"この形勢は、ナチスの脅威のため一時怫蘇の戰線に逃れんとしてゐた各小闽をし 
て•再び獨伊ファッショ戰線の側に近づかんとする傾向を生じた。卽ちルーマ-ーャの力 n ル王は 
親佛蘇系の外相チチユレスクを逐ひ、先きに締結されたルーマ-ーヤを横斷して蘚聯とチェッコを 
結ぶ21道案の實施を阻止してゐる。ユーゴースラヴィヤまた佛國資本の融通逼迫するや、贷のシ 
ャハト S 作にす S てドィッと經濟的に接近せんとして—。ポ"■ランドは§舊資本を佛 
に仰いだために親佛を俥へられてゐるが、獨波條約は依然存在し、かつ國內はコンムーーズム紝對 
反對でファッショ政體であるからには、ソ聯の側に走る可能性は稀薄である。しかしべルギー皇 
帝の中立宜言は SS 化を如 ssfQ であつて、佛 S 內に佛が蘇聯と結んでゐることの 
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不可を 資 ti が 起 0 、上院 y は佛蘇同盟條約再檢討 Q 要求さへ提出されてゐる〇 
かくして獨伊ファッショ戰線は、填、匈、勃の現狀打破國及びファッショ革命を完了したギ9 
シャ、ポルトガル等を從へ、更に佛蘇同盟側の小國をも誘引しつ\、渐次その戰線は擴大さ 
れてゆく傾向にある。これに反し佛は KY インの今後の形勢如何によつては逆にファッショ國群 
によつて包圍さる V 狀勢に陷り、蘇聯また東歐に孤立する有樣となつて、一兩年來國際聯盟をひ 
きずつて對®包圍陣の形勢に歐洲外交界の？ダ t 格であつたフランス及びソ聯が、か、る悲 ® 
的狀態に追ひこまれつ、あることは、馱洲政局の急轉ぶりに^かされるが同樣に此の狀態が明日 
には どぅ 變化するかも保 證出来ない。 しかし今日までのところではヒットラーの戰略外交 ±、 b 
ざ やかに先手を打〇て包阐の窮狀を打開し、佛蘇に一泡吹かしたものと見ることが 出来よぅ 0 
かくして次に獨伊のとるべき工作はドイッに あ？ はゥクライナへの進軍の通路を開くことで 
ある。その前方を塞ぐチェッコは蘇聯の砲*であるが、チェッコは元来が反共產主義 の國家 であ 
る。ソ聯のボルシ H ヴイキ打倒の十字軍を起すナチスドイ »'/ が此のチェッコと戰火を交へること 
は 愚で なければならない。最近ヒットテーはチェッコに觸手をのべ、チェッコ S 內三百五十离の 
F イッ人より成る西南ドイッ茲の自治運動承 lg 及びチ H ッコが藓聯との軍事间盟 1 : 解肖して中 2: 


せんこと を H 作してゐることは注目に値しよう。 埙 •匂 •羅 と親獨の躲を延長すればフアッショ 
0ギリシャ、 トルコ また これに 風糜 せんとし、ドイッの 勢力は ゥクライナのみならず近東にも進 
出し〇 V ある ことは帝政 ドイツの 傳統を つぐものであらうか。 

酬つてイタ リーは地中海の制覇に更に一步を進めて地中海を自國の湖水化せんとしつ i ある。 

H チオビア征服によつて紅海の制海權は渐次イタリーの箪握するところとなつてゐる。ドイッの 
近東進出、イタリーの地中海制覇に、同地方に最も利害關係をもつイギリスが默視する筈はない。 
イギリスが獨伊のファッショ戰線に對してとるべき態度も、この邊の利害打算から割り出される 
であらう。 更に利害を問題とすれば、バルカンにおける壇なるナチ X ドイッの跳梁を、同地方 1 C 
野望あるイタ 9- がファッショ共同戰線の名の下にどこまで忍從するかも問題だ。 

第一次大戰との近似性 

以上の形勢は 、 n V ムーーズム對フアッシズムの思想的色彩を消し去るレンズで透視するならぱ 
あたかも歐洲大戰當時の歐洲各國の動きそのものに酷似し米つてゐることは甚だ興味がある。ビ 
スマルクとゥ斗ルヘルムニ世によ〇て急激に勃興したドイッを抑へるために佛谣同盟は早く十九 
世紀末に成立し、二十世紀に入つてはドイッのパルカン進出に脅 Mi : 受けた協商諸國を誘うて佛 
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露は灌次ドイツ包圍の 陣形 i : とることに成功したのであつた。しかし、 軍 H 主義ドイツはこれに 
ひるまず更にバルカンより近東に進出し、一方ァフリカ及びァジァにも雄飛して英帝國主義をも 
壓迫するに至つて"これまで比較的ドイツに好意を見せてゐたイギリスは佛露の倒に轉じ、イタ 
リーまた三國同盟を裏切つて聯合國の戰線に立つたのであつた。しかもその戰端の開始されるや 
戰爭は軍國主義對デモクラシーの戰ひとして全世界に呼びかけられ、いづれ劣らぬ帝 H 主義的野 
心0ための衝突は、あたかも思想的の對立であるか0如く扮飾されたのであつた。 

かくの如く、獨伊ファツシヨ戰躲の結成と io ても、それは多分に解決されない矛盾 t : 含んだ 
腌弱性のものである。對 n ンムーーズムの戰爭において、どこまでその結合の强化を維持し得るか 
は疑はしい。しかもファツシズムのもつ本質的矛盾から、獨伊は戰爭開始の瞬間においても相互 
に離反し去るか、又は敵對し合ふかの危險をすらもつてゐるものだ。この故に次に來るべき大戰 
を、 n ンム n ズム對ファツシズムの二大戰線の決戰とのみは單純に呼び得ないものがある。むし 
ろ、その實質において歐洲大戰當時の各帝國主義國の爭覇戰に近いものと見てよい。た\?、蘇聯 
も獨伊も、その開戰に當つては飽くまで自己の思想的立場を强調し、中立國及び敵國内のそれぞ 
れの思想の同情者を味方の戰列に動貝せんとする戰術をとるであらぅ。その限りに fe いて、飽く 


れの思想の同情者を味方の戰列に動 a せんとする戰術をとるであらう。その限りに t いて、飽く 



まで思想的對立にょる假面の下で戰はれるであらぅ。その場合、蕺禍はひと〇交戰 ® のみにと Jr 
まらず全世界に波及する危險を多分に包藏する。單に一阈内において戰はれつ X あるスペィンの 
人民戰線對阈民戰線〇死鬪すら全歐は多大の動搖を受け0\あることを思へば、明確な思想的旗 
梅の下に} E 派の國家群が決戰するのを、果して各國のそれ*^の思想的同情者達はこれを冷靜に 
見守つてゐるであらぅか、この意味からして、獨伊ファッショ戰線の結成と、それの蘇聯への挑 
載は第二次大戰の戰貌を一好深酷化したものと v ' はねばならない, 0 (一九三六、一一、九) 

二、人民戰線か國民戰線か 

人民戰線か、阈民戰線か、こ0二大戰列©いづれかに、今後の世界硪國の多くは國內的にも* 
また阈際的にも、分裂と糾合を餘儀なくされつ i ある〇ファッシズムの攻勢が、それに拍車をか 
けつ、あるのだ。昨春フランスに人民戰線內閣が成立した時には、モスクワの第三ィンターの指 
令にょる反ファッショ戰線の結成といふ以上の印象5:與へなかつた。元来が民主主義の國フラン 
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スにこの種の政灌樹立は當然のことであるからである。が、引技きスペインに同じく人民戰線内 
閣が誕生し*同時にその反對派たるファッショ各派の聯合軍の反幸となつて同胞殺戮の動«,勃發 
するや俄然全世界の耳目は C . V に集中された。殊に歐洲の各國はそれぞれ自國內の動榣を押へ〇 
i 阈際間に漲る悪質の低氣壓の彼方に、人民戰線か國民戰躱かの、いづれかの檩識に針路を決定 
すべくもがきはじめてゐるのである。內亂の不感症國スペインといへども、今回の動亂は、從來 
の革命騷ぎとは質を異にする。まさに世界的に尖銳に對立するコムミーーユズムかフアッシズムか 
の戰ひが、人民戰線對國民戰線の形式において、食ふか食はれるかの死鬪をこの西歐の一角にお 
いて展開し O V あるのだ。それは現世紀の運命の縮 til として、國際的に波及する性 r$ をもち、第 
二次世界大戰を一觸卽發すべき危險性を包藏してゐるのである。 

ムッソ91二のエチオピア攻略の成功、ナチス . F イッのライン ランド 再軍備と最近のボルシ 
H ヴイズムへの露骨なる挑戰、そしてスペイン0叛軍蜂起と、數へれば近來フアッシズムの攻勢 
にはめざましいものがある。かつてはファッシズムといへばムッソリーニの一枚看板であつた0 
今ではヒットラーが加はつてゐる®この兩雄は好餌の填國を挟んで對峙する立場にあるが伊 H 戰 
爭から K ベイン內亂へ かけて共通〇利益一致するや欣然手を M り あつて人民戰線打倒に馬首を進 



爭から K ベイン內亂へかけて共通〇利益一致するや狀然手を IM りあつて人民戰線打倒に馬首を進 



め 0、あるのである。從つて、佛露と結んでナチス*ドイッを孤立に追ひこんだ筈の人民戰躲偁 
小 E 家群〇中には脅威の餘り日和見主義に韜晦し、ついで戰線を脫落する國さへ現はれて來た。 

例へばポーランドの如き反ナチス陣營として一時は怫琢の有力な一翼だつたが今や中立を標榜 
しつ、もその阈內政情は佛露と相容れざるファッショ化の一路を迎つてゐる。オランダもまた慌 
だしい歐洲の雲行き1 C 、その名物の風車は狂轉を较けつ X ムッセルトを首領とする祖阈黨フアッ 
ショの勢力は刻々に强化されてゆく。更に最近 ( D 外馄はルーマーー T の轉向を傳へてゐる。ルーマ 
一一 T はチ H n と共にドイッのゥクラクナ進出を阻む要塞の役目を引受け、イタリーのバルカン進 
出をさへぎるユーゴ國と所謂小協商國プ B ックを形成し、佛露のドイッ包圍陣に呼應しつ、近隣 
の填•勃、匈のフアッシ3國家群の擡頭を押へつ i あつたものだ。本年六月にはルー►ニアの力 
n ルニ世はチ H n 0ベネッシ d 大統領と相携へてユーゴ國に赴き、パゥル攝政と鼎座してこの三 
國を結ぶ軍略镂道建設を可決しその一庇の緊密化にょ〇て獨、伊の進出をあくまで阱止するかに 
見えたが、スペイン動亂以後の情勢をみて急轉回を試み、親佛派のチッレスク外相を却けて親獨 
派のター トレス ク首相の獨裁的傾向を おび 來り、小協商阈の陣列を脫しても獨、伊に 結びつかん 
とのゼスチ H アをと るに 至つ た。ユ—ゴ E また動榣の色を見せ、この隙にさし®ベたドイッの裘 




s 

面工作も功を奏してか、伊と Qgy 鬚 Q 反目を殺和して誘へ？びかん臌情を示してゐる〇か 
くて小協商國ブ a ツクの陣營は社會主義的政府をもつ チェコを 佛芘同盟 側に 技して 獨、伊を 盟主 
とする中歐フアツシヨ陣營に投ぜんとする形勢に轉じ〇 i ある0だ0 

佛國右 X の動向 

現下の情勢では、人民戰線の戰列にあるものはソ聯、フランス、チェコ、スペィンの用ヶ3、 
H 民戰線にくみする國家群として獨、伊、填、匈、希、勃 、 T ルバニヤの七國にルー マニア、ユ 
1ゴー、ポーランド、オランダ等の形勢觀望派がこれに追隨せんとしてゐる。もしスペィン內赴 
で政府堪敗退し、人民戰線に代つて國民戰線 Q 天下ともなれば、佛、 ® をはじめ人民戰線®は著 
しく窮地 i るであらう。殆に K は K ベイ N 、 ぶツ、イタ？によつて三方から包園さ 
れ、佛、露同盟以後チェ n を加へてドイツ包 W 陣の結成に成功したフランスは忽ち その W 後の 一 
石を敵 ii 與へるために、逆に S — 敵 S ? し t 布陣 S ? る結果と なる® である。 


一昨年末頃か— ットラ- 總統はべす； SS 5 ラ， n k 在梅軍人會の§を 招いて會？と 
げてゐる。表面的に見ればそれは かつて 敵 味方として 世界 大戰に相 li ぇた 出征 戟人 として 〇位 t 






の交換ではあつたが•以心傳心的に兩者の間に一脤通ずるところのものは、フランス W 內に跋 s 
する社會主義諸勢力の一掃であるといひ得るであらう。左翼が政權をとる以上はフランスはゾ聯 
と結ばざるを得ない。從つてドイッとはその限りにおいて絕對に相容れない、もし、フランスで 
右翼が天下をと0、ソ聯と手を切るならばドイッは親佛政策に轉向し、力を專らにしてソ聯の荦 
破に當るであらう、といふわけである。一昨春ザール地方がドイッの有に歸した際、ヒットラー 
蠢はその膝利の演說において、 F イッはもうこれ以上フランスから B 土を要求する意志なきこ 
とを聲明した。 

最近の ニ ユールンべルグにおけるナチ KE 大#杧際しても、ヒット ラー總 統以下各巨頭 總出演 
でソ聨のボル シヱ ヴイズムに對する挑戰を呼«したが、 フランス に對しては辭を厚く して 黨大會 
に佛國政界の要人を招待したのであつた。元首相 ラヴ アルは辭退したが、主として右翼系0政 客 
連は進んで出席し、ナチス首腦部と親しく意見を交へてゐる。 . 

かくて、フランス rc おける人民戰線政禳を打倒して國民戰線派をして制箱せしめんとする ヒッ 
トラーの工作は、更に今回のスペイン內 ft によ〇て一曆のチャンスに惠まれた。即ちすでにスべ 
インの反政府軍の優勢は薄次フランス右 S 陳耷を剌戟し、一時鳴りをひそめてゐた火の十字®が 
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ファッショ革命の準備を開始したとも 傳 へられてゐる。 

しかも、フランス re あつては單に左右兩翼の抗爭のみでなく、左翼0人民戰線陣營內部に大分 
裂を惹起すべき危險性が露出され X ある。といふのはブルム內閣は人民戰線內閣とはいへ共產 m 
を閣外に押除けた社會黨及び急進社會黨の內閣だ。スペィンの政府軍援助に對しブルム內閣の生 
ぬるい態度に共產黨系はいきり立ち、數百萬の 勞働 者が全國的ストラィキに動員された。かて i 
加へて經濟界の不汉は•物價の漸騰と前途の不安に民心を著しく動榣せしめ、人民戰線內開の不 
信を右翼があふるに好都合の條件をそなへて來てゐる。 

元來フランス人民戰線は急激なファッショの進出に對抗するために社會猱と共產黨とを中心と 
し*勞働組合、文化團體等を交へて結成された共同戰線であるに拘らず•ファッショ勢力 lo 接頭 
を前にして戰線に铋裂を生じ、遂にファッショに乘ぜられんとする形勢は • かも一九 H 三年 
ナチスによって强襲轚滅された ドイツ 左翼陣營の轍を履むのではないかと思はしめないでもない 

「火の 十字」 と ドラ•ロック中佐 


フランスが ナチス制斜以前の共和阈 ドイツの 二の舞を演ずるかどうかは別問題として•フラン 



ス人々 lee 通に對立する NK 戰躲派の陣營中*果して何人かフランスのヒツトラーた〇得るであら 



ス人民政 li に對立する N 民戰線 派の陣營中*果して何人か フランスのヒットラ ーたり得るであら 
ぅか* その主力を形成す る ものは一九二七年に大戰出征軍人を中心 rc .^ 筑された「火の十字」で 
あるが、 これは イタリ ーのファッショの精神主義を運動の基調とした關係から親伊的態度をとつ 
てゐ る。 後に ナチ ス張りの靑年愛 WE 「ソリダリ テ •フランセ ーズ」を合流せしめ、また國民義 
勇除を別樹除として備へ、少钯隊、少女除をも編成して、その全線を軍隊的に組織し、武器すら- 
與へたものである。この「火の十字」黨の指令下に動員されるもの約 八十 萬と稱され* フランス 
最大のファッショ政黨として他の王黨の「ァクシオン •フランセ ーズ」や靑シャッの 「フラン シ 
スト愛阈團」等々の水準を拔く陣容を誇つてゐる。昨年末•左右兩翼の激突後人民戰線側の提言 
を容れ他の友黨と共に解散を命ぜられた が、 昨今は新黨「フランス E 」 に再編成して，着々陣形 
を整備しつ、ある〇最初は香水王 n チイがその財的バックで あ 〇たが一九 三〇 年にド •ラ •» ッ 
ク中佐が黛內に搔頭し黨の指琪棰を掌握した。 

かれは13ック大將の息で一九二六年まではフォッシュ元帥の苺僚であつたが、現役を退くと共 
に大1 SS 事業に關係し一種の軍需工業畑の人間となつた。從つて黨の財的背景もコチイの手から 
離れて*現在では n ックを繞る電氣化學工業*鐵工業等の一聯〇軍需工業資本家の支拉に移つて 

H 三 


HH 

來てゐる。半官紙 r タン」の如きも「火 o 十字 J 0 支 s 下にあつてあなどり難い潜勢力を有して 
ゐる。 

R ック中佐は雄辯で•德望もあり*首領としての組織力も備へてゐるが*さてかれがヒットラ 
1張りの獨裁官にまで突進し得るかといふと•まづ望み薄といはざるを得ない。何となればかれ 
は名門の出を反映してその性格は貴族的で、ヒッ、トラーの如き野生味、具 通 的にいふなら政敵を 
鐵腕もて粉碎し蹂蹦し去る野费味と酷烈性とがない • 

一時は左翼打倒には武力行使も辭せずと豪語したが、人民戰線內閣の要求の前に E の武裝解除 
は勿論•黨の解體すらも容認したかれである。かれとしては•政界の腐敗を彈劾しても徐ろに a 
會の反省を待つといふあたりがその本音らしくその 1 AE 内急進分子のかれに對する不滿の生れる 
所以でもある。 

もし タ ーデターを國民戰派線に期待するならば、小十ボ レオンと 呼ばれる元赛視總監の ジャン • 
キヤッべあたりであらうがかれは未だ全右冀陣營を 橫斷 する勢力なく B ックを凌ぐ聲望をもち合 
はさない。しかし形勢切迫すれば、キヤッべは必ず一役買つて出るであらう。同様の意味でフラ 
ンス 人民 E を 率ゐる ジャック•ドリオ も小ヒットラー 程度に ふめる人物であらう。かれはもと共 



產 EM であつたが•百八十度の念轉回をして授右翼となり、その情#な行動的性格は潮次政界に 
一つの魅力をもつに至つてゐる男だ。右翼クーデタ丨〇日に•かれの名は躍るであらう。 

では、國民戰線が人民戰線派の打倒に乘り出す場合•スペインの如き無政府的動亂が爆發する 
かといへばさうはいへぬ、共產黨にしたところがフランスのそれにはバリ•コンミユーン以來の 
古い歷史と經驗とがある。老ヵシアンの如き共產黨 M にして上院議員たるものを出してゐるほど 
でスペインの fE 熱的共産分子と同一視出来ぬものをもつてゐる。かつ社# E が容易に共谛 E にへ 
ゲモーーーを渡すかどうか•熱狂の襄に冷靜な理論と個人主義とを併せもつてゐるのがフランス國 
民性だ。 

共產黨が目に餘る暴動を起ず場合は•社#黨は逆に國民戰線と手を握つて祖阈〇防衛に乘り出 
すかも知れない。今春の選壤に共產猱は十名の小 E から一躍七十餘名〇代議土を獲得したが、こ 
れは共產黨が人民戰線の中に銳鋒をかくし、穏健なる政綱にょつて大衆をキャッチしたからに外 
ならない。 

が、フランス人民線戰のへモゲーー--を社會貉0手から共產黨が奪取する日は•いふまでもなく 
赤色フランスの出現だ。ドイッのナチス棱關紙は餃近パリのソ聯大使館とフランス共產«との往 
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來が頻繁になつたことを指摘し卽ちゾ聨は赤色フランス5:出現することによつて世界革命を可能 
にし，かつは赤色フランスとナチス•ドィッとを戰はしめることによつて y 聯の極東政策を自由 
ならしめよぅと企阖してゐると論じてゐる〇 

ともあれスペィンの動亂は、フランスに飛び火する可能性は十分にある〇フランスの人民戰線 . 
對阈民戰線の尖銳な對立をめぐつて•外部から搜亂の手をさしのべる獨伊のファッショ19家とソ 
聯との勳きは見逃してはならない。(一九三六•九月末記) 

三、ボーランドは何處へ 

歃洲のこのごろは#談につぐ會談だ•國際外交の花形は縱横に各阈首都の間を亂れ飛んで歐洲 
平和工作に狂奔してゐる。が•この「含談 J なるもので膝つき合はして談じ合つてゐる立役荠達 
の眼はお互ひの猜疑と穿戒とで血走つてゐるから不思議だ、從つて平和工作のかげに各國は鎬を 
削る競爭に熱中し、國際不安の狂躁曲は平和0かけ聲0髙唱に正比例していよ<念凋に M 





き立てられる。 

この冏隙を縫うて，外交デマもまた亂れ飛んでゐる，日獨同盟はまだしも*日獨波の7.'、^卜ば 
說が S で トビ出してわれく日本人を面啥らは V る*ヒットモンと Q 寬の際ドィ 
ッは日本に21して南洋植民地返還の希望をもつてゐると吿白した一件などはヒット T が日獨同 
盟說の事實無根 Q 贤證としてサィモ N Q 、 否英 3 IQ 御機嫌を取り結び英國の對獨態度の好*'を期 

待したのだ、とのうがつた批評さへ流布される。 

か、る 際に 一九三 五 年 五月 Q 匕ットラ1 鑒 Q 外交蕃は或る程度ま S 3 マを 解消し 各國 
に歐洲政局 Q 前 f 對する見透しを與へる手引ともなつた1らう：ットラ1の外交宣言 
はナチ ス 主義を基調とした 外交方針を客 觀 的 si 切 S てはめ？ s と 解してょい、宵辭は 
愼重 でぁるがナチス Q 蠢は言 外に横溢して ゐる 。早. S - 話が佛國と霍し一」西部證は當 分 安定 
させる が東方 e 霞に對しては极本的に相容れぬものとしてナチス i 主義®麗を鮮明にして 
ゐる〇 

ナチ K Q 東漸に？る雷の■，は一屢重を極めるでぁらうが、獨满兩大 S 間に挟まつた 
ポ1フンド Is 滿ちた顏もこ C — 像さ si S つくか 、 S 與みするか、それと 



も永年の友邦佛國の袖にすがるか、時しも建國の支柱ビル KF スキ ー 元帥を亡つてポーランドの 
動向こそは注目されてゐる。ポーランドの動きが直ちに獨露佛の勢力關係に微妙に作用するばか 
りではない、 R 獨波三國同盟などと騷がれるあたり•ひいてはそれが極東にも影響する ことが 考 
へられぬでもない、私はビ元師の國葬に際して 7 ル ソーに 入〇ポ ーランド各方 面の 意見を叩いて、 
その今後の動向を打診したが一應旣往にふり返つて*歐洲政局のキャスチイング•ヴオートを握 
るボ ー ランドと、それを圍繞する獨蕗佛の外交角逐戰を考察して みょぅ0 

ポーランドの 動向が歐洲で 問題と なり 初めた. Q は實に| 九 三 四 年二月、獨波共同宣言と なつて 
發表された 兩國の十ヶ年相互不可 25^約からで あつた〇 とれに最も驚いたの，は佛國で從來唯々 
諸々として佛國に追従して来た ポ ー ランドが、 突如佛波 兩國にと つて仇敵の側に おかれて ゐたド 
イツと 單獨に手を握つてし まつた のであるから、 この 不可侵條約が 恰も獨波同盟の成立で、も あ 
るかの如く佛阈には^いたが •この 佛國の驚愕はポ ーランドの國際的 地位に 對する認識の 不足 か 
ら來てゐる。獨波は同盟したのでもなく、手を握つたのでもなかつた、裘面 からこの 不可候 條約 
の 成立を观くと問題は一九三一一:年 一月 末 ナチ スが ドイツの天下をとつた日に出發する。 

從來のナチスの宜言の立前からいへば、ナチ K は當然ポ ーランドと一戰すべきであつたのだ。 



避け難き獨波戰爭-それをポーランド〇ビルスドスキー元帥はすでに覺悟してゐた"ボーラン 

ドが？軍備を充實して歐洲有數 SS となつた Q も、一つにはナチス S 米に刺®されての 
ことであつた。だが、ナチスの制狼にも拘らず、ポ"■ランド K1 對して戰端 S : 開く態度が見えな v > 
そこでビ元師は三三年五月に! a 心をヒットラーのものと派遣して和戰いづれなりやと問はしめた 
のだ。その時の特使は聞くところにょると现ポーランド駐伊大使であるとのことだ。 

ところがヒッラト- Q 答へは意外にもナチスに戰意なしと Q ことであつた。これは常然の話で 
當時のナチスは左翼、デモクラット•帝政派等國內諸勢力を一掃すべき重大時段に直面してゐた 
し阈防軍との^係もまだしつくりしてゐなかつた。阐防軍の實力にしたところが當時の陣容では 
ポーランド陸眾と一戰を交へて勝つ自信もなかつたのである。 

それではお5:に不可侵條約を締結して平和を保たぅではないかと獨波兩 ® の意見は一致して秘 
かにその交渉に入つたのであつた。そしてこれの成立が發表されるゃ佛营驚いた、 S ばか0 
ではない、東隣の®國の驚きと狼狽とはさらに一®甚だしかつた0 
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元來霣 M とポーランドとは十五 Ittr 紀以來扮爭絕間なき N 係におかれてゐる。或る時期にはボー 
ランドがモスクワを占領した歷史もある。兩國民は性格的に一致しない或るものをもつてゐるの 
だ。ビルスドスキー元帥などはその一生涯を通じて露國婊ひで一貫した。 

しかし、露國士してみれば東に日本を控へて西にポーランドと爭つてばか〇ゐられない。殊に 
滿洲事變を契機として露國はポーランドと握手して楢東に備へる態度に出た。この結果生れたも 
のがリトヴイノフ提唱にょる一九三二年の露波不可侵條約だ•が•その期間たるやタッタ三ケ年 
もつて露波兩國民の感情的對立を見るべしだ。 

と C . ろへ降つて湧いたやぅなナチス•ドイツの出現だ*しかもそのナチスとポ1ランドは十ケ 
年の不可侵條約をさへ締結したんだ、露國は慌てざるを得ない！われも逞れじと三ケ年の漭波 
不可侵條約は直に十ケ年に延長された、但しこの獨波不可侵條約の締結を兩國の共同宣言の日ま 
で探知出来なかつたことは重大過失だとあつて哀れ露阈の駐波公使オッシ H ン n •アントノフは 
蓰免されてしまつた。このアントノフは確か一九一七年十一月革命では軍隊を率ゐて革命：4に投 
じ冬宮に立锚もるケレンスキー內閣の諸公を蹴散らかした往年の殊動者だ•この彼が獨波不可^ 
條約締結の一事で馘首されたんだから*いか K リトヴイノフが狼狽してゐたか V *わかる。しかし 
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公平に みてこの 處分は過酷ではあつた。何となれば佛阈の公使 も 同栈に獨波間の祕密交渉を探知 
出来なかつたのであるから。 

獨波不可侵條約の 締結に St する佛阈の驚愕は直ちにポーランドに? f する猜疑へと轉化した。， 
リの新聞は筆を揃へてポーランドがドィッと攻守同盟の密約さへ結んでゐると書き立て\攻维し 
はじめた 〇ポー ランドを永く；®阈視した佛阈としては無理からぬもの、ポーランドにとつては甚 
だしく自尊心を傷つけられざるを得ない。そこで佛波同盟を結んで從來親奔關係にあつた佛孜 ， h 
國の間に面白からぬ感情が湧出し初めた。 

この 佛波兩國の感情對立を物語るエビソードが ある。 昨年ポーランド外相ペックがジュネーヴ 
に赴く途次パ9に立寄つた。彼はビ元師の K 心で陸軍大佐だがつとに外交畑に活躍してゐて顏も 
少しは 資れてゐる。 少くとも パリ^頭にはパルツー外相が出迎へてくれてゐるであらぅ七期ゼし 
て下苹 すると •あには からん や驛の プラットフオ ームには佛阈外務省の官房長た^1人が出迎へ 
た當時の尖銳化してゐた對波惡感惝が c . i にも作用してゐたのだ。 

その後暫くしてパルッ1が東歐ロヵルノ案をかついでポ U ドにも i にやつて來た。この 
時ベックは、さきの仇討ちとばか〇ヮル y 1驛頭にはポーランド外務省官房長だけを出迎へにや 
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0て自らは省內にをさまり佛 B 外相バルッーと對等の態度に出た0であつた。 

ベックがバルッーに對してバリティトを要求して起つたわけであるが卽ちこの時すでにポ！ラ 
ンドは佛阈に對して對等であつた0だ露獨の脅威にをの-.いて佛國に泣きついてゐたのでは阈民 
の自尊心がゆるさぬ•露獨との不可侵^®締結を轉機として佛«へ0追隨から脫したことはまさ 
にポーランドにとつてはその長年 C 渴望たる獨立自主外交獲得 < o 第一歩であつたのだ。 

バルッーがベックに提示した東歐ロカルノ案は卽ち佛露チ H n 等のほか K : 獨波をもふくむ相互 
援助條約であつた。しかしこれに對するベックの返答は甚だ冷やかであつた。といふ0は•こ〇 
相互援助條約に參加することがすでにポーランドの安危にか V はる重大問題な0だ。露獨相戰は 
んか、ポーランドは直にその戰場として兩 N 大軍の侵入を見ることは必定だ。相互拨助條約など 
は•ポーランドにとつては一片の空文にひとしい、か、る條約に參加するよりは、 sfr 獨いづれか 
の國に加投して共に戰つた方が氣が利いてゐる。かるがゆ么にポーランドは東歐 B カルメには不 
參加の意思を表明した。 


ポーランドの反對と共にドイツも反對した•ドイツ < r > 見解は极本的に相容れない露 W と相互按 
助條約を結んで何の足しになるかといふのだ*また佛沒にしたところが獨谣相戰ふ時に相互技助 



ヒカナ5?&らぅ5»0こ|1«:明诗ずる方で間逸0てゐる*だからドイツは頭 



條約を守つてドイツ i : 助けるであらぅか。これは期待する方で間違つて fc る，だからドイツは SQ 
ごなしにバルツ10提案5:退けたのだ。 

こ QKI して反對 q 立 f — した is 間にまたしても列5篇 Q 視線を集中した 
佛阌などはすでに獨波攻守同盟は祕密に締結され、兩圃は- fa : 界を相手に挑戰するものだとの除ぎ 
方 だ、 冷靜な英 M さへもが歐洲？和を委するも S . すランドだと新聞で毒づいたほどだつ 
た。 がこれらはいづれも猜疑に眼？らんだ誤5しかない。だが誤解—各 S からヮイフ 
イ駿がれ—とは無 f れた存在ょりは光雲。 f ランドは初め£洲18られて來 
た C . とに內心少からず得意でもあ〇たであらぅ。 

親筠•親佛•親露の渦紋 B 

今年三月十六日の ドイツ再軍镝の壜彈宜言は全歐を£駭せしめた。直接北に縛境を接する小 a 
デンマークなどは文字通り縮み上つてしまつた。だからジュネーヴの聯盟大評定ではデンマーク 
は對獨抗議の決定に棄權してナチス•ドイツの逆«に觸れざらんことに努めたのだが、それかと 
s つて東 S す—15 i こ e 時少しも§すで案外冷靜だつた W は5とする—實 

1 • 


であつた* 

そこでまたしても獨波兩國の密約說が頭をもたげて*ポーランドは痛くもない股を さぐられる 
のであつた。これに關聯して思ひ浮かべられることは再軍備宣言に先立つーヶ月ヒットラー總統 
の片腕ゲーリング將軍が狩戗にかこつけてポーランドに來りビルスドスキ ー 元帥と#見して 歸つ 
た事® tr あつた。 

この' S 雄の舎兑は當時いろ< の^を生んでゐたものであるが，その眞相はまだ他に拽れない 
でゐる。ポーランドは歐洲第一の狩瓶阈で殊にヮルソーの束北に當るビア P ヴィ H ッアの原始林 
は野牛樓息地として古くから知られてゐるところで昔はニコラスニ世やかの廢帝などが聳なほ暗 
いこの原始林で壯大な野牛狩〇に興じたものである。何でも豪勢なことのすきなゲーリング將軍 
のことだからこ、に狩!1することは生涯の願望とみえてかねてその意思をポーランド當«に傅へ 
てあつた。それが實現したまでだから表面は何ごともなささぅなわけであるが•タッターつ II 逃 
し難い事 S がある。 

それは ゲー リングが t * 元帥との# M . のため わざ f 日延してまでして ヮルッ—に 滞在してゐ 
たことだ* そして ピ元帥と#兑の際 その場には ベック 外相モルトヶ駐波 ドィッ大使などが居 合は 




せたのだが*突 ri ビ元帥はゲ ー リング ( D 肩を叩いて「二人だけで . U . と別室に導いて行つた。 

別室での二人だけの#談といふのが相當長かつたさぅだが何事が協議されたのか知るべくもない 
ビ元帥亡き今日知るはゲーリング將軍ただ一人といふことになる、にも拘らず消息通はいふので 
ぁる T そ Q 時£會談でゲングはすでにドィッの再軍備宜言をビ元帥に拽らし事前 S 解 S 
めたのだ」と0 

炫彈宣言疽後英瞄のィーデン國爾尙書がヮルソーを訪問した。彼は外相ペックに說いて東歐口 
カルノにポーランドの參加をす、めたが、ベックはポーランドの特殊事情を述べて絕對不參加の 
意思を明らかにした。この結果、獨波兩國の不參加で流産の運命に陷つた柬歐ロカルノに代るも 
のとして佛旃相互拨助條約が生まれることになつた。この調印を終へて直ぐ佛のラヴ T 1ルがヮ 
ルソーに來た。時すでにビ元帥の病篤く、外相ベックが代つて會見したが，ラヴ T 1ルは佛 SV 扣 
互援助條約 Q 成立 Q やむを得 f 理由を說ぃて•すランド S 解を求めた。べックもまたポ丨ラ 
ンドが東カルノに參加出来なかつた點について腹藏なく意見を開陳した。一ころの佛波别國 
の險惡な感愔の疎隔はこゝに一まづ一掃されたと傳へられる。 

そ§後ビ元帥は N 髪惜 SQ 中に S した。勢力と謹とをもつ 
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てゐたピ元帥亡き後のポーランドは何處へ行く？これ fcfc 確かに興味ある課題ではある0 
が、外相ベックの口吻を藉りていふならば「ポーランドは世界のことを考へる前にまづポーラ 
ンド自身のことを考へねばならぬ」のである。從つて•ポーランドは•ビ元帥の S みやげともい 
ふべき獨立自主外交に立脚して露波、獨波の各十ヶ年の不可倭條約を固守しなければならぬ。と 
同時にポーランドはそれのみに賴ることの出來ぬ事情をも自覺しなければならぬ*何となれば g 
史的にポーランドは友好國をもたぬ固であつた。現在も然り、不可侵條約も十ヶ年を遢ぐればど 
ぅなるであらぅか。そ〇十ケ年さへ、ポーランドにとつては前門の虎•後門の狼にも喻ふべき2 
と獨の牙の前には何らの保障とはなり得ない。殊にドィッとの間にはやがては燃え上るべき幾多 
0難問題を控へてゐる〇上部シレジャ問題あ CV * ダンチヒあ* v * n 9 ドアありで*前途頗る寒心 
に堪へない。もしポーランドが孤立狀態に陷つたなら-西にドイツの一轚を食ふであらう。そこ 
に思ひ至る時、ポーランドにと〇てはその孤立防止策としての佛波親善は大きな意義をもつ•佛 
波同盟の無言の威力が孤立ポーランドを支へてゐるともいへるのだ。 


今日の ポー ランドは、 政府 婭高首腦部の要所々々 に ビ元帥子 飼 ひの人物が ge se れてゐるから 
今直に； s 搖する徵候は見出せない。が、^論の底に流れる親佛派と親%派との二陣耷は時を咎 t 




再びその抗爭をくり返さないとは斷じ得ない。往年の親露蒎は現在では親佛派に合淹してゐるも 
のの•これも琢阈の誘引如何にょつては自ら動き出さぬとも保陣しがたい。かくて露佛獨の三阔 
がそれぞれ自國に冇利に作用し初めるなら今日のポーランド政府の一致團結も逮心的作用を受け 
てバラバラにくづれ初めないものでもない。 

歐洲危局の！ S 發點は、オーストリャ問題やメーメルランド問題のほかにこ\にもポーランドの 
動向をめぐつて刻々に釀成されつ i あることを知らねばならぬ。(一九三五、五、三〇) 

四、 オランダの•フアッシヨ運動 

ドィッのナチスは最近隣國のオランダにナチスと同じく國民社會主義を揭げるファッショ M 動 
が俄然擡頭して來たといつて氣をょくしてゐる。しかし當のォランダ•フアッシヨの方ではドィ 
ッの模倣ではなくィタリーのムッソリー n をお手本にしてゐるのだと嘯いてゐるから、ナチスも 
本家顏するには少し氣が早過ぎる。試みにこのオランダ•ファッショの練帥ムッセルト君の餌つ 
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きを 見ると•禿上つた 額 •ギ V ッと光る大きな眼玉•一文字の 口 もと、ムッソリーニ親分の替へ 
玉ぐらゐは十二分に〇とまる程似てゐる面貌だ。 

現在オランダ王國〇政情は 、 nl マン•カトリック E あたりを中心とした右 II 各派の聯合內閣 
である。 苷選 及び婦選を 實 施してゐるが •左翼 的勢力はそれ程ふるはない。社#民主 m も自山民 
主 m も右翼と協同的立場にあるし、共產黨もドイッ 議會 放火犯人として先日死刑に處せられたヴ 
ァン•デ T •ルッべを出したことで僅に存在を認められてゐる程度。大部分の國民大衆は完全に 
前記の 金融資本 家、 官農等の勢力下にある政 m に指導されてゐるから、イタリーやドイッにおけ 
るごとく猛烈に國粹ファッショ運動が起らねばならぬといふ稹棰的根據はない。しかし歐洲の各 
國いづれも獨裁氣分濃厚であり、殊にドイッのナチスが政權をとつたことがオランダ阈民を剌戟 
したことは 相當 040だつたらしい。 

國境地方の*風車の M るォランダ農村の丘に立つと*平原(〇彼方にナチス C 卍旗がなびき*褐 
色〇突堆陕員が威勢ょく行進するのが眺められるといふから*オランダ靑年〇血をかき立てた c 
とも苏實であらぅ。そこで、この 一、 二年フアッショ (D 旗をかつぐ右翼小政黨が政治的野心家に 
ょつて幾つも例立された。それらの中で*今日& も 大きな存在とな 0、 将來は右 M 各派をリード 




して オランダ 0 ムツ* /9 - u となる で i > らうと 期待されてゐるのが、實にこの小型 ムツソ n 
の尊稱を奉られてゐる ムッ セルト君である。 

ムッセルト君は H 學士の肩寄ある技術家出身で當年とつて卅七歲の働き盛りだ。そ0風貌から 
名前からムッソリーニそつくりの怪傑タイプとて、かれが一度ファッショの名乘りを上げる と、 
世界恐慌の波の中に前途の不安1:感じてゐるオランダの中産階級は相狡うてかれの旗の下に集う 
て來た。また非常時の何かしら偉人の出現を待望する心 S がかれに前途打開の最後の希望をつな 
いで加速度的にかれの運動を擴大强化しつ、あるのである。ムッセルトの政黨はオランダの中央 
に位する古都ゥトレヒト市に本部をおき、アムステルダムや P ッテルダムなどの諸都市に有力な 
支部をもち、機關新聞「粗國の民」を發行してゐる。黨員十萬と號してゐるが、その前衛靑年を 
軍隊的規律で編隊し，制服•%旗•軍樂味0彩りで行進するところは•イタリーのファッショ、 
ドイッのナチスそのま-•である。 

若し•近い將來にムッセルト君の鏵腕下にオランダが獨裁される日が来たとして、オランダ rc 
齎らされるものは何であらうか。ドイッ rc 似てその農業は自國の食料品を自^ ci 足せしめ#ない 
といつて、 H 業も重工業的基礎が！ B る薄弱である。しかも歐洲諸_をお得意とする仲糖 K 易が^ 
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民經濟の基本であるから經濟政策においてまづ思ひ切つた改革案は無理であらう。外交政策もィ 
ギリス及びアメリヵの影響支 BB から耽し得ないであらう。植民地政策_日本の海の生命線に近 
くオランダ本國の十七倍に餘る蘭領東印度地方の政策 I にどう響く か、 それが われ <の關心 
1:そ i るものであるが、要するにオランダの政權が現在の右翼聯立內閣〇手からムッセルト君の 
腕の中に形式上移行するだけだと見てゐてょからうと思はれる。(一九三四•一、二八) 

五、 バルチック三 國と獨 露の抗爭 . 

獨蕗兩阈の間に介在し*チユートン•スラヴニ大勢力の角逐場であるバルチック沿岸三阐は極 
東を柜る萬里の外にあるので直接極東に關係がないょうに見えるが實は大にしから ず、 もしもド 
ィッの勢力後退して、 B シアが西境に懸念がなくなれぱ•大手を振つて極東に現はれることが出 
狂， 反對にこの方面に忙殺される以上極東を顧る暇が少いといふことになる。一定の形を取つて 
現はれる外交にはそれぞれ背景がある。この意味において極東0形勢に留意するものにとつては 



バルチック沿岸三小 H 0 動静が重要な要素となつて來る〇 である。 

ヒトラ 首相が ノイラ ート外相を伴うて、水都ヴエー ースにムッ ソリーーーと#見しフアッショ兩亘 
頭の®！手といふ歷史的な シ ーンで世界を アッと いはせょうと* イタ リの空めがけて飛び立つ直前 
のこと1ファッショとは氷炭 相容れない ソヴイ エト • a シアの外相リトヴ イノ フ氏〇命を受け 
て、 a シアの駐獨大使はノ イラ ート外相を訪うて、かねて13シア側から F イッに 提議しておいた 
「東 a カルノ條約」について承認を迫つたものである。 

「6カルノ條約」が西方のラインランドの保障條約なら、こ®「東ロカルノ條約」はまさに東方 
の チェコ•ポ ーランド、 B シア、ドイッの國境線にわたつて現狀維持を目的とする保®^約を意 
味するものであつたのだ。ところがノイラ1外相は•このロシアの讓に教し「ドイッは個々 
の同盟政策に赞成しない し、 また•トイッとロシアとの關係は現狀で滿足だと思ふ」といふ理由で 
一 -;へなくはねつけてしまつた。 

ロシア側がこの拒絕を食ふ以前に*も一つ K イッに提案し、同樣一欲されたものがある。今春 
モスクワ駐在の ドイッ大使を 通じて P シア政府が提案したパルチック海 沿岸 諸阈卽ちラトヴイア 
ェスとーア • Ml 71小國の獨立と下可侵 Q 保響約がそれだ。これも拒絶の理由は「か 
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V る獨籌協定0成立はバル チック 沿岸諸阈を保護阈視するもので•かつまた獨送が今 さらか、 る 
協定を結ばねばならぬ ほど 事態は悪化して ゐない J と 至極 アッサリとしたものである。 

これでみると•北はバルチック海に沿ふ三小國からポーランド•チ Hnc 線に沿うて、獨谋の 
形勢は•雲行甚だ Is やかでないといふことになる。 

元米*ナチス〇東歐進出はナチスの目擦と する ゲルマン民族の大帝 Ea 設ブ a グラム 中0重要 
な的書の一つである。このナチスの東歐進軍の第一線的闘士を以て任じてゐるのが •ナチス外交 
部長のローゼンべルク氏だ。彼の抱懊す るボルシェヴ ィキ打倒 K : ょる 民族 主 ^的 外交 政策に つい 
ては世冊周知のことに場するが特に彼が南锘ゥクラィナ地方をボル シヴ ィキの手から耷取してゲ 
ルマン民族の阈家に併合す る ブランには ソヴィエト • B シアで 替戒怠 りない ものが ある 。しかし 
彼の視線が常にゥクラィナにのみ注がれてゐると思つたら大間違ひで•北はバルチック海沿岸諸 
阈のナチス化に虎視耽 A たるものが あることを 見逃せない。 

すでに彼の生國がバルチック沿岸の H スト -I ア阈だ。そしてその H スト11 T の南隣國ラトヴィ 
アの首都リガのェ科大學に昂んだこともある。槊生時代から果敢な反ボルシェヴィキの闘士とし 
て知られ•追放處分を受けて東歐諸國を轉々した經歷を镦 してもうなづけょう。 



中世 紀以來 バルチック 沿岸三 !^ に扶殖 されたゲルマンの 勢力が ボルシェヴイキによつて押へつ 
けられた。これを昔に S す使命を•彼は そ G 追放 Q 日から f いだいてゐる®だ。先ごろラト 
ヴイア に突如と して 勃發 した フ了ッシヨのク if のかげ S 露が絲をひいてゐな 
かつたと誰が保證しよう ハ i において パルチック SQ 三小 § 今や獨漂勢力 Q 間にはさま 
れて苦悶してゐる〇だ。 

しかし、以上 q ような獨 HQ 反！ nQ 他 Q 1 面に、獨露〇経濟的接近％しきりに唱へられてゐる 
ことも•この際考へておく必要がある。ナチスの天下にならない前のドイッ—社會以主主義時 
代のドイッと B シアとは、經济的に密接な關係があつた。一九三二年ごろまでは、 a シアはドイ 
ッ品輸入において各阈中笫一位にあり*ドイッにと〇ては甚だ有難い華客であつた。それがナチ 
スの制期とともに激減し、最近では逆にドイッはロシアに對して入超^となつてしまつた。加ふ 
るに、 ドイッは昨今貿易 Q 行詰りで弱？ゐる。そこで•いつそ Q — シアと Q 關係を一九三 
二年以前に戾して、ドイッはロシアから棉花、羊毛 、 m 皮鉍、油粕、木材、石油等々の原料品を 
輸人し、 B シアにはドイッ Q 機械'類を買つて貫はうといふ計尋、これは一部の資本家の問に熱 
、レ4叫ばれ、すでに交涉中であるとも傳へられてゐる。 
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ドィッが背に肢は代へられず * pl シアと經濟的接近を試みるならば•バルチック海 沿岸諸阈 i: 
めぐる獨露の確執は、少くとも表面上幾分緩和されるであらぅ。が、さぅでない限り•現ョ la 
ッバを二分する獨伊提携のファッショ陣茲と •これに 對抗する 怫露お ょび 小 阈等〇反 ファッショ 
0共同戰線との的對立が激化するにともなつて、このバルチック沿岸三小國を めぐる獨露薄 
係は一曆惡化するものと見るほかはない。(一九三四、六、一八) 


六、 H 獨防共協定と國際背景 

昨年 夏 咬 ょり、 B 獨間に祕密條約が締結されて t と Q 說：^ m* a ッバ Q 新聞紙に現はれ* 
國際關 係緊張の 折から、 若しかしたらその 事 あるかを 思はせた のであるが、それは 風聲 ©呀的風 
說たるに とどまつた。 其後*最近に到つ て日獨 協定成立說が傅 へられて ゐたが、檷密院 に於ける 
御批准を經 て日獨 防共協定と して今回 發表せ られたものがそれであつ た。 


日獨防共協定の內容は*新聞紙上に 傳 へらる通りのものであつて•その發表以前 rc は軍事的 協 
約であるとか*攻守同盟であるとか取沙汰されてゐたところに比較すると、誠に®ほでもなく 極 
はめて拘束性の弱いものである〇卽ち、第一 I ;ィンターナショナルに關する情報を日獨 -144 阐間に於 
いて交換すると云ふ範圍にと VT まるものである。而し、この日獨防共協定の成立は•その內容の 
單純であるに拘はらず、大きな衝動を N 際的に投げかけた。この協定の公表が投げた阈際の波紋 
の旗さを見るとき現在は棰めてデリケートな狀態にある N 際間のバランスに、何等かの變動を與 
へずには®かないものであることを知るのである。以下本協定成立の背景となつてゐる软洲及び 
極東に於ける、日本とドィッをめぐる情勢を簡箪にスケッチして見よぅ。 

日獨同盟か0一英同盟か 

「日獨同盟か日英同盟か」と云 ふことは、 最近に於いて我が外交に與へられた二つの方向であつ 
た 〇これはジヤーナリズムのトビック として、國民の前に提出された問題とさへなつてゐた 。そ 
して今回の協定によつて、日英同盟よりも日獨提携の方が先に實現すること、なつたのである。 

何故に、日英同盟よりも日獨提携が先づ實現したのであらぅか。傳ふるところによると、ベル 
リンに於いて駐獨日本武官大島少將と駐英獨大使リッべンドロッブとの#談によつて•今回の協 
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定が念速に進行したものであると云はれてゐるが、これに就いて深く 觸 れる譯にもゆかない o 
とに角、 C . の協定成立に就いては•日獨 N 4國共にか X るもの X 必要が感ぜられてゐたことは云 
ふまでもないが、 B 本の方がむしろ锫極的態度をも〇てこの協定成立に«進したのではないかと 
思はれる節がある。極東に於けるソ聯の赤化工作の進展が•その原因のひとつであり、他方英國 
の極東政策の動向が、 H 英同盟よりも日獨協定の必要を、より痛切に感ぜしめたと云つてよい。 
最近に於ける英阈新聞の論調が露骨に反日親蘇的傾向を示し •»! ンドンタィムス紙の如きもソヴ 
工 I 卜に對して友好的態度を强調する反面日本に對しては悪意に滿ちた論調を枝けてゐるのであ 
る。これは、滿洲事變以後•日本の積極的大陸政策が甚だしく核 m に於ける英阙の擢益?:脅かし 
始めたことによるのであつて、英資本閥はこれに對抗するために南京政府の幣制改革を援助して 
その財政的實權を掌握し•一方蘇聯と蔣介石の接近を圖〇、その武力的聯携によって日本のこれ 
以上の大陸進出を喰ひとめようと策してゐる。 


昨今の按遠に於ける新事態は、か V る英阈の對日牽制策の現はれである。蔣介石の對日策戰は 
イギリス0財政的援助を 1 ST 景と しつ、日蘇戰爭を誘導しょぅとするものであり•此の®悟の上に 
こそ，日支交渉を遒延し*これを麻痺せしめんとする戰術が生れて來てゐるのである。&.近に於 




ける，彼の餘裕綽 4 r たろ態度は*この間の事 M を物語〇て餘 0 あるものがある。 

時たまたま•日本に於いては現狀維持派に よる 戰爭回避 政策が， 日英同盟の提唱となつて現は 
れてゐたのであるがこれは却つて英阈をして，日本が獨力をもつて蘇聯と戰ふ準備を持たず，三 
十年前の昔0如く英國を賴つて對蘇牽制に出でんとするものとの鞞蔑の念を抱かしめる結果とな 
つた。かくて英阔政府は*日 t 路戰爭常時とは反對に、蘇聯をもつて日本の大陸進出への防壁たら 
しめようとし、日本は棰東に於 v > て孤立の形勢となつたのである。 

日英同盟論の退場と、日獨提携の成立はかくして促進せられること V なつた。 

反藓神聖同盟の提唱 

ドィツをめぐる條件はどうであるか。 

ナチスと共産主 a が思想的に相容れぬことは論をまたない。これは不俱戴天の敵である。世界 
の人類を•阈境を超えてブルヂョアとブ(1レタリアの二階級に分裂せしめようとするマルクス主 
義は、ナチスにとつては、黃金 jQ 前には祖阈も國民も寶り渡して平然としてゐる資本主義と共に 
祖國を持たぬユダャ人の頭腦から生み出された双生兒なのである。従つて、ドィツ民族の祖阐を 
中歐にうち建をようとするナチスは、この理想のために共産主義との死闘を餘儀なくされてゐる 
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經濟的に見ても•歐洲大戰に於いて一切の植民地 5: 奪ひとられたドイッにとつては•商品 -rlf 場 
としての植民地の再建が要求されてゐる。ナチスはこれを陸按きの土地たるウクライナに求めょ 
ぅとしてゐるのである。バルカンを經て南芘の暨庫ウクライナに至る地域こそ、ナチスが何を措 
いても獲得せんとしてゐるところである〇而かも•ウクライナには，すでに三百萬にあまるドイ 
ッ民族の植民が深く根を下.4てゐるのである。ナチスドイッの飛躍は•蘇聯を打倒してパルカン 
ょりウクライナ地方に伸びることにかつてゐる。 

こ、に於いて か* ナチスドイッは西歐に於て は フランスと平和關係を維持し、 そ© 攻擊の主力 
をソヴエートロシアに集中するの政策をとつてゐるのである。従つて•ドイッが他の資本主義諸 
國を反 共産主義•反ソヴエ ー ト戰線に動員することが出来たとしたなら、 これは ドイッ外交に と 
つて重大な効果をもたらす2:とになる。ヒット ラ ーが、〗ーユルンベルグのナチス黨大#に於いて 
ナチスドイッがボルセヴイズムの國內侥 入を 轚滅したと同様に •十一 年前にこの問題を解決して 
ゐたフアシストイタリーに敬意を表し、スべイ -ン 內亂に關して、全ヨーロッパをボルセヴイズム 
の慘禍 から 救 ふために•ナチスはその前線に立つて戰つて ゐる ことを强調 し、 S 傳相ゲッベルス 



以下 も 亦•交々 立つ て コミンテルン 及び ボルセヴイズムの 攻擊を 行 ひ， 反ソ 神聖 同盟の® 13: を 拢 
昌し fco 

このゼスチユアに對する返答は極東に於いてまづあげられた。若し*ョーロツパに於いて英佛 
がこの神聖同盟に參加し•反蘇戰線の一翼を形成したとしたなら、ドイツにとつて日本はそれ程 
甫； 要性を持つてゐぬ かも 知れぬ。然し*情勢はドイツにとつてしかく有利には展開してゐない。 
若干の小國の 向背の 變化にょつて局面はや、好轉してゐるがイタリーを除いて*ドイツには有力 
なる提携者は未だ現はれてはゐない。日獨防共協定に對するドイツの積極的立場は C . V にあるの 
である n ソ 獨戰ふ時*極東に於いて日本が蘇聯の尻つベたに喰ひつくことは•ドイツの對蘇作戰 
を極めて容易ならしめる。 ナチ ス政權樹立當時から親 0 政策がひとつのプ n グラムとなつてゐた 
のはこの故である。昨年日獨軍事同盟說がパリーの新聞に報導され、阈際的神經を緊張せしめた 
のも•か、る背景があるから である0 

すでに 明かなる如く、ドイツは佛蘇軍事 rnl 盟を中軸とする對獨包阐戰線の破埂のために懸命の 
努力を傾注して來た。伊 • H 戰爭は ドイツに 幸 ひして、イタリ ーは与蓮に ドイツに 接近し*又小 
園 間の動榣はべ ルギ ーを して フランスの 衛星た る ことを中止せ しめ、 ルーマ ーー アも佛蘇への接近 
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から 親獨へと轉向せしめること、なつた。この結果、若し スペイン 內» が 反政府軍の勝利と して 
終結す るなら•ドイッ包阐を計蹇したフランスは•遂にファッショ 的諸阈 にょ〇て包 W せられ、 
フランス 孤立の形勢と なる。 

スペイン內亂の歸趨如何は、歐洲〇情勢に決定的な變化を與へる〇而かも•スペインに於ける 
反政府軍の優勢が傅へられる折しも、日獨防共協定が成立したことは、ナチスドイッの側に一種 
の精神的剌戟となり•蘇聯にとつては少からざる痛手であつたことは想像するに難くない。昨今 
リトヴイノフの外交工作が、蘇聯に於いても不評判となつてゐるのは、か V る 情勢 變化にょるも 
のであらぅ。 

日獨提携の反響 

然らば•日獨協定をめぐつて、今後の國際政局は如何に 變 化する であらぅ か0 

すでに、その注 H すべき影響が蘇聯の對日及對獨政策の上に現はれつ、ある〇日獨協定の成立 
に就いては•日獨兩阈 とも 絕對に祕密を守られてゐたに關はらず、公表以前 1 C 於いて 各國に 推知 
されてゐたと見らるべき點がある。卽ちモス コー に於けるドイッ人の處刑事件は、 この 協定に si 
する蘇聯側の示威運動と思はれるふしがあり•又圆滿調印を豫期せられてゐた：：：谣漁老條約改 Sr 



の突如の無期延期も•蘇聯側の一方的意志にょつて强行せられたことを思へば"同様の感なしと 
しないのである。 

傳へられるところにょれば、蘇聯は日本人の蘇聯入阈のヴイザを突然禁止したと云はれ*將來 
けモス n 丨に於けるドイツ人の大量的逮捕の如9--事件が發生せぬとは 斷 言し難い形勢である。少 
なくとも_は日獨協定の成立5:口 ff として*一®の軍備大擴張に赛進するであらうことは問違 
ひない。又これに附隨して、英國は極東に於ける對日策動をいつそう露骨に遂行し、蔣介石を擁 
して日支關係を紛糾せしめ極東不安を增大せしめるであらうことも考へられる。 

mla ツパ政局に於いても英露の接近が益々促進される可能性が殖える譯である。 

元來•今日の國際情勢下にあつて、日本がドイツと握手することが果して得策であるかどうか 
は議論の存するところである。この二三年以來ドイツの親日態度が露骨となりつ、あつた際、日 
獨秘密同盟の存在さへ各國が猜疑すると£ろとなり•この結果、蘇聯は日獨接近にブレーキをか 
けるためつとめて對日態度を緩和する傾向を示してゐた。北鐵讓渡の成立をはじめ•石油協记， 
漁業條約等も好轉してゐた。又英、米、佛等極東に利害を有する諸阐も、日獨提携〇緊密化を恐 
れて、幾分遠慮氣味であり、口本はこの情勢を利用しつ i , 蘇聯その他列强を牽制し得る立ねに 
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傳家の寶刀ばみだりに抜くべからず、拔かぬが花の効顯を我等は見てゐた 0 であるが•さて拔 
き放つた後はどぅか。公表された程度では大した効果も期待されず、むしろ、廣田內閣の對支政 
策に於ける失敗を日獨防共協定によつて國內的に瀰皤せんとするものではないかとの臆測さへ考 
へ得る。况んや、若しも日獨漁業條約の如き呑舟の魚を逸しての成立とならば•對支政策失敗の 
上塗りをする不手際と評するの他はない。 

とまれ •協定は旣定の事 K となつ た、 そして*この協定によつて、蘇聯に對する國際的戰線の 
分野が一層明確となつた。同時に 又、 西歐 ドィツと 極東日本とのつながり 1 C よつて •ョー ロツバ 
の戰火が東亞に波及する可能性を一層明確に示したのである。卽ち•この C . とに よつて、次の戰 
爭が世界戰爭に展開する必然性が濃厚と なり、 又次の世界戰爭 が、 前のそれに較べてより規模が 
擴大された ものであらぅことを 畫き出したのである。 

七、 メ ー メル紛爭の禍心を 衝く 



歐洲の危掸は列る處に伏在する0獨填合併に、バルチック三國に，ザールに*ラインに、ポー 
ランドに、そして メーメルに、 到るところで爆發せんとしてゐる。 メ I メルの如きはドイツの東 
ブ a シ ヤ州が リス T 一ー ア國と境するバルチック海沿岸の小地方に過ぎないが•顏に吹き出た睡物 
のやぅに、ともすれば生命を落す惡質の 111 患だ。一九 H 五年九月二十 五日、メーメル 地方議會の 
改選は、 メーメルを 舊獨領として奪回せんとする ドイツと、 これを所屬領として死守せんとす る 
小阈 リスアー ーヤ との關係 2: 梪度に險惡化した。この小天地の爆發が、現狀打破の ドイッと 現地 維 
持の各 K との戰火にまで導く可能性を見せて全歐を戰找せしめた。私は特派されて此の地に急行 
し、〇ぶさにその渦亂を E 牮したのだった。以下はその現地報吿の特電である。 

〇 

各！一が伊 H 紛爭に血 BMK : なってゐるぅちにドイッの全神経はこのリス T - ーヤと東ブ R イセンと 
0間にはさまれた細長い地域にわだかまる險惡な雲行に集中された觀がある。一九三五年五月廿 
日 ( D ヒットラーの外交宜言にもメーメル地方にあるドイッ人に對するリスアニヤ政府の^ S ? に對 
し斷乎たる態度をとることをほ0めかし、近くはーーユ1ルンべルグのナチス大#にもメーメル協 
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定を無視する 9 スア-ーヤ政府に對し「取り返しの つかぬ 事態發生」を铮吿した意味深長な^ ssri : 
してゐ る。 記者は メーメルの®情を見るべく廿五日東ブ11イセンを經てメ1メル地方に入つたが、 
國境に 差しか〜るとさすがに緊迫した空氣をビーンと感じた〇リスアーーヤ側の阈境齡でドイツヒ 
で書かれたも Q は新？もメ- メル 關係 s _ 類でも 悉く 沒收 、興奮した 役人 a_Q 電報 用 
轵までもひつた くる 始末だつた。 

元來 この地方は古くからメーメル人と 稱 する少數民族の居住地であつたが•ブ a イセ ンの侵 入 
によつてドイツの植民地と なり、 ついで歐洲大戰で獨立した リス アニヤに占領され一九二四年に 
英佛伊および日本の四阈#議で正式に リス T 一| ヤの自治領として認められたものである 。リス ア 
ニヤ政府はメーメル地方に総督を®きその下に地方議#の選出に よる 洲政府に よつて 自治 政をと 
つてゐる？—%、 > JQ 地方はすでに人 nQ 過半 數がドイツ人であるため SS 議席 廿 九の 
ぅち現在廿 g までがドイツ人によつて占められ、議分 Q 決議權がドイツ人 Q 手に1に總哲 
との問に絕ぇで衝突を繰返し不安が絕ぇない•そこで リス ア II ヤ政府は今回の選振では一堪に ド 
イツ側の絕對多数を切崩し、しかる後議會におけるあらゆる決議が不成立に終る とい ふ理由で趑 
骄獨裁制を確立せんとの作戰に出で、ドイツ系政 E の解散、議員の捕縛、投票干渉などの 選舉斷 S 




政策を 强行しつ-*あり、これに對しドイッ政府はメ 1 メル地方の同 R を屋 制から救ひあはよくば 
ザールの勝利のごとくこの地方をとり戾してナチスが旗梅とする東渐政策 IE 現の第一歩を踏み出 
すべく躍 S になつてリス T -1 ヤ に挑みか i つてゐるのである。しかしドイッが無理 i : すればパル 
チック 三國 はもとよりナチスの東漸を恐れる露國などの不安をかもしイタリーがエチオビヤを占 
領するよりも重大な事態惹起する可能性があるので阈際聯盟および英佛伊はリスアーーヤの尻押し 
して必死になつてナチスの侵入に防戰してゐるのである。果してドイッがこの小阈リス T _ーヤを 
威壓してメーメルの覇權を收めるか、リス T ニヤの背後の勢力に屈して同胞の窮狀を見粒し K 1 す 
るか、あるひはこ、をあきらめて轉じてオーストリヤ合併問題に向ふか、いづれにせよナチス今 
後の動向を決定すべき重大問題である。阈境から細長い原野を突き切つてパルチック海に臨む首 
都メーメルに入るとリスア-ーヤ政府倒とドイッ側の抗爭は白熱的に展開され、ポスター戰，演說 
戰も今やたけなはでスバイもまた盛んに暗躍して記者の尻にも早くも尾行がつくといふ有樣だ。 

廿九日執行のメーメル地方選舉戰をめぐつて - K イッのラヂオは國境を越えて直接メーメルのド 
イッ人に呼びかけ、その寂起を促してゐるが、9スアニヤ政府の思ひ 切つ た彈壓 政策と それに 挑 
戰するドイッ人側との m 苦しい對立•それに對抗するナチスや亂れ聚ぶデマにメーメルの町は刻 


薄不安 0 色に包まれて行く •この E 際的紛爭の » 中に 9 スア-ーヤ倒の言分を聽くべ く 現地に乘込 
んだ記者は直接璁督クルカウスカス氏に會見を申込み廿七日午後二時から總督官邸で一時間狯に 
わたつてつぎの如き問答を重ねた。 

〔記者〕こんどの選擧に政府は勝つ見込みがあるか。 

(嫌督〕議會の決議檷は議席の三分 Q 二を必要とするの- ^ K イッ側が現在〇廿四名から十九 
名に減ずれぱ議會の筢對多數を失ふわけです〇卽ちリス T 一ーヤ側は現在の五名から十名に增加す 
ればょいので、この程度の增加には勝つ自信がある。 

(記者〕ドイッ侧の絕對多數を打破したら直ちに議#無視の總督獨を布くであらぅとドイ 
ッ側で憂庞してゐるが…… 

C 總督〕謎件無視とか獨裁とかはヒットラー首相がドイッでやつてゐることで今さら彼らがそ 
れに驚くにも當るまい。 

C 記者〕ベルリンのドイッ外務省で聞いて來たところでは S 下はドイッ人の選舉機をゆ&なく 
剝奪して*その代りにリスアニヤ人を四千名ほど入れ替へたといつてゐるが如何。 

C 班督〕ドイッの阈籍を持ちながら こ、 で敎師 をしたり 辯護士 をしたり してゐるので、 これは 





やめてもらつて*その代りにリス T u ヤ人を 入れた の だが その m は 百 人 It どだ* また ヒツトラ ー 
總統の手先きとなつて働いてゐるナチス直系や傍系の農找玆、キリスト敎社# «を鮮散したこと 
は ms である。現在では住民は人民葆を中心に13 餡な 分子が ドイッ 選雄茲として選祺戰に打つて 
出てゐる。 

c 記客〕ナチスの潜行運動に對してはどういふ態度を取つてをられるか。 

C 練脊〕碑 m あるのみ、しかしなか < 枳絕出來ない、メーメルの ドイッ練 領事館はナチスの 
耷謀本部です。その上阈境近くにナチス巨頭がゃつて來ては威噠的な演說をゃつてゐる。近くヒ 
ツトラー總統も來るといふのでこ、の住民は戰々餃々としてゐる。 

〔記者〕メーメルの土地には如何なる政治形式が最も適當と思はれるか。 

r 總竹〕私はヒットラー總統の如く民族的反感を挑發するような政策には反 fl だ。各民族の技 
濟的 協力に よつてメーメル住民の完全な統一ができるものと信じてゐる。 

C 記奢〕 ナチスの東方進出政策に 對し何か成算があるか。 

C 總料〕あります*そも^-^このメーメル地方は昔はリスアーーヤ人の居住地で KIJ 年ほど. M に 
ブロイセンが侵入しこれをゲルマン化しようと企てたのでナチスの東漸政策はこ、に端を發して 
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ゐる® このドイッ人〇傳統的東方進出に 對してわれ <0 祖先は勇敢に 戰つ て來た。今回またナ 
チスが非常手段に訴へてメーメルを奪取せんとしてもそれに對する應戰の準惝はすでに出来て ゐ 
る。殊にかつては僅かに農產物を輸出す る 一つの漁村に過ぎなかつたメーメルに英大な資金をつ 
ぎこんで今日のバルチック海有數の近代的海港にまで發展させたのは リス T -1 ャだ 。リス T 一| ャ 
の輸出の九割以上がメーメルから出て ゐる 。このメー メルを 突然ドイッに筇ひ取られて なる もの 
か。メ1メルを失ふことは リスアーーヤ から生命を奪ふこと を 意味す る。 メーメルは リス T ニヤの 
海の生命線だ。われ<はナチ ス •ドイッが如何に横車を押さぅ とも 斷じてメーメルを死守しま 
す。 、 

メーメルを 死守す ると いつた總#の面上には眞に國運を賭しても やるといふ固い 決意が 現れて 
ゐた。しかし一方には同じく斷乎たる態度を示すヒットラー總統があり* メーメル 問題の今後は 
眞に全歐に大きな暗^を投じてゐることを思はずにはゐられなかつた。 

(一九三 iL •九、二七メーメルにて) 




メル 問題の將來 

ドイツと yKT 一ーヤとの國際的紛爭0中心たるメーメル地方議#選舉の大體の結果は，再びナ 
チスの絕對多数の出現を見ることになつた。 

この形勢から判斷すると次の？においてナチスの息のか"つた管理委員の任命を見—とは 
必然の 勢ひで あり， これを如何にしてリス了-ー ヤ八縣の總择が a いて行くか。 

從來の如く _4 f Q 正面衝突を f 返すならば5卜？ SQ めかす如くドイツは斷 
乎たる態度に出でぬとも限らず、依然としてメーメルは險惡なる空氣を解消することが H 1 來ない 

しかもリス T - ーヤは先に記者がメ I メルに赴いて總哲クルカウスカス氏と^談した時總 fT はナ 
チスの侵入に對してはそれに對する應戰の準備をと i のへてゐると明言したことを想起すれば、 
情勢の推移如何にょつては由々しき大事を惹起しないとは限らない。しかもリス T - ーヤの If 後に 
a シヤ及びフランスの存在することを考へるならばメーメル問題はドイツ對リスアーーヤの問®と 
してょりも ドイツ對露 S の戰爭の口火を切る ものとして 注目しなければならぬ。 
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9スア n ヤは最近佛露 a: 事同盟おょび露岗チヱツコ軍^ rnl 盟に似た對獨琢事同盟をリス T 一ー ヤ 
と a シヤで結ぱぅとするエ作を行つて， Qf 傳へられて t。 かくて全歐が戰爭 Q 不安に包まれ 
てゐる際英 S あたりが乘 •=■ 出してメ-メルにおけるドイツ Q 實力を認め、こ Q 地方をリスア_ーヤ 
から切り離しダンチツヒのごとき自由市の形式を取るか•さらに j 步を進めてザール地方の如く 
人民投票に訴へてその歸屬を決定するかしない限0•ナチ K の東漸政策と i 勢力とは メーメ ル 
の一劃において火花を散らすに至り、ひいては全馱の戰播はこ、に择發點を求めることになるで 
あらぅ。” K てーヤ S 總 f ルカゥスカ K 氏が i 直後 M 免されたことは雲におけ fK ア 
* ヤ Q 敗 ^ の责任か 、それとも ナチ スドイツの感情を緩和す る リスア ニヤ 政府の 政策な のである 
か？ ナチ ス•ドイツが 今回の勝利に基づいて 如何なる態度に出るか今後の 動向は頗る 注目に 値 
ひする 02 九三五二〇二三 ) 














H 國民革命現地報告 


一、ヒットラー行進譜 

A 褐色に塗替へられたドィツ 

t 九！一一三年一月の末ごろまではまだ共痄 E のデモがベルリンの目 K きの通りで行はれてゐた〇 
赤旗を先頭に勞働者や失業荠の大群がチャルメラに似たいくらか女性的と思はれるラッパの音に 
合せて整然たる足並みで行進した。だが一度ヒットラー氏が政檨を獲得した瞬間から赤旗は影を 
隧し勞働者のデモは禁埘された〇そして铕頭を横ぎるものは鳶色の制敁に身を固めた與ましい黑 
靴をはいたナチス突犖除の進軍でぁり、帝政時代の軍服いかめしく步く步武党々行進する與寐 W 
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< 二 

稞撖の鐵兜®0それである。ある時は警官0一隊が制服の* r でナチス〇旗 i : かつぎ歩き，また 
共産 mo ビオーーールに習つて組織されたオチス少年兵がナチスの小旗を立てた自轉車に乘つて西 
に東に疾走する。夜は學生阐體が松明行列で市中を練り歩き、朝は帝政ドイッの旗を押立てた少 
女の一團がドイッの女性に特有な少し上向いた鼻先きをそろへて四列縱隊で行進し彼女らの可憐 
な唇を拽れる愛國の歌が街角を右に曲り左に折れて流れて行く*ラヂオもヒットラー的閣成立と 
ともにファッショ化した〇聳といはず夜といはずラヂオはドイッの非常時を叫びナチスの運動 i : 
讚美する。ヒットラー首相はマイクの前に吼ぇゲーリング•ゲッベルスなどの鬪將もまたラヂオ 
を通じて民衆にナチ K の精神 i : 吹き込む。 

夜の十二時には必ず帝政ドイッの國歌が放送され眠りにつく前に一家描つて「ドイッチュラン 
ド•ドイッチュランド•イ ー バ ー •アルレス」と歌ふのである•燒けた國會議事堂の前の共和國 
廣場の名は直 K 國王廣場と改められオリンビックのスタヂアムの近くにある總理大臣成場はアド 
ルフ•ヒットラー班場と改稱された。モスクワ rc 次いで第二の赤い都と稱されたベルリンはこの 
ニヶ月足らずの間に赤色をすつかり荔色に塗〇替へられてしまつた0否*01マに次いで第二の 
フアッショ〇 都に變化しつ V ある 〇 だ〇 一 切の左翼的な運動 に 彈彤 〇 前に沈默し店頭の赤い本や 




出版物は完全に一掃されて*もはや見ることは出來ぬ。家といふ家，窓といふ窓からは赤旗は勿 
論，黑、赤*金の三色の共和國ドイッの阀旗さへもが•引きづりおろされてナチスの旗か然らず 
んば帝政ドイッの黑 、白、 赤の一—色旗が時を得顏に布風にはためいてゐる。三月十二 日 ヒンヂン 
ブルグ大統領は正式に阀旗の制定されるまではナチスの旗と帝政獨逸の旗を國旗として揭揚する 
やうにと發令した。また軍隊の旗も帝政時代の軍旗に改められた。十五日には C . の大統領令に客 
んだナチスの突華隊 • 铵兜團、それから阈權黨の靑年同盟の三派合同でゲーリング氏指揮のもと 
に，ウンタ•デン•リンデン街において犬々的の族行列を行つた。それ K : して憲法に定められた 
共和國ドイッの阈旗がい'〇のまにか FS 1 から間に葬り去られてゐるのだ。思へば一九一八年共和 S 
ドイッの生れる日、家といふ家にひるがへつた黑、赤，金の共和國ドイッの22旗を見て切雔扼腕 
したヒットラー氏としては今日覇業成つてみづからの菸の旗と帝政ドイッの阈旗とで全ドイッを 
埋めた客びこそは何にたとへようもないであらう。 

ヒットラー內閣最初のドイッ聯邦議會は廿一日召集された〇しかし共產深代議士に對しては出 
席の招請狀は發送されなかつた。二月末の國會議事堂放火事件と結びつけて共產 m は反逆罪の氓 
疑で登院を禁ぜられてゐるのだ、「もし一人の共產茁代議士の登院するも0があれば余は彼を捕へ 
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て投獄し H 民經濟 に 必要な勞働 をやらせるであらう」とフ y クク內相は^語した i 新開は傅へ て 
ゐる。廿 一日の 開院 式の日にもボッダムからベルリンにかけてナチスはた祭®騒ぎのデモンスト 
レーションを行つて氣勢 を あげた。これは議#そのものに對する一つ0デモで ある ことはいふま 
でもない。もはや議會における代11土の數など は 問題ではなくなつたのだ〇共產黛が謀# K : 出席 
せず，社畲 民主黨が發言を逮慮するとすれば謀#はあつてもなくても同樣で ある 0 

B バ—ベ>とフ—ゲ>ブルグ 

かくて t ットラ-.氏をして四ヶ年計畫の完成するまでは議會な ど 開く必要はない などと 放言せ 
しめてゐるのだ。ヒットラー氏をしてかょうに うまうまと 獨裁的な政播にありつかせた ところは 
何といつても共產 E おょび社#民キ ： m の從來の戰術の失敗を物語るものでなけれぱならぬ〇殊に 
共産软はテールマン兹 - Ilr はじめそ 0 幹部が一同珠数つなぎに檢束されたま >.で ある 。知名のマル 
キシスト達は枝々國外に逃亡しつ-ある。ナチスに對しては一大逆^を試みるとしても時すでに 
遝しの感がある。ナチスは現内閣に首相ヒットラー氏の II かに辣 le 家79ック氏を M ^ u に、ゲー 





リング氏を無任所大臣、さら rc ^ 近 Icli 新 12 された阈 K 啓 ^宣 俜省の大臣に當代一〇 ^ 窃 ^ ゲッ 
ベルス氏を据幺て容易に動かぬ勢力を確立した。全阑の瞀察機閼は內扪フリック氏の乎に保ると 
ころであり、地方行政機關の隅々までも注意深くナチスの手で固められゐる。ナチスの佼人に對 
して最後まで戰ひ拔いたバイヱルンでさへもナチスは先ほどの總選舉で 一^のもとにバイエルン 
人 M 黨を破り*最近みづからの政府を樹立した。近く行はれるブロイセンのコンミッサール、す 
なはち統監〇?改選にも现在のパーべン氏を叩き落してヒットラー氏かゲーリング氏を當選させよ 
との叫びがナチスによつてあげられてゐる。プロイセンの主模€:握ることは全ドイッを支配する 
ことになるからナチスがこの パ ー ペン 氏の牙城に目をつけるのも無理はない。今や潮の盛り上る 
よぅな勢ひで全ドイッを風^しつ、あるナチスが今日のドイッを目とし阈民革命の過程にあると 
稱しあら ゆる 方面に自らの支配力?:擴大せんとするもの一應.は背ける。しかしながらそれかとい 
つて暴 M の如き勢ひに乘じてヒットラー首相は思ひのま、にその理想に奔馳し得るであらぅか。 
斷じて 否で ある。この悍馬の如きヒット ラ ー首相の手網を しつ かりと握つてゐるものが ある。 い 
ふまでもなくそれは パ ー ベン 氏と フ ーゲンべルタ氏の 二人で ai > る。パーベン 氏 やフ ー ゲンべルク 
氏 fc > 人物がヒットラ ltr 相よりも偉 v > わけではない。パーベン氏が m 建货族地主の代表者であり 
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八六 

フーゲンべルク氏が重工業と農業資本の代表者である以上かれらの背後の勢力がヒットラ— tr 相 
を牽制するのだ、もともとこの內閣はヒットラー首相とそれら諸勢力との妥協 rc よつて出來たも 
のである。ヒットラ ltr 相が理想とする第一一|帝_の迓現のために髙く揭げた土地および資本の阐 
有、利子奴 II の菝止などの項目にヒットラー首相が手をつけようとしてもそれはかれらが許さな 
い、しかし旭日昇天の勢ひと人氣を背 ft つて立つたヒットラー首相がこのま i 立往生してはかれ 
の面目にか V はる、そこで盛り上つて来るナチスの勢ひを誘導してユダヤ人排斥と共産菘沿治と 
そして軍、ドイッの再建に向つて轉回しようとするのである。ドイッ人がユダヤ人を憎む心理は 
實 に想像以上深刻である。自らこの心理に燃え•この固民の民族的傾向を巧 1C 捉へてゐるのがヒ 
ットラー首相である。しかしドイッにおけるユダヤ人には大資本家が多い〇かれらは金融界の中 
樞にある。ヒットラー首相は資本家に向けられたナチスの反感をユダヤ人に向けて集中した〇だ 
が极本的にユダヤ人をうちのめすことはドイッの經濟界の极底から動榣せしむる結果になること 
をかれは知つたのである。さきごろまでは頻々として全阈的にユダヤ人の大百貨店がナチ K によ 
つて駿壤された。しかしそれも今では政府がナチスを抑制しユダヤ人の資本家の代りに資本家で 
ないユダヤ人いぢめをやり初めたことなどはこの邊の消息を物語るものであらう。ユダヤ人は^ 




護人を § むことを得ずといふ法案を可決した地方議會もある。第二の共產 1 退治に〇いては今さ 
らいふまでもない。こんなに徹底的にやつたのはまたやり得たのは •ヒット ラー首相にして初め 
て可能のことであつた。 

C 第三固家の建設へ 

しかしこの猛烈な彈壓にも屈せず無言のぅちに共産 E を支持した五百萬に近い選舉人のあるこ 
とはヒットラ ー 首相おょびナチスにとつては最後まで頭痛の種であるに相違ない〇しかも今回の 
彈鞑は li # 主義を否定しつ V 議會主義の夢にひきずられてゐたドィッ共産 m をして靑天の薜鷹〇 
ごとく目覺めしめ•そ0本格的な活動に立ちかへらしむる端緒となつた意味で却つてヒットラー 
首相にとつては骹內に湃む癌として殘つた形である。かれが下手に手術をすれば命と0となる / J 
とを承知の上であくまでこの機#にこれを全滅せしめんと追擊の手をゆるめないゆ幺んもまたそ 
こにある。最近のナチスは大學ゃ硏究所に手入れして一切の左翼文書の揉除に努力し初めた。そ 
の第一の枪玉にあがつたのは景氣硏究所々長のヮーゲマン氏で三月十七日に免職された〇これは 
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八八 

かれの左翼的な色彩といふょりもかれの下に根をはる左翼の細胞 4 : た、きつぶす前提な0だ。か 
れの仕事を唯一の賴みとしてゐた人の多い日本経濟學界にもかれの擗職は相當に痛い問題であら 
ぅ。かつて朿京帝大に招聘された轾濟學者レーデラ博士もユダャ系でありか.〇左冀的であるため 
遠からずべルリン大學を追れる•たらぅと取沙汰されてゐる。 

第三帝國ドイッの建設•これはヒットラー首相にとつても自らの理想とするところだ。十离の 
軍联にナチスの突擊除二百离•この外に八十萬と稱する與菜國嵇黨の鐵兜国がある。また未来を 
背負ふ輭もしき靑少年はナチスの旗の下に技々として馳參じてゐる。ドイッは今1に簞 H 主$1的 
に再組織されつ、あるのだ。 これ «:獨〇佛《や•ポーランドの神経を刺戟するのみでなく第二次 
世界大戰の近きを思はせる今日、世界に與へる軍國ドイッの衝单だ。ヒットラー首相は箪國 P イ 
ッの再現がヴ H ルサイユ平和條約：蛾毀を熱望するドイッ國民に最も M 迎される事實だといふこと 
を知つてゐる。しかして彼ほどその任に適當な人物もない。だがそれだけで國民の信望をいつま 
でも〇ないで行くわけにはゆかない。失業者五百萬のドイツは飢幺てゐるのだ0國找はバンを欲 
してゐるのだ。だがそれかといつてヒットラー首相が自らの理想たる^民社僉主義に徹底せんと 
すれば封建&族および地主0代表者パーベン副總理 m 工業/*よび農業資本〇代表客7-ゲンベル 
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ク恐馍相 (農工 商相で恐慌退治策を一手に引受けてゐるためこの科# > り'-/との正面*突とな 0 そ 
のま、留まれば自から率ゐるナチスの靑年分子からの棑斥を食ふ〇しかも与基に膨胶したナチス 
の陣眘には幾多の勢力の確執がある。もしヒットラー首相にして統制を誤らんかナチスの內盼に 
乘じてその虚をつくものは獨 D 共產黧のみではない。さきの首相にしてドイッ軍閥の巨頭シ H ラ 
イヒャー將軍が政界に虎視耽々たるものがある。中央黨のブ•'ユ I ング元首相も油断のならぬ 
存在だ、かくて全ドイッに卷き起る嵐の如き「ハイル•ヒットラー」(ヒットラー萬歲)の歡呼* 
勇ましきナチ K 突擊隊の行進、 SR るハーケンクーーイッ(鈎十字)のナチ K の旗•旗•旗•今得意 
の絕頂にあるヒットラ I 首相にとつてはこれぞ乘るかそるかの湘戶際だ*だが彼は立止まつて、 
のたれ 死を する男ではない。またす ることを 許されない0 一 時は旗色が怪しくなら ぅと も•もり 
上がるナチスの潮に押されつ、勇しき驀進を«繽するであらぅ「力の信者ヒットラー首相」とそ 
の率ゐるナチスの行進譜はそれゅ幺にあわた s ' しくかつ急調だ0 ( 一九三三、三、二六) 

二、 ナチス的流行の 奔騰 



國民革命は一段落を吿げたとはいへ國際聯盟脫退後のドイッは孤立外交に直面する非常時の一 
色に金り潰されぁわただしいテンポで國民總進軍を繼轶する。更に最近の政府支持の一般人民投 
票及び總選舉はこれに一®の拍車1:かけた。今やこれを契捩にドイッはグルリと百八十度に一回 
轉して目に觸れ耳に聽くすべてが高潮するナチズムだ。 

舖 道を 蹴つ て行進する 突轚 隊員の長靴の音は朝から夜中まで 絕ぇず 嗅り 響# 街路樹にベタ < 
とされた ス B 1 ガンはすべて 非常時 調 だ 祖國の空を 護れ とばかり街角には魚 形水笛が逆立ち 
したやぅな 埵擊用爆！ S の大 模型が突つ立ち 道行く人々はその胴協に防空 基金 1: 落して行く。人も 
街も武装し 〇 i ぁる「お早ぅ 」 「 今晚 は」の 挨拶が 變 つて お役人 も一般人も 右手を 高く 舉げて 
「ハイル•ヒットラ ー! J を 叫ぶ、社#民主花やかなりし時代は古道具屋の片 WICI 一束 H 文に袞ら 
れてゐた動章類が再び埔威と奪敬とを取戾し殊に嫌十字動章は時を得顏に胸間に光〇輝いてゐる 
面白いことはヵイゼル^、ヒンデンブルグ髭はすたれてヒットラー式の短い髭が若い人*の間に 

流行しはじめてゐることだ。出版物は戰爭物全盛でナチスの官；傳本に交つて歐洲大戰の回顧詼や 
從箪日記等が本屋0店頭に氾濫する*從つて文«は沈滯し目下は開店体業0»で，音樂もべート 




ヴエン等の古典ものか、しからずんば「愛闺の歌」或は勇ましい行進曲で獨占されてゐる。ダン 
スやヂャズは禁止され中世紀風の純ドイッ式舞踊が復活した。 

芝居もキネマも愛阈美談ぱかり、外^フイルムは古典的以外の物は歡迎されず、キング•コン 
グもこの非常時にふざけ過ぎるとばかり一にらみで上映禁止だ。この十五日ゲッベルス宜傳相統 
轄の下に擴大强化して結成されたドイッ文化統制委員#はラヂォ•演藝、音樂•美術•出版、新 
聞等文化の全領域にわたつてナチズムにょる國家統制の徹底化への出發である。 

學生の軍事敎練は最も盛んに行はれスポーッも勝負を较ふことから戰爭に役立つ軍炫スポーッ 
に移りつ V ある。曾つて禁ぜられてゐた決闘も公然と許され、決闘のシーズン冬を迎へた〇堆方 
の大擧では學生の顏に新しい傷が誇らかに刻まれてゆく。少年の服裝もナチス少年兵の制服が增 
加し、學校では1©ために奢流す|基高§德として敎へてゐる0可憐なかれ等の應に 
さげた小さな刀の刀身にも「名#と血」と刻んである！。 

最近の總選擧でナチスは婦人代議士を全较した如く「婦人は家庭に S れ」といふのがモットー 
だ。街頭から工場から次第に婦人は姿を消して家庭に、裏所に育兒にと變りつ-ある。姑人の服 
裝にしても恐ろしく地味になつた〇斷髮のモダンガールはあわて\髮の毛を伸ばしお白粉と口杠 
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とを洗ひ落してすべてケバ < しい色彩から黑と白と〇單純な配色へと轉向する〇スヵートは B 
くな り肩のヒダを怒らせ膝を細めて ひどくクラシックなスタイル だ 〇 胸に軍服の やぅにぼたんを 
澤山並べたのや外套に軍服の肩章に似た飾りをつけてゐるのが目につく •帽子は羧兜の 形 i : した 
のがはやり指輪も胸飾りも逆萬字(ナチスの紋章)が光つてゐる女の子供0髮の毛も昔風に編んで 
たばねるお下げにしてゐる•一切が軍服的でありかつ中世紀 M の復古的,^が强く出は じめた、 
世界を風糜せんとする國粹復古の流行のトップはまづナチスの國ドイッからといふ有様である0 

(一九三三ニニ•一七) 

三、中央集権と畫一化運動 

五月一日〇 ドイッ 國民勞働祭における ヒットラ ー首相のーケ年 計 畫の發表*十日の第一回勞坳 
者#議、そ C 後ひき技いて 急テンポで 行はれつ V ある 各 産業部門を初め一般行政•敎育•宗敎 • 
勞勸，組合な ど〇 全領域に わたるグライヒシヤルッンク•卽ち化 運 劻〇進展等を見る時ナチ 




スがまさに 行 はんとするところは*否 a に行ひつ、 あるところは 何で あるか* 更に 將来ナチスは 
如何なる方向に自己の政策を押し進めんとするのであるかを一應檢討すべき時期に到達したやう 
に考へられる〇卽ち從來徒らに雜然たる狂躁曲をもつてかなでられてゐたナチスの！£民革命もよ 
うやくその建設の第一期に今まさに入りつ、 あると いふことが出來るのだ。 

そこでまづ五月一日のヒットラー首相の演說であるが、これはドイッの繁榮をもちきたすヒッ 
トラー首相の四ヶ年計 S の最初の第一年計梁としてドイッの勞働者のみなら十廣く世界〇視觃を 
そばだたしめたものであつたが、その內容たるや單に今後道路を作り建築を盛にすると述べただ 
けでその財源さへ具體的 K : 說明されてゐずヒットラーフアンをして失望せしめること多大なるも 
のがあつた•ヒットラー首相自身もその演說〇末尾において*神よわれらを見離し給ふことなか 
れ、ドイッ阈民と祖阈との自由のための我等の戰に祝 ； i あれと何時になく神様にすがつてゐるの 
である。それかあらぬか、ナチスの一部からは最近次のような宜傳がなされてゐる。 

卽ち、當日のヒットラー首相の演說の中にはナチスがその綱領としてか V げてゐる大地主の土 
地所有の制限その他のプ P グラムが含まれてゐたのであるが大地主の I 人であるフーゲンべルグ 
農商相が同じく大地主である。ヒンデンブルダ大統領にナチスの政策は餘りに念進的だと泣きつ 




i 

いたため•それら0網目はすべて削办とられて•骨拔きとなつたのだ國民革命は未だ完成して 
ゐない。と、これは誠にナチスの念進分子らしいいひ草だが本當かどぅかは容易に信賴出来な 
ぃ〇 

それにしても こ V に問題となるのはかつてはナチスの輝ける經濟政策の理論的指導者だ 〇たフ 
エーデル氏が現在健在なりやといふことだ、かれは一九一八年に利子§制の打倒宣言といふ本 
を著して以來ヒットラー宵相はかれに共鳴しかれを迎へてナチス〇指導者の一人に加へた人物で 
ある。かれはナチスの經濟政策を宣傳するために全®遊說の行程莨に卅六萬五千キ a 即ち地球を 
九回®るだけの fr ' 離を東奔西走して倦まなかつた男だ。ヒットラ--內閣が成立すれば (£ ちに入閣 
してその政策を行ふべき抱負に燃えてゐたのだが如何せん今日のヒットラー內閣は野 m 時代にナ 
チスの掲げた重要政策の多くはおあづけの形で W 際はパーベン副嫌理とフーゲンべルク農商相の 
政策のナチスの鐵の武装をもつて守つてゐるに近いから現在のフヱーデル氏は甚だしく失意の境 
遇にありといふべきである。否失意といふよ3もナチスの經濟理論と、もにかれは H 下失業中で 
あると見るのがより適切であらぅ。 

さて ナチスが野寂時代か--げた 政策©多くは 未だ 芪 現 (D 域に達せぬ として* ヒットラー内聞成 





立以來まさに W ヶ月*政府は果して何をなしつ、 {> るのか、先づその全 ft 策を貫く ダライゾャ 
ルッ ンク (进 1 化)とは何であるか？ • 

ヒット ラー首相は 共著 書「わが戰ひ J でもいつてゐるよぅにナチスの戰ひとらんとするものは 
■ Q 贵族主義的な制度 だ、 これはかれによれば封建主義の槪念でなくして能串に？る槪念だ 
•f 度に能率的に高められた中央集檫的の獨栽國家制度を意味す る。 そして C. の制度1:もちきたす 
ことは 現在の ドイッ m 工業資本家 や 大地主の立場からは双乎をあげて赞成するところ だ、 何とな 
ればドイッ資本主義は世界大戰後 ドイッに 加へられた外國資本の重粑をはねのけて今やそれ自ら 
の獨立を勇敢に求めつ、あるからである。こ、に一切の！ K 家的•経濟的、社會的の施設において 
中央集棟的な畫一化、卽ちグライヒシャルッンクが實施さるべき可能性が見出される。 

國家の行政的方面* C おいてグライヒシャルッンクが如何に現はれたか。これはヒットラ"■内閣 
成立後* ra もなく C. れまでの各聯邦政府を廢止しこれに代へるに日本の府 K 知事の如き櫬限を持 
つ中央政府代表委員 {: してこれを i: さめしめ形式的にも®質的にも*確實に中央集權政府 t: 實現 
した C. とに現はれてゐる。 

最近は內閣に芭屬する統蜜を任命しこれをして全國の各產業部門や各職業部 n および 敎育、 宗 

九五 




敎等のグライヒシャルッンクを斷行せしめつ i ある。例へば宗敎においてはユダャ敎 trfi 社 X 弄 
斥することは勿論ヵトリックよりも新敎を重んじ學校敎育と宗敎とを密接に 結びつける とともに 
あらゆる宗敎團體を政府の掸關によつて統一し圃家的活動の 一翼と してこれを 政府の命令のま^, 
に自由に動：：5し得—ぅ統制した。 また 勞樹組合§しては五月二—明し ナチ スは全 §社會 
民主 ilf 占領し sf i 螯し • s " QSS ? f 今後は勞 

热組合はアルバイト•フロント(勞働戰綵)と改稱しナチスの國民社#主筠に よつて指導する旨 
を發表した。五月十日の第一回勞働#議も要する rc この勞合のグ ライヒシャルッンクの宜言 
に外ならぬ0 ( 一九三三、五、一二) 

I 

四、經濟部門の畫一化 

さて經濟政货の方面におけるグライヒシャルッンクであるが、政府筋の發表によれ Hr 根本方針 
においてパーベン•ブランを骨子としこれにシユライヘル內閣の勞働振興策©一部を採甩 して ゐ 




る40 である 〇從 つてナチ ス獨自 のブランでないことはすでに明かである。しかして その 實 Hlc 
あたつては例にょつて全國の貿易、商業、手工業な どの 會議所や取引所から共産主義者はもちろ 
んの こと 自由主義者やユダャ人を驅逐し ナチ スの幹部をして これに 代らしめた。そして政府は第 
一に貿易回復失業救濟の目的で大々的に公共事業を興さんとし中央銀行に對して取りあへず廿值 
マルクの融資を求めたのであつたがルーター總裁は拒絶したので直ちに詰 m を切らせ現總裁のシ 
ヤハト氏をして代らしめた。 

これと相前後して議會ではヒットラー首相の全權委員が通過したのでこ\に經濟界のグラィヒ 
シャルッンクが念速に促進されるに至つた。卽ち政府はそれ^^の統監をして各 M の茚業組梭改 
善に努力させる一方中產商工業の保護政策を決定させるために中央銀行ょり新たな貸出しを開始 
した。例へば工場の建物の修繕のために一億マルクを、また手工業者の保護に千五百莴マルクを 
支出し、またフーゲンべルク農相の關係する油と脂肋の獨占政策を行はしめる rc めにも英大な袖 
助金を支出した0 

〇ぎに税金政策としては自動車工業を盛んならしめる名目で自動車税を卅パーセント引下げ新 
らしく自勘車を購入するも〇には税金を全较した〇その外小資柔者保護のため百貨店に綵稅した 

九七 



が C . れが 洧费 者の負溢に 轉嫁 されることはもちろんだ。また案屋土 地所 有者の税金 i : 輕減す る 法 
律の 適用を ーケ年延長した。さらに 社 #政策と しては 戰場で負傷したもの V 恩給を削減す る 法律 
を撤菝 し 病氣に 對 する保險のかけ金を少くした。また藥や醫者に 對 する 税金を 引下げて B 療費を 
輕滅し貧民 救浒のた めに 四百萬ポンドの バタや七千离 ポンドの小麥を支給した、 かつ 勞働者保 el 
©ためにユダヤ人や 外國 人の出 稼 人をドイッ 國內から一掃して ドイッ人の失業者をして C . れに代 
らしめた0 

最後に我々はヒットラー政府の H 易政策を見よぅ〇從來ドイッの窠榮は對外貿易の數字〇上 1 C 
現れた、貿易の成校こそヒットラー政府の經浒政策の成銥如何を計る蚊もよきバ P メータ—だ0 
ヒットラー政府は贸黏に對しては極端な保護政策をとつてゐる〇これまで諸外國と締結してゐた 
一切の通商貿县上の條約は期限滿期と共 » c それを掸會に覎止して關稅引上げ re よるドイッ商品の 
保護を行ひ、また獨佛買易付加®定の滿期と V もに佛一!の商 ng に對して關稅 W 上げを斷行し•そ 
の他ユーゴ•スラヴイアの食料品に對する關稅引上げなどを行つてゐる。しかしこれらの結果如 
何なる成縝を示してゐるかといふに最近の統計の示す i ころによれば輪入輪出ともに漸次下り坂 
となり•輪入についていへば關稅^上げ K よつて食止めて fe る&料！： Da と I 業装品とが緘少してゐ 





る〇た r 原料品の悻人が 減少して ゐない ことは•工業！ r トイ 7 にとつては fiiil すべき規象ではあ 
るが反對に輪出においてドイツの工業製品がめつきり減少し、しかも姑において減少してゐるこ 
とは注目すべきである。 

卽ち乙れは季滅少といふょりは各 S がドイツの關稅引上げに對抗してドイツの商品に加へ 
たボイ n ツトの顯著な現れと . W . るべきであらぅ。 

かくして從來莫大な輸出超過にょつて繁榮の道をたどりつ、あつたドイツにとつて現在の檐出 
超過如なるものは甚だ前途悲觀すべき材料となる〇卽ち今年の一月から一—月までの成»は給出超 
過 M 一愤三百萬マルクで昨年の九月から十二月にかけての二值 H 千四百 K マルクに比すれば半分 
以下に減少してゐる。最近ナチス G 機關紙はドイツ貿易の活況を傅へ渐次上向線1:たどりつ V あ 
りと報^してゐるがまだ明確に具體的數字をもつて乙れを示して1:らぬ0軍にこの四月と三月と 
を比べても輸出超過額は三月の六千一二 N 萬マルクから四月の六千萬マルクに減じてゐるのである 
から五月に入つて急に好調を示してゐるとは信ぜられない、のみならず賠償金の外に外僙の利子 
支拂額十六馆マルタを控へてゐる工業 W ドイツがこの程度の輸出超過額ではまさにドイツ経濟界 
の危機を物語る 4© でなければならぬ0 
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斯くて►ルタは最近の外國爲替市場において漸次弱氣を示して下向き oV ある〇但し团內市場 
においては政府當局の爲替管理の結果 c . i ーヶ月の間マルクは非常な强氣を維持しドルに對して 
三マルク五十五フエーーヒ•日本の圓に對しても八十八フエ n ヒといふ有樣だ。これは近くドイッ 
はインフレーシヨンを斷行する前兆であらうとの觀測さへ行はれてゐる0 

以上ナチス〇一般産業政策を通観するにそれが國家本位といふも0のナチス〇政策なるものは 
一般消费者に對して生產者を•勞锄者に對して資本家を•農民に對して地主の立場を•よ0多く 
保護しつ i あるものといへよう。この限りにおいて從來の內閣が資本主義の內部的幾多の矛盾を 
解決せんとして努力して来たと C . ろをヒットラー政府がよく克服し得るかどうか、現在のところ 
その克服の可能性を特に增したものとは信ぜられない。しかもこの國內に线された多くの矛盾に 
加へて國際的にはドイッ外交は一大危機に直面してゐる。&近オーストリアに親善使節として派 
遗された中央司法委員のフランク氏はウインに於て歡迎せられざる客として遇せちれ英留に间じ 
く派遣されたローゼンべルク氏はこれまた|1ンドンでさん'<^味嗜をつけてゐる0か、る切边せ 
る情勢を前にしてヒットラー政府の前途の見 S しなるものは依然として樂觀を許さずの一語に盡 
きるであらう0 (一九三三*五•一二) 



五、 資本主義への退却開始 • 

\ 

t 

極端な爲替管理と輸入制限 、さらに在外雲 S 制居出から今回の銀行 i を K めかす如き銀 
行調査養會 C 設定 等等、 これ 等を— ベて考貪 tf •ホで政治革命に成功した ヒット 
ラ-政府％今 SI じて i 革命に向？突人しで—か—か— が、 仔細にこ 
れを觀察する時はむし—の反對に從來ナチスが揭げて來た豐社重義的繁政 S 徒らに結 
濟界を 不安 — しめ、 Kt 不 f 來し 、ドイツを して衰 S 度—め—因と IQ で、 この 
際、過激— 經濟政策は引こめて ヒツトラ* ■內閣以前の自由主義 的 政策へ一步退却し ょぅとする 
傾向が看—れる。卽ちヒ TT 政府が九月六日か—手し— sisf るもの 

t 9 

(一)ドイツ銀行の危險—現狀おょびその原因の調査(二)現在までの銀行救濟政策に關する 
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調査(三) K イッ銀行制度に 31 する國立中央銀行の 政策糾明 

の11〇であつて、以上の調査硏究にょつて今後の行 きづまりを 打開する何等かの 新しき政策を生 
み出さぅ とい ふのである。そして これに 政府が期待す るところは、 第一が ブリユ ー ニング內閣以 
來齡重な爲#管 f 實 施して t に t はらず、依然としてドイッ Q 資本する ゆ.,！ 
にヒットラー政府になつてからは•外國への投資額や預金額の届出も强 制し國 外にある 預金を H 
內へ 吸收する ことに 努力したが、その政策も大した効果を現はさなかつた〇だ からこの 際 •さら 
に有効な爲替管理方法を見出さぅ とい ふのである。第二は從來ヒットラー QW 民社 合主 雄 運 ； a 
は、國 民に 對 して銀行の晷を約束して來た。だが政權 をと つて見る と 銀行の 響は 不可能で あ 
る。銀行だけ1:他の經濟拽關から切離して國營にするなどは*出來ぬ相談である〇しかも一方に 
おいて E 民へ Q 約束？前*かつナチ KS 分子を押へて行く必要上政府が$しも現行 QH 有 
を放棄したものでないといふ印象を國民に與へるといふ K にかかつてゐる〇 
銀行國有が現在 Q 政府にとつて不可能であ®政府にもそ S 思 Q ない fa 六月廿九日、ヒッ 
トラーがノイデックに避暑中のヒンデンブルダ大統領と會見した際に•政府はこれ以上過激の手 
段は採らぬ。ことに經濟界に對しては tfl 重なる態度をとると報告し•技いて七月初めに S 表され 





たところのヒ 7 トラ ー の國民革命は終れりとの宣言中 rc も同揉なことを 0 ベてゐる。同時にまた 
ナチ K Q 最も瓷的政策 Q 實行者と稱せられて t 全®雲統制寶長ヮ1ゲナ1博士が突如免 
職になつた。これらの事實に加ふるに前經濟大臣フ■■■ゲンベルグの後任としてナチスの正式贫 U 
でない生命 t 險會肚の社長シュミット氏を迎へたが、このシュミット氏は最近ミュンヘン實柔家 
の分合でドィッ15濟界は以前と何等異るところなしと演說して實業家を安心させるとともに、最 
後に afil 經济萬歲と髙く叫んで極端な阈粹主義から自由主義的政策へ一轉する機運にある C . とを 
思はせた。さらに t たかつては土地の^有や利子奴隷制の廢止等の急進經濟革命を主張したナチ 
ス經濟理論家フエダ—氏はシュミット氏のもとで經濟次長に就任するや、今日 F ィッの要求する 
ものは休.&である、安靜である0經濟界に對し過激手段をとることは危險であると宣言しこれま 
た非常な轉向ぶりを示した〇かつナチス黛本部にあつてもたとへば近ごろまで主張されて來た百 
貨店 S 有を放棄して今後5店6して過擎段—と G 禁止を發表した。即ち以上の如 
くナナス政府はかのフーゲンベルグ氏の政策が自由主義的であるとして氏を內閣から追出した© 
であるがその後の政策は阈民社會主義を標榜しつ-何等の新味なく實際上はむしろ -7 1 ゲンべル 
グ氏以前に逆戾®しつ-*あ f 稱し S 首でない。政治革命®成功したナチ7も祭の分野にお 

1 
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いては急激なる人爲的變化のなしとげ難いことを自免してゐる今日•今後のドィッ経濟界には Ha 
家統制の名をもつてする若干の資本主義制度の修正以外には政治におけるがごとき急角度の轉向 
を豫想することは無理だらぅ〇この意味において今後ナチス經濟政策を他の資本主義國とは異つ 
た過激なる變化をもたらすものと特に警戒する必要もなく•深刻な不景氣打開策に狂奔し〇、ぁ 
るほかの資本主義阈をながめると同じ眼をもつて今後ヒットラ1政府がいかにしてこの經濟的韭 
常時を乘切るかを注意深く見守るべきだらぅ。(一九三三、九、一六) ■ 

六、 帝政派運動の彈壓 

一九三四年二月一日にヒットラー政府は•一切の帝政派結社に對して卽時解散を命じたが•そ 
の後も引较いて各種の形で帝政復活運動に彈颳を加へてゐる。ナチスの内政 H 作は左翼の彈 m に 

はじまつて同檯黨、中央黨等の解消となつて右翼に延びたが*さらに軍人貴族地主等の^昼に强 
固な地盤をも〇帝政復活運動©禁止に進展し，そ〇最後の息〇极を止める•へく镇極的な方策を i 



つて. Q る〇參謀總長ハンマーシュタインが? fi 免されたのも，かれが帝政 jK であ〇たことが理由だ 
つたといはれてゐるが、かれの辭職と同時に 求 探は S : 速にナチス化され、現役軍人の^服と平服 
の K 別なく、ナチスの鉤十字韋をつけねばならなくなつた〇在鄕軍人を中心に組織されてゐる鐵 
兜團は，現在ナチスに合體されてゐるが 、その 围員もナチス突帮隊と同じ服制を着ることを命ぜ 
られ、また til 員中出征軍人で組技されてゐるケルン鐵兜 M は帝政謳歌氣分濃厚といふので•老朽 
を名目にナチ K 突铒睬中豫備役に編入されてしまつた。また全獨官吏同盟は、わざわざ「吾人は 
帝政派に加盟せず」と宣言して身のあかしを立て i ゐる。農林食料大臣ダーレは農民大僉で演說 
して「カイゼルはかつて農民を二度裏切つた」とホーヘンッオルレ ルン 家の罪憇をかぞへ立て • 
無任所大臣へッスはまた ある 所で「ヒット ラ ー が ドイッであり、ドイッはヒット ラ ーである」と 
叫んでゐる。もはや帝政を口にすることが危險思想 視 される 今日、 カイゼルの復 M や 復活は全く 
絕望と見てょからぅ。 

ヒットラ ー 內閣の 前のシュライヒ ヤ ー 將 軍內閣 が 一昨年 末 •前獨帝ウイルへル ムニ 世の ドイッ 
歸還を禁止した共和國保護法の一項を削除して、オランダのドールンで配所の月を見てゐるカイ 
ゼルに ドイッ 歸國の自由を與へたことは、カイゼルの復辟を熱望する地主•贵族や N 榑寐系をし 

10五 
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で鼸軎の淚を流さした 4 0 であつた。昨春三月ヒットラー政樓设初の BE# 開院式がボッダムで舉 
げられた時場に臨むに先だつてヒンデンブルク大統領がドイッ建 H 0 祖フリード9ッ e 大王 
の*前に恭々しく花環を捧げ、また前皇ほフリードリッヒ•ウイルへルムに元帥杖をも〇て敬 is 
したことや、ヒットラー政府が赤黑金の共和國旗を廢して黑白赤の舊帝阈政旗を活復させた C と 
などは•復辟を夢みる人々に较帝カイゼルの復活近しと思はしめたかも知れない。 

しかし、ヒットラー氏の胸中には獨換に跨がる第三帝國の®現は描かれてゐても•カイゼルの 
復活にょる%帝政阈家へ0逆戾〇などは夢想だもされてゐないところであつた〇ナチスがその運 
動の或時期において•甚だ勘著に帝政復活を匂はせてゐた時代があつたが•それはその當時€>ナ 
チスが資金や地盤の關係で帝政派と接近する必要があったからであらう。各種€>阈粹主義的右霣 
勢力を呑吐して來たナチスではあるが、舊帝政にかへることを目標とする s 粹主義は、ナチス〇 
網钺の中にはなかつたのである。ヒットラー氏が政權筚握の後、時機をみて帝政派解消 €) 攻勢に 
出るであらうことは，當然豫期されねばならぬことであつた0 


一九三三年 S •ヒットラー首相は、帝政派の巨頭と n すべき國槪 mK フーゲ ンべルグ氏を M 僚 
の椅子から逐つたが•思へ If それはヒットラ lt ? 相が帝政派に加へた挑戰〇 口火を切つたも©で 




あつた。次いでかれの片腕でその私兵團「黑白赤戰線」の指導者であり•かつビスマルクの孫に 
當るヘルバルト•フォン•ビスマルクも捕へられて•政治犯人集阒勞役所に送られて行〇た。 

一舉に帝政派の太據を衝いたヒットラー宵相は、その後漸次帝政派の陣容を，一角から一角へ 
と、なしくづしに崩して行つたのだ。一九三四年の一月廿六日のカイゼルの誕生日には、帝政派 
の中心人物はベルリン•ッォーの#館フェストザールに集まつて盛大な«%祭を舉行したが、この 
日ナチス突^隊員は#場に侵入し劈頭開 fr の辭から酒次りたふし•しまひには植上に飛び上るも 
のも出て大混亂裡に 僅か卅分 足らずで散# を 餘儀なくされた。 

しかし、時すでに、 C . れに抗議を申し込むには帝政流の勢力あまりにも衰弱してゐたのである 
その直後、前皇儲の妃ッ H ッ H リ H が總栽となつてゐりヶーーーギン•ルイゼ同盟が禁止の憂 H を 
見た時も•その幹部は「われ等の任務はすでに終つた。今日散するのは常然であると思ふ」と泣 
き寢入りの聲明をして没滅したのであつた。ヶー_ーギン•ルイゼ同盟といへぱ，ドイッ興隆の祖 
ウイルへルムー世を生み•ナポレオンへの復鹑を!? f つた皇后ルイゼの德を m つて糾織された腌史 
ある网體で•殊にドイッ婦人にゲルマン魂を吹きこむ中稱機關の一つであつた。現在ヒットラー 
首相の傘下で次代阈民の訓練を受けてゐる•トイッ靑少年にとつては帝政復活の如きは問翊ではな 

IO 七 
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いであらぅ が、かつての ドィツ 帝國の盛時へ0追想から雄れられぬ人々 にと つては*これらの 事 
實の一つ I つは胸を痛ましめ る ことであらぅと想はれ る。 (一九 三 四、 三、 一八) 

七、國民糧食同盟と農業政策 

ナチス制覇二年、全骹主義の旗の下にドィツのあらゆる領域にわたつてナチス的色彩を濃厚に 
した。だが、その多くは徒らに「ナチス的」といふ形容詞の流行に と V *まり、 その實質の伴はな 
いことが多い。その間にあ〇て、餘り外國に紹介されてゐないこと で、 しかもナチスが最も誇り 
とする政策と組織と がある。そかは 農業 政策方面における世典田 制と、阔民辑 食同盟との二つで 
ある0 


阈民箱食同盟とは何か？それは地主、小作農、勞恸の別な<ドイツ全國のおょそ犄食生產業 
從事者のすべてを網羅した機關でありその名の示す如くドイツ阈民糌食の自給を目的としたも〇 

である。その指導者に食£2大臣ダーレ氏が任じてゐる〇こ〇^民铅瓮同盟0現在果してゐる最大 






の愛 js ： は農産物市場統制だ。ナチスの口吻をかりるならばそれは fi 產物に射する S 機と高度の商 
業利潤とは、農業のユダャ的資本主義的方向を代表するも ( D であ〇て、これを征服するために市 
場統制をなす必要があるといふのである。卽ち*小麥、大麥、裸麥、カラス麥等の鼓物 - re 對して 
は阔民箱食同盟內に縠物硏究#があり、そこでの統制ぶりは次の如くである。 

一定の商品の r 7, w を根本として生産者の販赍價格が公定され る。 n n on の檩準外に良好なると否 
とに依り その價格に一定範圍の付加又は iwt 如が許される。公定價格 はまた 地方別に V 5 別され、更 
にその時季に依つて公定價格は波狀の變化をつけられてゐる〇注目すべきは商業 M 格差を決定し 
て販资市場における： rl'r 励と利潤とに一定の限界を設けてゐる ことで ある。 

上述で判明するやぅに統制範阐は生產袁卽ち農民から更に製粉業者、商業(協同組合及び小寶 
商人) にまで及んで ゐ る〇而 して 例へぱ去年は e 作であると見たので旣に昨年九月に一昨年以上 
の耕作地 擴張の 見合せを勘吿した が、 今年は不作だつたので强制的の资拂ひ義務を課してゐ る。 
販資業奢に も 一定の制限額がある。去年の過剩米に對しては ^ 上げの方法を とり、 また輸出の 途 
を開いた。今年は貯践穀物の拂ひ下げにょつて大 K - P 要を滿 ¥も のと Ji られてゐる馬鈴级 、野 
菜に對しても今年に入つて以上とほ rN じ方法を踡じてゐる。 

10九 




二 0 

ミルク•バター•チー ズ 、卵 •肉類に it してはこれと少し異なる0こ\では統制は一®撤底的 
だ〇卽ちすベての販»市場へ鸞らされるものは*それら各商品別の中央局へ表面上資 渡し、 ©ち 
に C . れを拂ひ下げさせて阪 * 市場へ入れるのである。實際には一定の*に對して C . の中央局の許 
可1:得て 販賫 することが出来る許可制度で2>つてその際一定の パ丨セン テ1ヂで手數料を中央局 
に納めるのだと考へてょ v » 0 キ 

中央局はその際に|定の價格を設定す る わけである。 中 失： S の手を離れて K 資市場に移つてか 
らの商業價格差その他に對しては各商品別に組織されてゐる全 H 聯合金がこれを決定するのであ 
る。これらの物價決定に當〇ては食«大臣の許可1:得ることが必要だ。 

か V る方法•手段は、ナチスの發明にか V るものではないとかれ自身も語つてゐる。が•ナチ 
ス〇功«は、か V る方法、手段にナチス的全 K 主義の精神をふきこみ統制經濟の觀點からすべて 
を K 系づけたといふので2>る。 


世界 農産物 市場からドイツの 農業を 守るため K •一九二九—三0年 社會 民主主 m 內閣が、また 
一九—!三年にドイツ 阈灌麄 のフ ー ゲンべルグが關稅壁を高め同時に S 村經濟の 組織眼 資價格の方 
面に强制的 #素を 持ちこんだものが、今日ナチ KQ 食 S ? 大臣© 手にょつて延 ii され、镔大され* 





强化され*更にょり統一されたといふのは面白い||0合せで|>る。 

さて、か、るナチ KQ 農業政 S 傾向は何を想味するか*これは明白に農業のカルテル化であ 
る〇公定似格*統制 m 格といへばょく#くかも知れないが•カルテル價格に相違はないのである 
「阈民5?食：！！：盟」の指導者たる食糧大臣ダーレ氏はナチス親猫隊 (S *8) の黑服を著てゐる。 
そして二 fr 目には秩序を pn : する。が*カルテル秩序は、カルテル內のいはゆる正當なる親爭を 
廢するものでもなければ•また、ましてや他のカルテルとの競爭を撝棄するものでもない。去年 
から今年のはじめにかけて、ドィツ國內の農産物價格は一八バーセントも萵騰した。これに反し 
て生產財 QH 格はむしろや、下落した有樣である。そこで當然に工業と農業との間に一合戰が豫 
想されねばならぬ。それは理論的にはナチスの經濟論容と*自由主義的經濟論客との間 S 戰と 
な0、その 尖端は •食糧大臣ダ-レと經濟大臣兼中央銀行雲シャハトの意見8立となつて現 
はれて—。最近•新 f れた物價監視官に就任した f ルデラ1氏は、こし S 產物值 
格に一擊を加へるであらぅと期待されてゐるが、それからひき起される波紋は如何？ 

とまれ" 全 農業從事 人口を 組織してゐる ドィツ 阈民糧食同盟及びその政策の今後の展開は、棰 
めて意味深い問題をなげてゐる。(一九三 四、一二 •一五) 



八、 ニ ユー ルンベルク黨全國大會記 

「ヒット ラ ー 天氣」 とい ふ 言葉は すでに ドィッ 阈民の信仰にまでなつて ゐるょぅである。ヒット 
ラ氏が大會を催す 日に 限つて雨が降つたためしがない とい ふのだ。が、 バヴア リア 州の 古都，ーユ 
丨 ルンべルグで開かれた今年のナチス全阈大會も 九月四日から十日に至る一週間の#期 中、快沿 
な晴天で•あつらへ向きの大嘗和だつた。班者が招待されて同地に着いた時 •秋晴れの空に ナ 
チ Ksf はためき、地 走は 褐 S 制服 群 Q_I 、人口四十萬 S か 2 T ルン 
ベルグは、五十萬のナチ K 各部門派遺者群を迎へて忽ち九十 萬の褐色都市にふくれ上り •古都の 
心 喊は 異常な 刺戟に破裂 せんばかりの鼓動をつ Sr けて ゐた〇 

ヒットラー 氏元首 就任の 人民 投槊から全 國大會 へ —— それはナチスの完全な制料であるととも 
に*そ Qf 管凱歌 QS 5 もあつた。—す1 S しき 11. 理想§方に描く 
大國家0幻想が，ヒットラー氏の雄姿とともに^^0狗屮に拽ぇてゐる〇秩^ある十二列紹|%,了 









進で较々と入りこんで來るナチス突萆隊、親衢尿*靑年兵圑，少女踩，勞働奉仕兵阁.勞働載鯓 
等々の巨大な制服の波を目浆するものゝ眼には、淸截事件以後陣容を一新したナチス全狡の示威 
を感じるとともに、ヒットラー氏の筇：一;國尜成る一の感を深くせざるを得なかつた。 

連日、 興轺の感激のるつぼの中にあつて、一糸亂れぬ規推と訓練とを示してゐた點はさすがに 
ドィッ阈扰であつた。ナチ スの總#、政策協議會から各部 l n i 分科會に至るまで*着々としてブロ 
グラムを ia ぅて 進行した〇總統 ヒットラ ー氏は平素と問じ明褐色の ft -: 服で、ある時は ^ 命に^み 

ある時は野外 Q 大衆 S 子吼し、あ愿は美磬間も'® S 班上运立して、秋 Q 陽ざしを 5 M 而 
にあびながら、 行進する突擊 1 奉仕 兵 SS 大蘿にいちく攀をつ V けてゐ 
た。その精力と熱誠と、そして身をもつてことに常るといふ^烈なる尨鉍とには、阔 K - を感激せ 
しめ信賴せしめないではおかぬものがあつた。かくして、ハィル•ヒットラ i 歡呼の嵐はしば 
<古都の空をゆるがせた。 

ヒットラ1氏の双翼ゲ1リング航空相と ゲッベルス宜何 相、 それから蕃代理へッス氏 以下、 
ナチスの錚々たる領袖連も•いづれも軍服まがひのナチス制服に身を 固め、 それ"^の部署にお 
V * て意氣軒昂た ると ころを見せてゐた〇 


大會を通じて現れたナチスの备組織は•すべてが軍隊式に編成され統制されてゐたことであつ 
た。各種の團體は鈇を持たせばそのまま軍睬になるのではないかとさへ思はれるくらゐであつた 
當局は近隣固の神經を恐れて「これは眾阈主襄 K あらず，國拢の兵围化なり」と苜明してゐるが 
總統 ヒット ラー氏を頂 K として全國民がやがては ピラミット 型に統制されるのではないか、「全 
國民を一人痤らずナチ K の思想と敎義の下に獲得す る c.i が今後のナチ K の任務で ある」 とヒッ 
トラー氏が人民投 M の直後發した宣言に明らかな如く •全阐民が ナチ スの制服をつけ何らかの部 
門に所屬して行進す る 日が来るであらぅ。 

この兵困化の傾向が、今後より廣汎に \ t より深く進行するとともに•ナチス•ドィッの政治家 
K はナチス以前のドィッ•または他の謀#政治の阈などで見られない異な〇た別個の型が現れて 
来〇 V あることを見逃せない。すでにナチスの領袖は、それ^-の兵團の總帥だ〇それは民衆か 
ら浮かび上〇た存在ではなく•逆に民衆を兵團の中に取りこむ C . とによつて、そしてその團 員と 
困苦5:ともにすると V *ふ點において•その將領と士卒即ち民衆との間は一體となる〇かくして常 
に励 M された兵闻組織 ( D 中にあつて、兵圈の中心として活躍する新らしい型©政治家がこ-に生 
れつ、ある。この種の政治家には•博大な見識とか、縱横の政治的 K 引などといふ も © はま づ必 


:•こ .， tftco 3拿こ S し•穿をもつて事に當る殉的意^ 


要はない。それは 薄 lie にまかせておけばょい。鐵の規律に 服し•身を もつて 事に當る殉 k 的袞贫 
部下の兵阁と密接に結びつく組織力、祭力があれば足る〇ナチスの政治 f 論議する場合は， 

この邊のところを 留意しておく必要が—。(一九三 五、九、一 OJ ユ■■ルンブルダにて) 

九、人種問題異聞 

ナチ ス•ドイツの理想は、アリアン人種(俗にいふ白人)であつてゲルマン民埃であり、同時 
にドイツ！ E 民であるもの、、民族共存社#の建設にある。従つて先づア9アン人稀でない者をドイ 
ツ阈籍から放逐しなければならぬ。血〇純潔を主張する精神がそこにある。非アリアン人種との 
«血が禁止されねばならぬ法律がそこから生れる。「非アリアン人秤には、その代表的なものと 
してユデヤ人、日本人，、不グロがある！」といふ宣傅は小學校敎育から SI 代ドイツ阔 K が頭に^' 
きこまれる知識で I 。•トイ S 民 Q 血液 Q 中に、また社分生活 Q 中に' 根深く裘ふたユデヤ 
人を逐ひ SVQ 靈が二か SS 行はれ*また S れつ、—かは*旣常鼓だ。し 


かし、その餘波を受けてユデヤ人と共に同じ非 TV アン人種に®する日本人が、また同じやぅな 
迫害をナチス政横下のドィッ國民から被つたのでぁつた。それはナチス國民革命の初期の時代に 
屬する數ヶ月間の出來事ではぁつたが、當時の獨在邦人の多くが、いかに堪えがたい屈辱の生活 
を送つたかは、その當時われ < 日本の特派01が馆報で故^に訴へた日本人侮蔑件の數々によつ 
て窺知出来よぅ。こ-にその頃著者の打つた特電* 1' から拾ひ上げたゥルハン博士事件によつてそ 
の一斑を紹介し•ナチスの人種問題に對する回想を新らたにしたい0 

ゥルハ A 博士蕻件 

ユグャ人退治に狂奔してゐるヒットラ 1 政府はつ ir いて日本人を生みの母にも〇ドィッ官吏を 
ュダャ人同樣ドイツ K - 族の血を汚すものとして馘 rl - した ( D で在獨 日本人 問に少からぬセンセ！ン 
ヨンを起した。事件といふのはベルリン郊外ダーレム K : ある國立蕋林經濟植物生理研究所研究員 
オットー•ウルハン 博士の母親が 山 田 ヨシと いふ日本の女性であることが本年五月五日から*施 
された等二聚急令官吏任用令第三條第一項。 


V リアン 民族に あらざる rf 吏は 免铵 せらるべし•名 ^缺 は 當該官 a と^ 係を Br たるべし 0 




に觸れるものとして亡ルハン氏は六月卅日限り解職を通吿され，これに對しウルハン氏はその恩 
師オースカー敎授やフリ 1 F リツヒ•ハヴーアー博士及び同僚@-者の運動の結果この九月末日ま 
で在職を許 S れ S 、 そ SS 硏裔 S 放されて義 S 仲間令をしなければならぬ*迎命 

にある0 

ウルハン氏は一九二九年ベルリン大學を卒業と同時にぶ上 S 位をとつた少壯氣銳の生物 
學者で現在はドイツ q 米 q 飯ともいふべ*- SS つ— Q 多收？はかる一方法として電1 
用の測定法 10 ig 質改良法 aj 研究中で皮肉—とにはウルハン氏 SS 先だつ六月 
三日 發行 Q ナチ K 機關誌 Q 週刊イルストリ-テル•べオポアハタ"にはウルハン氏®研究を•トイ 
ツ食播問®解決 Q H ポツク•メ•••キングた硏究としてウルハン氏®肯像入*で大々的に報道して 
ゐることでこ S 首は各方面からいたく同情されてゐる。ウルハン S 有色人® Q 血をぅけ S 
牲者として SQ 蜇られたわけであるがウルハン氏はそ2人2當5ルガレ丨テ 
•ゲルナツハ女史と Q 結婚も前記 Q 理由で實現困難と見られ二 S 悲慘な境遇にある。 

記者は十七日べ すン郊外ダ -X Q 硏究所に問® Q 人ウルハン氏を訪れた、一見□本人かと 
思ょれるほど q ドイツ人離れの したウルハン氏は2室でキビくした態度で 語る。 




二 A 

私の父はフランッ•ウルハンといつて卅数年前染料貿易商として日本に赴き橫濟で日本婦人山 
田よしと結婚してその問に生れたのが私です。私は四歲の時雨親に離れてドイッに送られドイッ 
の敎育を受けました。母は十年前日本で亡くなり父はその後ドイッに戾つてドイッ銀行の營業部 
長を勤めましたが七年前に死にました。私は日本語が話せないので母の親戚とも文通出來ずその 
ま\になつてゐます。私は母の阈日本が戀しい。ぜひ一度訪れたいと願つてゐましたが、もし日 
本の大學や研究所で私を雇つてくれることが出來ればこんな格しいことはありません。滿洲 W で 
に馬鈴薯を栽培しないでせうか。私はこのま、私の硏究を中絕させることを忍びないのです。日 
本大使館にもお願ひしてゐますが私が日本へ行けるよう御盡力下さい。 

ウルハン氏の問題につき日本大使館では永井大使も M 井參事官せウルハン氏に非常に nil 情して 
ゐるがウルハン氏の！：籍がドイッ人であるので、その馘首に對しては手の下しようがないといつ 
てゐる。しかし事件そのものは有色人種殊に日本民埃の面目にも關するものであるので近く適當 
の拽會にヒットラー政府に對して考慮を求めることになつた。 (一九三三、七、二〇) 

母の國日本の救濟 




日本人を生みの母にもつ混血ドイツ人なるため rcT 9アン人 gl 以外の者は官吏 rc り得ないとの 
ヒツトラ，-政府 Q 新法律に . H Jcvr イツ S ! 立農林！^植物'‘生理研究所硏究 W を解雇された馬鈴裂硏 
究の少壯學者ウルハン博士 Q 元へ最近日本から溫かい救ひ G 手がさし S •へられた。それは著者の 
特電にょつナチス悲 S を知つた味 Q 素本 I 木商店 S 博士 SS 同情、•へ言ン日本 
大使館の藤丼參事官を介して博士を味の素會社に招聘したいと同社吉淨欲直氏 S 問紐護土)の 
名をもつて申込んで来た Q だ。藤井參事宫は早速ウルハン氏にこ§を傅へるとウルハン氏も感 
激してぜひとも日本行— S したいと希望した Q で同$官は今一應博士と味 S 本舖とが直 
接具骽的に交渉するやぅ意見をそへ吉澤氏あて返事を發送した。最近鈴木味の素商店は滿洲阈に 
進出して S 會社を設立したから馬鈴蓮から了ルコ * ルを造る方面にウルハン氏®研究を役立た 
しめるのではないかと V *はれてゐるが父の阈ドイツにおいて解®されたウルハン氏を母の阔日本 
が引取ることは近来 Qi 美談だとして在獨邦人間にも多大 S 勘を與へてゐる。當のウルハン 
氏は滿面に喜びをた V へ記者に語る。 

九月末日から研究所を逐はれるのでゾルフ前大使等に今後の身の振り方について心配願つてゐ 
ましたが、 ぅまくゆかず當分_矣悟してゐたところ母 St が sn 本に S を得ること 




1 MO 

が出來る Q は天 Q 與へた幸運とた Vi 感謝する Q みです。 もぅ 日本 Q こと や滿洲 Q ことばかりが！^ 
の中にあります。私はこのごろ日本語を勉强してゐますが-むつかしいですね。しかし式 tt 英吾 
とフランス語が出來ますから日本へ直ぐ出かけても不自由はしないでせぅ0 
なほウルハン博士は味の素に就職出来れば現在異人種との結婚禁止令にょり拒まれて ゐる铮約 
者のマルガレテ•ゲルラッ《嬢とともに赴任し、日本で結婚式をあげるといつ てゐる0 

(一九三三，九、一六) 

7リツク內相の聲明 

\ 

ナチスの日本人迫害はウルハン事件から、惹ひては日本人小學兒童の殿打事件まで進 M したの 
で永井大使の抗議となり、ナチス當局も事態の Je 大化におどろいてドイッ內相フリック氏はアジ 
ア殊に日本おょびインドで問題を起しつ X あるナチス〇人棟問題に關し 、五日政府の 名に おいて 
次の聲明を發表した。 

「ナチスの人種法はドイッ國民の將来のため純潔を保たんとするものである。しかるに諸外固で 

はこれを誤解し、特にアジアではこれがため不穩なる空^をたたへて&ると傅へられて&るが、 



ドイッにおいて外^人と稱する場合ユダヤ人をその 代表的な もの 4兑 る。その^ は f イッ 3:饯の 

僅かに十五バーセントに過ぎないが、彼等は社件のあらゆる部門の重要地位を占めたのでドイッ 
國民〇生活は脅かされるに至つた。ドイッの人|«法はこれに對する正當防衡で決して單なる人 M 
排斥でない*ドイツ人と人種を異にする阈民の間にも古くかつ勝れた文化を持〇もの X あること 
をわれは認める〇したがつて外國人がドイツで生活を S みその子供を敎育するに當〇ては從來と 
同樣何等0支障 i : 起さざる考へである」(一九三三 • ir 六) 

フリック內相の聲明でナチスドイッの日本人侮蔑問題は全ドイッから灌次消滅してい〇た。し 
かし、それは人類同胞としての見地から共存協和の手を差しのベたものでは なく、 徹頭徹尾政治 
的な觀點からであつた。卽ち一つは日本の N 際的實力の反映でも あり， 他面またゾ聯に對する共 
同防衛の必要上、日獨親善工作の絕對的なるがためであつた。従つて以上のナチスの非アリアン 
人種に對する差別觀といふょりは蔑視觀は•何ら极本的に改められたわけのものでないことを忘 
れてはならない0 

追 K 日本の同情者に救はれたウルハン氏の著者宛害翰にょれば、氏は愛人と結婚して現在 
弘前髙校のドイツ語敎師として幸瞄な生活を愉しんでゐる。 
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■ ナチス社會世栢 


ドィッ女性氣質 

「もし白人の女から結婚を申込まれたら貴方はょろこんで承誌するでせうね？」 

rfS ど 

卽座に侯は•さう强くいひ切つてやつた。先刻からこの高飛車な®問をする思ひ上つた女畢生 
の態度か痛にさはつてならなかつたのだつた。 

「1!、あ！こ0人つたら白人〇方から申し込んでも應じないのだつて 1 J 
女學生 X ルフ 91 ドは、 も 一人 ID 仲間 ヒルデ 〇同意を要求するか〇やうに、かういふと大けさ 




なゼス チユアでさえも 呆れたといつた表情をした〇彼女達は〇ひ二、三日前ペル9ンからこのホテ 
ルにやつて來た客だつた。棒のやうに直線的な身牌にリュクサックを背に負つて、日燒けした^ 
も あらは に S 木 Q 山杖をふり廻しながらやつて來た彼女らでおつた。二人とも心もち小鼻を天 
井向かせた外は、何の風情もない顏つきであるが、質實剛健そのものといつたと C . ろが典型的な 
ドィッ女性 S つた。•へす叉だとい念で套で fs — なつたので—が一0 
「では誰と結婚するの？」 

と、£んどはヒルデの方が訊ねた。 

「もちろん侯は日本人だから、日本の女以外にないさ、民族の誇りにおいて I だ」 

「民族の胯り」 1 ナチ KQEQ 人々が尊 S 許 Q やうに口癖にする此の言葉を、逆に彼らに 聞 

かせてやつた。 

「それあ日卞人としてはさうですね、どこの國民にも誇りがあるのですから…… J 
ホテルの5テさんが、若い女畢生の小兒病的白人優越論をたしなめるやうな調子で侯の墓 
をひきつ v » だ。 

だが、座はスッヵ9白けてしま〇てゐた 




「お茶で 4 人れませうか？」 

と B ツテさんが膝を浮かしかけると . 

「ありがと、だけどわたし達外を散歩して来るわ」 

I {ルフ 91 K は、さういつてヒルデを促すと二人で戶外 1 C とび出して行つた0 
I 一九三四年の夏、僕は世界的に有名なキリスト受難劇を見るために南獨オーパ 1 T ムマー 
ガヴ G 山村に數日を滯在してゐた。南獨といつても填領チロルとの國楗に近く、山越しの遠い空 
の線には雄大なチ0ルアルプスの銀嶺が光つて見えた。時祈襲来する豪快な«雨の後は、洗はれ 
たやうに淸爽な»氣が窓外に漯うた • 

ホテルは昔バィ H ルン王朝の高官0別墅であつたといふヒルレルン城と名づけられた山莊であ 
つた。自動車を降りて、最初この山莊の靜かな玄關に立〇た時、扉を prl けて出迎へてくれたのが 
B ツテさんであつたり侯は彼女を、このホテルの娘さんかとばかり思つてゐたが、ホテルとは何 
の關係もなかつた。北ドィツのゥェストフアーレンの小さな田舍町の女畢校を出てから*家事實 
習のためにーヶ年ほど無給で手傳ひに來てゐるのであつた。畢校を出ると%業へと走つて家事習 
得の機# もなく、またそれ C 對 する興味をも ® 失してしまふ近代女性(〇决陷を補ふ意味で • P ィ 






7 ではかぅした 若い女性の人生修業が あまねく 行はれて ft ることを聞いて&たが、 p 7 テさん も 
今はこ i のマダムの助手として家政や家事の實地*:習得中なのであつた。 

「a ッナと v » ふ名はゲーテのエルテルの悲しみ、の中に出て來ますね」 

靜かになつた部屋で侯はロッテさんに話しかけた。 
r >1 テのものお讀みうなりました？」 

「日本の高等 學 校ではゲーテやハィネのものなど敎へます。侯ら は ロッテを永遠 ( D 女性として憧 
れたものです、ロッテの やぅな 女性なら 外國人でもかまひません ょ」 

供はさ？ Q 話と結びつけ S つた％、*ッテさんも美し4らん 8 SS ぞかせて笑つて 
みせた。 

「だけど贵方はもぅ 15® されてるでせぅ？」 

「どぅしてわかります？」 

「だ〇ておあづかりしてある貴方のパスポートで年齢がわかりますから•贵方は随分若く見ぇま 
すのね」 

「さぅ です、 日本人は fi でも 扑國に 來ると十歲ほど若く見られます。侯も畢生といふことにして 
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旅行をするんです j 
「奥さんは？」 

「日本に」 

「どうしてお一人で j 
na 濟的の理由です」 

「一人では不自由でせうね j 

「え i 、この通り！7ィシヤツのボタンもとれたま V です」 

「まあ、わたしが縫ひつけてあげませう、どうぞ」 

?ソテさんは手—し出した 。 S 些か—??、彼女齧？ィシヤツ 
女にそれを手渡した。 

ロツテさんは次 Q 部屋から糸箱をもつて來て？として針を動かした。 t へど やぐとまヒ 
エルフ？ドと U 二人が 外から戾つて 來 た。”？さんの針—ると、 

「オヤ、貴女は S 切ね、ほか Q 人®にもそ 全シ ヤツ ま S うて やつたり なさる あ、赵 

る ハウスフラウよ！ 1 




わめく^.うな 大聲で ttJ れ口をた V くとバタ"''""""と一二階の部屋へ彼女らはかけ上つていつた 
50ツテさん1 は サツと 紅潮した、それは—しいためで—か、い—ラからであ 


るのかわからなかつたが - 

•たが、 すぐ冷靜な表情にかへつてむしろ侯を氣づかふやうに見つめながら いつた。 

「悪く 思はないで下さ V 念人達は人種的の誇りをはき違へ て— んですから」 

「わかつてゐます」 

庚は 短 かく 答へて、 あとは默つてゐた。ナチスになつてから白人 S 越を誇るためにユダヤ 
人、ネグ U、 日本人等1けて有色人種 s 劣等を小事校から吹きこんでゐる§の影背で時 
としてかうした奪な輕侮的態度を見せられる i にも慣れてはわたが、それでもいまくしい 
といふ氣持は去らなかつた。 

單 純な、あの 女學生達は一途にさう思ひこんでゐる？あらう。自尊心の强い®民性として、 
まだ * だ 思® Q 充分で ない 年齡として彼女達が 1 S やむを得ないのかも知れない。 日本 
には逆に外人とさへ見れば_する女學生も—ではないか、それにしても一方 sf テが a 
想とした a ツー KQ 如き女性も— K ィツ5 澤山—•やさしみと？？ S かに、內なるも 

二一七 
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oi 力をた i へた女性、感傷よりも現實と理智に生きて&る女性*ここにゐる»ッテさん‘さう 
L たタイプに馬する女性の一人ではなからうか、侯はそんなことを考へてゐた〇 
!7イシヤッが出來上つた時、侯は西洋流に R ッテさんの手を固く握つて L % 
r 大變ありがたう、貴女は2 i んとうに御親切です」 

とお 89 をいつた。 

「い i え、どうしまして、わたしはただ誰にも親切であれといふことを守つてゐるだけです。荣 
に外 S の方に對してはさうあるべきだと思ひますの、お客人 1 C 對する禮依ですもの」 

"ッテさんはおちついた费笑 Q なかにさういふと、 f 澄んだ？窓外 S る 山， つした。 

脛を嚼れぬ獨逸娘 • 

ドイッ女性の「自活の道」は、女醫•藝術家(主として美術手薄業)祕書 •タイ ビス ト 、敎 a 、 
硏究5!の助乎、電話交換手、事務員、女エ、资子、等々々、おょそ世界の文明^がもつだけ 0琺 




業が、こ-* K も女性のために與へられて ft る*そ©ぅちで最も高较と目されて fc る©は女®太* 
開業すれ* H 年牧•牛均二萬四千マーク ( ーマーク約一圓三十鈸)月にして二千マークの牧入.たが* - 


れも霞の馨を維持する諸雜费ゃ保險金などを加？ると月千五百マふの支出は絕對必要だ 
それに、もちろん、1するには少からぬ資金がいる•だから3の女ドクトルは開業出來ない 
病院や開業 & Q 助手になる、助手は無給のも—が有給だと、初給月五〇了クから九〇了ク 
が相場、これだけでは生活出来な v > が、大抵の病院には寄宿舍制度がぁ〇て、食費と舍货と1:免 
じてくれる、助手も代診1:勤めるやぅになると三五〇マークか四〇0マーク程度の月給取りとな 
る。最下級は女中さん、食はして貰つて月一五了クのお給金、これは最低で中には料理の上手 
な女中は月八〇了ク取つてゐるのもぁる。またお給金は年齡にょ？も違ふ、二十歲以上なら. 
月一一;0マークは出す•その代り十七、八歲以下の女中は、政府の命令で働きながら女中の«務學 
校に通學することになつてゐる。そこで彼女たちは、家庭經濟、家庭衛生、料理、作法等の主婦 
代理學を一通り敎へ込まれるのだ。その學費は®主が支辨する、それに、も一つ有難いことはド 
ィツの女中は隔週日曜日は午後から休みだし、この外に一週一回だけ午後三時から辟手に外出が 
出來る。 



記者の知つてゐるマルガレ ー ト縝は、女祕書兼タイピストだ、彼女は英語が出来るので米 N 鼸 
係の映®#社 ( D オフイスで月五〇〇マーク茛つてゐる、ベルリン郊外ヴ H スト H ンドの閑靜な家 
に、三部屋を借りて。地下鐵で都心へ通つてゐる。勤務がすんで夜になると、彼女はまたゥンタ 
1で市內の盛り場のカフ K に現れる、だが彼女は一人ではない、そこには彼女の愛人が， q る。 力 
フ H に女が一人で入ることはドイツの女性にとつては一つの恥辱だ。獨身であつても男性の 愛人 
をもたないことは彼女の「無能」の表白でしかないのだ。愛人は彼女にとつては新しき世紀の騎士 
である。 

自宅から子供洋裁所の圖案課に通勤するキーゼラ壤は、月八0マークを貰つてゐる。ベルリン 
で名高いライマン•シユーレの手藝科を昨年卒業した女、薄給で も 親がかりだから食つてゆける 
が、こちらの親達は日本のやぅな家族制度でないから自分の子供だとて脛を嘯らせておかない0 
キーゼラ婊が月給を取り初めると部屋代幾ら、ガス代幾ら、罨燈代进らと一切を割勘でビシピシ取 
立てるその上、彼女の母親は、キーゼラ嬢の洗灌物を洗ふので、その洗濯代でも市價の半額なみに 
請求する。彼女は二〇マークの部屋代を支拂つて食事は自分で持へる。朝八時、 n 丨ヒーとブ a 丨 
ド(パク)で簡眾にすまして、仕事場に出かける。午前十一時、健康な彼女の胃袋は正午の食事時 H 3 





が^-ち切れずに窣股を訴へる。彼女は持參の辨當即ちパタパンにハムを挟ん龙0を仕事片净にか 
ぢるのである-自活する ドイツ 女性©一風^:である。 


幼稚園兒の夢 

* • 

ペル” ン 動物两にほど遠くない 私立ハン r シ 5ッエ 幼稚 固を訪れる〇团 長さん のシュッッ 
H 女史は ま S 身 Q 美しい 先生で 助手と保姆 §人で ニクラス？ 名®園兒—づかつてゐ る。 
國兒は滿— ts — で授 f 千 前のクラス廿 名が九時 1 1時 ま 5後？ラスは 一-時 か 
ら六 時までだ。 議 料は月 十五 マ" ク、午前と S 3 二部に跨る。 圍兒は一一-0 了クて C っ圓 
卓—ん S 木 S— へたり 1み 立てたりしてゎる 一群が—。 保姆が 來て、その— 
と建物 Q 間に1 くり、 In をつ くり 上げて、 玩具 QSS 肇3 ネヂ—一昔—は 
威勢ょくこのお 伽の街を馳せ迴〇初めた - 

「E 兒には、すべて自分のことは自分でするやぅ S てゐます、それから闻 B 的統制と淸潔と 

I II 二 



u 


il 


t 敎へ る？す」 

園長さんは*かういふ。なるほど、「おやつ」の時間が来て年齡 M に 整列した团兒達は、 順々に a 
面所に入つて手を洗ふ、全部 Q 手が洗ひ終つたころ食 f 入？先生から お菓子とお茶を戴く 0 
である、少しの ». 箱さも見えない。 

「どうも男の兒より女の兒の方が多いやうです ね」 

「どの幼稚团で も、 いくらか女 Q 兒の數が多い？す。今 Q ドィッは 女 Q 兒 Q 方が餘計 生れる 
らしいですから、それに幼稚園に來る子供には一人つ子が多い2: とも 特後で せう」 

阂长さんの說明の中に、記者はヒットラー政府が呜物入りで宜傳する 產めよ殖えよ の 結婚奬 B fc 
思ひ出し、戰後ドィッの深い苦惱に 梅れ る氣持がしたのであつた。 

阂兒が I 番よろこぶものと いつたら 人形芝居た、日本の紙芝居の やうな 背景の かげから先生が 
兩手を出し、片方に道化人形 カスべル 君を 操り、 片方に獅子や S 法使を操つて間抜けたカスべル 
の道中失敗記を巧な話術で說き聞かせる。だが これ も 近頃は ナチス 政府の お 達しによつて人形 芝 
居が防空運動の一翼に變化した。防毒 マスクを かけた カスべル君の、敵機と耖ふ勇敢にして 滑稽 
なる 活躍のうちに、幼き者にも非常時の心^ をのみこませる ので ある：， 




子供ら ( D 見て. G る繪本の中に「•日'^」と害いた一®-の繪本を资見した。 BB _ 式に趵辦した日ネ 

案內記だった。窗士が あり、 近代都市東京があり大 K があり神戶が ある。 日本特產山椒魚が ある。 
繭から絹への圃解がある。日本列島の縱斷圖には太平洋岸の海底八八五〇メートルと數字が入り 
世界で 有名な深い 海と 說 明してある。日本 M 史のところでは、日本の島々 をぐるりと Is で園んだ 
德川の鎖國時代、そこへ黑船が來てョ 3 ハマとナガサキの邊で錤を斷ち 切り、*^ は鎮の代りに 
汽車のレールが a 々をめぐりめぐって文明開化時代を語ってゐる、何んといふ現實的な敎育であ 
らう！ 


ナチスの小學一年生 

阑民學校とか公立舉校の名で總稱されるドイツの小學校は滿六歲から滿十四歲までが、そ C . で 
畢ぶことになつてゐる。入學日は每年春のキリスト復活祭の日と決まつてゐるが、復活祭はその 
年 1 C ょ〇て日が違ふ、四月の時もぁれば五月のときもぁる、一九 H 六年は四月十二日が復活祭で 
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從つてその日が小學校の入學日——この日はドイッの習慣で、初登校のベーター君やマ9ヤーネ 
嬢は入學式が終ると校庭に待つてゐたお母さんに頭を撫でられて、お «e ひの美しいお菓子袋を頂 
戴する。この袋はどうかすると等身大もある大きな圓錐形で綺麗な花模様でいろどられた 紙袋、 
その中にチ3 n レートやボンボンなどが一杯つまつてゐる。子供達は新しい勉强机の傍にそれ«: 
侍らして、オヤツの時間になると中味を一つづついた ir くのだ、一生にタッター度の この お菓子 
袋はドイッ人にと〇て永久に忘れられない懊しい思ひ出である。春ょ早くや〇て來い！指折りか 
ぞへて待つ樂しい入學日！そしてうれしい花模様のお菓 i 袋！ 

小學一年生は、そのふくょかな幼い手に美しい色刷りの繪 If 本が與へられる。ム•ム•ム•ミ•ミ 
ミと牛の啼き聲からまづ發音の正しいお稽古が初まる。それからアルフアベ ット 、た ir しそれも 
活字體でなく筆記體の實用的な方面から入つてゆく。そして同時にそれはドイッ特有の髭文字と 
いふ難かしいアルフアベットから害いてゆく。だからニケ月もすると、田舍から届いたお祖母さ 
んの手紙が讀めるやうにな0、またあどけない筆 a で返事の一つも出せるやうになるのである。 
何でも劃一的なことのすきなドイッではあるが、國定敎科書といふものがない、たくさん發行さ 
れてゐ る讀本の中から小學校 ^0 意見でその探擇を 決定す るのである。ドイッ〇小 學校を參観す 






る人がみな意外とすることがこれである* 

ドイッ 式なところを一つ二つひろつてみると_昔樂の 國ドイッ、そのドイッで 唱歌の時間が 
特に重要視される Q はその傳統からみて當然の話だ。一年生の最初から音符を一づ〇敎へこむ、 
一つの 音符に對して その 音が何であるかを极本的 re 敎へこむ、だから簡單な音符なら直ぐ H める 
のが ドイッ 小學生だ。 

ナチスの阈ドイッで小 m 校がナチス化されないはずはない〇小學一年生は同時にヒットラ—靑 
年隊の少年部隊一年生に編入される。每週土曜は國家少年日と規定されてゐて學校はお休み、そ 
の代り近所のナチス分隊でオイチ、•の行進から敎練される〇この日は褐色のユーーフオームに半 
ズボン、膝に「名帮と血」と刀劍に刻銘された小さな短劍を下げ、天晴れ立派なナチスになつたつ 
もりで「ハイル•ヒットラ 1 J と 片手を舉げての敬禮は可愛い〇女兒はやは0 ヒットラ ー靑年除の 
一翼？〇み(少女部@に編入されて三角の隊旗を先頭に郊外に行進をした0する〇土曜から日 
曜にかけて幕營旅行に上級生は出かけてゆくが一年生はまだそれを袭ましさぅに見送つてゐなけ 
ればならない。 

兒重の玩具は 女兒のお人形に變りはないが、男兒の 間に 昨今最もょろこばれてゐるのは、最新 
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- 兵器 Q 精 S 模遲具だ。火を吐 5 \ 突進す 夕 や空を 翔。つ、 gjfiis を 落して ゆく頌る！, 
戰的興味を f にした戰爭も q が大誇墨めて t 、 かくして ドイツ— 界はそ q 全面的 ナ 
チス 化へ、 激しいテンポで 根本的に 移りゆきである。幼い 小學 一年生の生活 もこの潮流に乘つ 
て 今後 どん SS ? ゆく 2 1 か？「大 f なつたら何になる？」と Mi 口—ろへて 
「兵 味になる！」とい ふので あった 0 


映畫統制國の映畫見物 

ナチスはその制槠以前から映£の統制をやりたがつてゐた C 現 ドィッ內相の フリッタは ヒット 
ラ丨の古い同志で、ナチ K が政權にぁりつかぬ一九 一二 0 年にチ riJN グ洲 Q 內務大臣をしてゐ 
たこ<?:がぁつた。その時彼はレマルクの「西部戰線異狀無し」 5: 洲內で發禁し同時に そ0フィルム 

も沒收して_雲思想に大議畚へた、これは畐塵 . S 民窒 S 中央政堂衝突し、 

沒孜された映%をめぐつて全獨10輿^を剌钱 した 0 





ナチスの天下になつたら、®重な胶%統制が實施される といふことは 一絞の氣梢えであつたが 


ヒットラーが一九三三年一月官相の印絞をおびた當初は何事もなかつた。これはゥーファ映来會 
社の社長を兼ねてゐる阔棵黨首領フーゲンべルグなどが右翼聯立內閣の閣僚として頑張つてゐた 
からでもあつた、しかし、映菜のみならず、演剌、ヲヂォ、新聞、美術等一切をふくむ統制案は 
宣傳大臣ゲッベルスの手で起草されてゐたので、フーゲンべルグ等他派を閣外に追ひ出した後 ria 
もなく一九三三年九月にゲッベルスを總裁とした文化院法發令にょつて映 S その他は强力なナチ 
スの統制に服することになつた0 

私は映盡をナチスの理想とする域に近づけるには、映迸企業を！2營にしない限りは、不可能だ 
と思つてゐる。これまでの企業若しくは營業としての映畫を、國民文化敎育の一つの手段として 
映®にまで高めょぅといふのがその統制の骨子なのだが、一方において資本主義的企業が是 Is さ 
れ、從つて映*も亦ナチス治下にあつては企業の對象たり得るのであるから映瓷は「文化敎育の 
手段」 と 「企業の對象」との ng を 往来して安定を缺く有様である。た ir し、 この m 極の間を移行す 
る振幅の度合ひは、ナチス政棵の確立と共に漸次縮まつて きて ゐるか ら 、いづれは兩極の中心た 
る半企業、半文化敎育手段のあたりにおちつくであらぅ。私はもちろん映鑼の苒門家ではないか 
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ら、その過渡期の一滯在者としての、「雜觀」をこ X に 書く に過ぎない • 

「キング•コング」がベルリンの目貫ッオー街マルモアハウス館に上映されたのは此の文化院法 
令の出た直後であつたと思ふ。アメリカで旣に見て來た人の話では莫迦々々しいほど面白いやう 
だし、日本の新聞では全國的に相當センセーシヨンを起した映£らしいので、私もぜひ見たいと 
思つてゐた。ところが I 週間を出ないうちに•當局から上映禁止處分を受けて街頭から 消えてし 
まつた、禁止の理由は白人の女ともあらうものが、®類から愛^^汰で追つかけられる如きは、 
白人全體の面汚しであるばかりでなく、高度の物質文明を誇る近代都市が m 類一匹の來襲に大騷 
ぎをするといふことが怪しからぬ、假空の事實を必ずしも抹斥しないが、こんなのは科學を全然 
沒却し文化國民を愚弄するものだ、といふのである。ゲッベルス宣傳相の一擊で、私は遂に「キ 
ング•コング」を見損つたのであつたが、その時氣づいたことは、この禁止處分も、また此の映® 
そのもの も、 ドイッでは何らセン セ ーシヨ ンを起してゐなかつたことで ある 〇璁じて、 ドイツで 
はアメリカ流の誇大なセンセーシヨンナリズムは、 國民全體 に 人氣の ない こと 夥しい〇斩 M でも 
- T メリカの黃色新聞の編輯を ty 倣した「テムポ」といふ新聞が出てゐたが、ナチスになると肋もな 







く廢刊した。私は T メ 9 力翁 M の影響の最も强い日本新 M 界に育つたので「テムボ」紙が數ある F 


イツの新聞の中で最も新聞らしい新聞と感じてゐた。それで同紙の«刊はナチ當局の彈壓にょる 
ものであらぅかと思つてドイツ人に訊いてみたところ*この新聞の編輯ぶ りは ドイツ人からひど 
く嫌はれ、ナチス制 si 以前に部數は激減し•企業として成立し得ないものであつたのだ。 C.VIC 
固民性の相違といふことが考へられる。同じ非常時局の下に國家の映*統制であつても、日本で 
は重 m 氣分を緩和する笑ひの要素として歡迎される映畫が、ドイツでは國民を愚弄丁るものとし 
て一擊を唸らふのである。「統制 J 0 模倣は法律の條文を直检入しただけでは、ものにならない¢5 
であると考へたことであつた。 

その頃、伯林を訪れた秦豐吉氏とク I ルフェルステンダムの映£館で「燃ゆる祕密」を見た、こ 
れはナチスのため外國に逃亡した左翼系作家シュテファン•ツワイグの小說をバアリア社で映« 
化したものだが、迫力をもつ/<:藓術的感銘の深い映£で、秦氏が「だから伎は藝術の魅力から一 
生脫し得ないんだ！ J と靑年のやぅな嘆聲を發したのを忘れることが出来ない。姦通をテーマと 
してゐるので、日本に輸入は不可能だといふ話であつたが、伯林では、それ.から一年後やはり同 



Is 

じ館で再度上映をしてゐたのを見加けた•しかし、反ナチ K のッワイグの小說の 出版も、 その 映 
畫化も、昨今の ドイッでは 御法度で あることは、もちろんである 0 

當時、ナチ K 政府の映® 統制には多くの無理があつて、映畫製；^者と當局との間に イザコザ 
が絕えな かつた、 それは檢閱の キ；® をシナリオにすると、シナリオ さへパス すれば、その映班は 
よい加減な もので あつてもいいといふことになる。ユダヤ人の スター 連は その ^ から追 はれるし 
シナリオはナチ K に迎合したものだとなると比較的自由主義者の多い映£ 界で は、 監督も 俳 ft も 
氣を腐らせてしまふ、 映 菜 企業家 も 政府の 統制に氣分が壓しつぶ されて 金を かけた 映箦をつくら 
ない、従つて良い映 IE は生れないのだ。 

だが、宣傅相ゲッベルスは文化院總裁だけに、文化々々と口喑ましい、文化的に見て甚だしく 
見劣りがする低较映35はドイッ^民の文化の程度を高める よりも 引下げる ものだと一喂して、片 
つばしから俗惡映畫の配給を禁止した。かぅたれぱ檢閱の m 心は シナリオよりも、出來上つたフ 
イルムに移つて來たわけである、が、これでは映©製^^者はたまらない、折角苦心して製作し 
ても、そのトタンに檢閱で禁止となれば莫大な損害である、だから「檢閱は シナリオ だけにして 
くれ」、「イャ出來上つた映妥そのものを見なくては」と兩者の意見〇對立は J 年ばかしも赛 v > k 。 




ドイツ映 S ももうおしまひだといふ嘆聲を隨分聞かされたものであつた、しかしこの爭ひは眹篆 
企業者の代表者も檢閱に參加せしめるといふ點で妥協をみた0 

めざとい映查製作者は、當時、戰爭物を盛んにつくつた、戰爭美談、戰場の英雄物語などを輕 
くこなしてゆけば當局の禁颳を食ふ心配はない、宵怫戰役や歐洲大戰に題材5:求めた戰爭鼓吹物 
が相當汎£した時代を現出した、私は時折散歩の〇いでに場末の映®館をのぞいて此の探な映蹇 
にぶ00かると、日本での劁剌物を思ひ出した〇觀衆も小店員や女中階級が多く、 K タリーンに 
躍るドイツ軍人が間謀となつて國境に逃れる場面に彼らが興奩を覺ぇるあたりは、刽剌物の殺陣 
に對する興味と同じである。 

しかし日本 ( D 刻劇物は子供の觀衆が多いが、ドイツでは子供は大人の映£見物に同伴を禁ぜら 
れてゐるし、また一般の習慣もさうなつてゐるから、戰爭のクライマツクスで子供がビービーロ 
笛を鳴らして騷ぐ映突館風景はドイツでは見られない。子供は日隈日の蜜間、子供だけにゆるさ 
れた映畫を見物する•これも主として戰爭物で、「ェムデン猇の脔戰 J などはドイツ全阈を持ち M 
つた映*である。その他「ヴェルダン」のやうな犬がかりな大戰回顧物や、ツヱツペリン號の0ン 
ドン空 SI や潜水艦の悲肚な最後をテーマとした戰爭物などは、子供も觀る許可を當局は與へてゐ 

一_| 




たが、時 ra は一定の時間に限られてゐた〇 

そのぅちに、ナチ K 當局自らが製作したナチス宣俥映畫 なる ものが現はれた、 「突 擊贅 ブラ 
ンド」がそれだ。左典と〇抗爭時代からナチスの勝利までを、 「ブランド 父子」の思想的相剌 を 中 
心に s 化したもので靑年ブランドが父親を感激させる ところ ' e 終るのだが、共產筑を無 ffi 漢扱 CA . 
にしてゐる點は却つて反感を催して効果の薄い も？ あつた。次いで出た 「人權 の爲に」は歐洲大 
戰 後の混取と腐敗 Qfss 亡狀 Q 中に誰％ 人 檷§めに正遂と S たハを示すナチスの自己 粒费 
映畫で、これもやは〇共產黨以下產を？ャ人 Q 黄金とスパイに®る霞奴として描いてゐる 
二年前には共產熏が公黨として存在してゐたのであるから、 C . のナチスの手前味 * §• は 斑 於 C ■は 
笑を買ふ部分が多かつた0 

その後I丨ルンベルグ S 大會を扱つた「意志の勝利」をはじめナチスも段々に宜傳の コッを 
會得して來て、私が歸國する直前ライン q 再軍備を主眼とした，, TK 的宣5映®は？ナチス 
映 S 白眉であつた— *大戰後 S 氣力沈滞、ヴ H ルサイ5約 Q 桂格ニデャ人の跳聚 

saHJQ 衰退を Is みない個人主遂者それらと對 M せしめつ..， ヒットラ I の «[ 頭を說 き*; ^親成つ て 




後の秩序整然たる國情と、躍進する阈力の發展を大自勖車道路や、ヒンデンブルグ號の雄姿•軍 
譫エ業の殷盛、£1村の復興等〇實景で描き出し、最後に阈軍の一兵たりとも入るをゆるされなか 
つた ライン 地方に、旗鼓堂々民衆の歡呼をあび〇 V 進軍するドイッ軍隊の威容を M . せたのだから 
これは百パーセント効果的であつた0 I ヶ月間、どの館へ入つてもこの映畫を見せられたが、そ 
の都度觀衆は萬雷0如き感激の拍手を以てこれを迎へてゐた。 

ペルリンのオリンビック映诳も多分ナチ K の宣傳映迸の使命をも〇ものであるが、「意志の勝 
利 J 5: つくつ た レニ•リー フヱ ンシユタール孃が總監督社長となり、ゥー ファ ー以下各映*社で 
撮影した フイルムを 全部統合した上で編輯し、一九三七年の夏に全世界に配給す ると いふから、 
ナチ K 政府のお手際を拜見する0も面白からぅ。 

文化映査は昨今最も力瘠を入れてゐるもので、これには思想的な背景が少ない上に科學を愛好 
するドイッ國民の心情に適して歡迎されるので、非常にょいものがドシドシ製作されてゐる、動 
植物の生態、海底の驚異、觀光映蓮.尖端文明の解說 等々、 ニユース映*の次ぎにスクリ1ンに 
峽し出される文化フイルムは、ドイツ滯在者にと〇て一つの樂しみである0 

IBM 


元来 K イッの常設館は•日本のそれと比べると槪して小規模だが清潔で靜かだ、映茧も一本立 
て s '、 それに-ーユー K と文化映®がつく。二時間以內で見柊はるから便利である、へ卜<に疲 
れ切るまで幾本も映聳を見なけれぱ見た氣分の出ない日本とは非常な相違があるが、これは生活 
程度の差異をも考慮しなければならぬ問題であらう。 

映盡そのものもドイッ映畫などには外國への輸出が可能だから、金 t : かけて製作出来る。各 H 
とも外國映迸は經濟的な意味からなるべく輪入しない方針であつても、大衆の心はよい映®に R 
ひ寄せられてゐる。ドイッでもナチ K の精神に反しない限りは外一一映聳はいくらも入〇てくる。 
イギリスあたりはこの二三年來よい映逛をつくるやうになつたが、何といつても アメリカ 映 S 
で、日本へ來るほどのものは大槪ドイッで見られる、 ラヴシー ンなどはカットされる部分が少ない 
からその點は日本などよりフアンは滿足を與へられるであらう。 

ドイッも輸出向きに時々よい映裝を〇くる、「逃亡者」「マプルカ」「君がため I ワルッ ー®な 
どナチスになつてからのも©である。 

外^にゐて、日本の映逛を見ることは•日本人に i つ一-は钗かしいよりも、辛いことで5つた 




フオツクス社をはじめ 米國 やその他の 外國 會肚の U ユ ー ス映赛中に*日本がよく出て來る•われ 
<が現代日本文化として自慢するものは、多くは歐米の模倣であるから、彼ら歐米人にとつて 
は何らの興味も惹かない、從つてなるベく珍奇な風俗習慣を紹介しようとする、そこで淫祠邪敎 
や貧民街や古風といふよ®も、原始的な生活の一側面を撮つてゐる•場內がパツと明るくなつた 
瞬間白人等は映谌の生々しい印象をもつて、有色人種としての私達の顏をのぞきこむ ( D である、 
その眼には明らかにまだ未開な東洋の一角を蔑むやうな意味をもつてゐる。 

•この種の映进はニユースフィルムに限つたことではない、例へばフランスでつくつた「ラ•バタ 
ィユ J (海戰)はツオ I 街のヵピトール館で三遇間％映されたが•日本の海軍士官が妻を犧牲にし 
てまで外國武官から機密酱類を盜み出すといふテーマがいけないばかりでなく、ロケーンョンに 
使はれた淸水港の實景そのものが、日本の贤生活の低さを遺«なく轵芘したものである、軍艦の 
E 大なるに反して、紙と板でつくつた屋极の低い民家、載爭と問いて熱狂する民衆、アジアの民 
衆とはかくの如きものかと白人は思ふのである。伯林の日本人村では ili ; の映迸をナチス當局によ 
つて禁止して莨はうといふ輿論が起つた。しかし、皮肉にもドィツ人の問には此の映^は頗る好 
評であつて、日本があんなにも威風堂々たる艦隊をもつてゐやうとは思ひもよらなかつた、改め 

1 E 五 
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て日本人を尊敬する、といふのだ•廣重の浮世繪に描かれてゐるやぅな未開な日本でないといふ 
印象を與へるだけでも効果はある、といふ議論も强く*「海戰 J 禁止論は頓挫した ( D であつた。人 
體百人一般の日本に對する觀念は、その程度のものである*決して日本でわれ<が自惚れてゐ 
るやぅな日本ではないのである。 

外人の撮影した日本に關する映 S が困り物であるばかりではない、日本人の手になつた刽劇物 
などを外阈の地で見ることも閉口である。ウンター•デン•リンデン街のカメラ館で見た日本時代 
劇は映 S の拙劣低较はいはずもがな、多數の人を殺しておいて血刀を月光にすかしながめて•'ツ 
と微笑むあたり、われ<には何でもないが白人はキヤツと叫んで眼を蔽ふてゐる*私は外人に 
見そるための目的で聰明に製作された映进が、日本からドシ<出る日を待望せざるを得なかつ 
た。その意味で、これは外人ではあるがドクタ T •フアンクが、今度六十萬冏を投じて日本で撮 
影した「新らしき土」に期待する、新春早々ベルリンで封切られると傅へられるが、「海戰」の軍 
鑑に驚嘆した伯林人の日本認識を、更に1»向上させてくれるであらぅと思ふ。 














Y ナチス人物篇 


ヒットラーの橫顔 

ベル9ンに「ハヌッセン新聞」といふのがある〇ユダヤ人の豫言師ハヌッセンの tl 刊したもの 
で、 へそく 〇を溜めた婆さん や、 良き婿がねを求めあぐんでゐるべルリン娘や、何かボ tl ィ令 {.1 
けはと血眼にたつてゐる株屋の兄ちやんなどが、その有力な讀者庇を構¥る。ハヌッセンは* 
これまで世界的政治家の運命判斷をやつて、それが奇妙に的中したために、彼の占ひと拽言は念 
に大衆的人氣を獲得して•その新聞は迷信深い人々の間に飛ぶやぅに費れたのだつた。このハヌ 
ッセン先生が人もあらぅに、ヒットラー首相の運勢判斷をあへてしたのである。 

I 困 -t 



IH 八 

それはヒットラ 1 氏が一九三三年一月卅日、ドイッ共和國首相の印絞 i : おびて rM*I もないころの 
ことであつた。「ハヌッセン斩聞」は堂々とその紙面の トッ ブに大見出しで 「ヒットラ ー の天下は 
向う九十日しか持たないで あらう」 と豫言を揭げたので ある。 

ところが、それから日一日と加速度的に烈しさを高めてきた國民革命の狂嵐は、いつの間に か 
ハヌッセン君の生ける姿をも、世人の視野から奪ひ去つてゐた。そして人々が彼を再び 見出した 
時は、彼は死後ーヶ月を轾た死粒となつてポッダム近郊の松林のなかに横たはつてゐたので あ 
る U 彼の豫言は不幸にして的中しなかつた代りに、彼のたつた一つの生命の方が、 まさに 九十 日 
を出でずして、現世におさらばを吿げてゐたのであつた。おょそ占ひ師が自分自身の運命判斷で 
けは如何ともしがたいことは、西も菜も變りはないものらしい。 

だから-でもないが、最近は「ヒットラ—の天下はいつまで技く？」などの質問 5 : おほ〇び 

らに試み tQ は*なくなつ た。 僕もこ /J でヒットラ 1政權 q 將來を論議す る i は控へて おく 
としょう。否、とに角すでに ヒットラ1 政構成 i : して その 基礎は 勘 3» ぬものとな〇てゐる〇ヒット 
ラー首相はその率ゐるナチス(阈民 社. 枚 主義 ドイッ勞锄者 E ) の剪牌猛卒 とともに、あらゆる反對 
派を左31から右贾へ一棰でして •完全に一 ^ IE 、 水 も洩らさぬ首相®裁 IO 新 ドイッを つくり J - 





げてしまつたのである。その S 動の 餘 波は遠近を ^撼せ しめつ i 全 味 危 14 の焦點 ri おれのところ 
だと f かり，3 1 ロッ パの眞ん中に大あぐらをかいてゐるのである。そしてヒットラー氏を取り 
まく 雲の如きナチス政客の群は今や世界の視線をあび？、西に東に縱横の活躍—てゐる、 
この眼前の事實は、何人も無視するとは出來ない。 

そこで思つても見給へ、十年前のいや、二、三年前のでょい「世界人名擗典」をくり蹐げてみ 
て、そこに今日の K . ィッを背負ふ人々の名前が幾つ出てゐるであらうか。 

ヒット ラー氏の 異常な 進出ぶりに注0してゐた人は決して少くはなか〇たで も あらう。だが彼 
0幕僚た るゲ ー リング、フリック、ゲッベルス、 フエー ダ、 へッス、レ1ム•エップ、ローゼン 
ベルク、ダルレ 等々の名前のうちの一つで もを 幾人が記憶にと V :めてゐたであらうか？^ に、 
彼らこそは ヒット ブ1政權の確立とともに忽然としてわれ <の前に脚光をあびて登場した人物 
であるのだ。その意味で、まだ日本にとつても餘り知られてゐない彼等について侯は若干の素描 
を試みたいと思ふのた。 

御大ヒトラ tr 相の生立ちや、政治運動等に關しては、日本でもあまりにも多く語りつくされて 
ゐることでもあらう。全く彼 Q もつあ Q ナポレオン型 S 髮とチヤプ*'ン型のひげ、そして險惡 




な風雲を凝視する銳いまなざし、 - それらはすでに世界中の人々にとつてあまりにもボビ ュラ 

1 な存在となつて ゐる〇 た V 、われ <が彼について あまり 知つてゐないことは、 絕對的 獨栽首 
相としての彼が、朝から晚 までく り返して ゐる その日その日の生活は•どんな風なもので あらぅ 
かといふ點でなからぅか。まだ獨身で(「政檯と結婚した」と豪語して ゐる 彼は一生*:獨身で押 
通すかも知れない)それから豪傑のくせに酒も煙草も口にしないといふ彼が —— 。 

ヒットラ ー首相の私生活の本據は南獨のミュンヘンに ある。 そこには彼の祕書がゐて、彼あて 
の手紙を開封したりサィンの依賴に應答したりしてゐる。ベルリンにある首相官邸に1:さまつた 
時には、階上に起居して，執務する。この官邸には、彼の運轉手とその細君と、ミュンヘン生れ 
の女中とがゐる〇運轉手君といふのは大戰に從軍した軍人上りで•古くからのナチス黨員だ。そ 
のほか、謹衛係と L て殺めしい S.A (突轚 隊 )0 制服に身を固めた 豪 力無双©、雲つくばか〇の 
大男がゐる。 

朝の六時に、ヒットラー首相は起床する。六時半が朝食。それから黨における彼の代表者*す 
なはち玆首代理のルドルフ•へッスを箪話口に呼出して緊:-3:事項の打合せをやる。七時と八時と 
の 間にヒットラー首相は事務室に入る。そこでまづ完全に統制された彼の新聞に眼を «& す 0PU1 4 




なく 各 大臣の 祕書官が 書類を持つ て 伺候す る。すべての 問題* f * 立ち どころ に パタ^--- と片づけら 
れる。首相の机上に保留されるものは一つもない。日本のお役所にぁる「旣決」「未決」と赛い 
た賓類入れの函はヒットラー氏には無用なのでぁる。 

十時には宜傳省次官フンクの取次ぎで面會が初まる。外國の新聞記者の訪問には必ず通譯を〇 
け、一々速記させる。訪問した記者は後刻その速記に署名させられる。日本で首相 i : 訪問するや 
うに手輕にゆかぬ。殊に近ごろはヒットラー首相に限らず、政府首腦者の身邊齩 m で、含見は頗 
るむつかしくなつた。この點はだん-^ P シアのスターリンとそのスタッフの人々に近似して來 
たやうだ。 

さて突には外交官連の接見だ。その時にヒットラー首相は禮服と着替へる。そして最後の外交 
官が挨拶して引退がるや、彼はャレ <と ばかり大£»:ぎで禮服を脫ぐのだ。彼には固いヵラーが 
とても 窮屈でたまらないらしい。さういへぱ近ごろ見るヒットラー苜相は甚だ肥つて來た。下 B 2 
がつき出し、 顏も 一段と豐頰に、首のまは〇もデッ プリと 一まはりは太くなつたやうだから因い 
ヵラ 1は一庇齡屈な こと だらう。 

资食には•いつも十數名の客と食萬をともにする〇その客といふのは、首相が午前中に誰彼の 

|五1 
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差別なく氣まぐれに招待したものだ。爪に垢 5: 埋めたザール地方の勞働者や、突架隊員や、 とに 
角汚れた靴のお客様がその席に缺けることはない。 

食事の問もヒット ラ ー首相は談論風發、內政問題以外のことなら何でも話題と なる。 彼の泛も 
好きな話題は建築、自動車、音樂だ。その席に氣取つた、丁重な言葉遣ひの貴族臭味の 人 RI 1 が ゐ 
ない限り、彼は方言を交へた談話が好きだ。 

彼は前菜として客に野菜果汁、パィ H ルン風のォートミールを出す。これは如何にも禁*0せ 
義 、菜食 產 Q 主人 f し Q ぱ V るも Q だ。；^彼5て客にはヮィン も 出せば、牛肉も魚も出 
さぬわけではない。食後にもし事情が許せば•彼は短かい睡眠をとる。 

午後には政治に關する# li がある。飛行機はいつでも飛出せるやぅに用意して彼を待つ てゐる0 
彼0好きなのはミュンヘンとケニヒスペルヒへの飛行た〇ヒットラーは、しかし 、 tm を < ff まを 
い。就§大槪夜？二時、墨と8と if 好きで出かける i が f が*舞踏$、夜の喜 
tt あまり顏を出さない。暇があれば害齋にこもつて、讀書に耽ける0 

「ヒットラー首相は新らしきクロンゥ H ルである！」と•いつだつたか a : 倬. x 臣ゲッベルスが喝 
破したことがある〇さぅいへば卜 R ツキ1が「レ,ーンは、ナポレオンにも、 ムツソ 5— -- にも^ 



ベる ci は出來ぬ。彼はまさにク n ンゥエルと II ベスビエ ー ルとに比すべきだ*レ*ーンは二十世 
紀におけるブロレタリア•クロンゥェルである！」と 叫んだ 穿 最が思 ひ出される。^を 私兵 化し、 
薄の代議士をシルクハットや燕1服で瘠飾る代りに、 獨裁棰 力を守る武装した闘士に仕立て上 
げてゐる點では、レニンも、ヒットラ 14 ク n ンゥエルの故智に學ぶところ多大なものがあるで 
あらう。ムッソリ 1 --また然りで、現代獨裁政治の研究は差當〇てク a ンゥ H ルからといふと C . 
ろだが、果してゲッベルス宣傅相〇いふ如く、ヒットラー首相はク a ンゥ H ルを40て任じ- C ゐ 
るであらうか。われら局外者から見ると、ヒットラー首相はクロンゥ H ルょりも、ょ*''多分に 第 
二のムッソ91 - 一たらんとしてゐるかのやうだ。 右手を 高く上げて 敬禮 するところも* 突擊 KQ 
組織*編成、服裝等に至るまで、殆どムッソリー - 一式の 模倣で ある。 昨 夏ムッソ 91 ュ 少年 兵が 
ペル 9 ンを訪れたとき、ヒットラ 1 少年 兵と 並んで 行進したのを見物したが、 服裝 から 太鼓の叩 
き 方までドイッがイタリ ーの眞似を してゐるのにおどろいたくらゐだ〇た. 0 
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ニヒットラ I の日本 文化 觀 

萬事 ムッ ソリ In 親分の梭倣に腐心してゐ るかに 見える ヒット ラ ー首相も •たつた一つ ムッソ 
多1一一と反對のことをやつてゐることがある。かつてイタ 9- の ムッ ソリ ー ーー首相はインド、 ベ 
ルシャ、 H ジブト、シャム*日本等々のアジア靑年學徒を a - マに招待して、アジア協#といふ 
0を發會させ、大いにアジアとの提携、有色人拽との親善を高唱したものである 〇ヒットラ ー 首 
相のドイッでは、この反 ti に、 H ダャ人排斥から進展して一般有色人種乃至輕蔑に力をそ1いで 
ゐるのである。 ヒットラ ー首相の腦裏には、白人種に對してわれ < 有色人 is は|段と低いもの 
だとの見解が先入主的に n ビリついてゐることだけは間違 ひない 。その-—* つの 證據に ヒット ラー 
首相が日本(〇文化に對して加へた批 if がある。彼が一九二三年のミュンヘンー挟に失敗して*ラ 
ンプべルクの耍寒監紱での禁錮生活中に執筆した「わが鬪爭 j の中にそれが發表されて ゐる 0(こ 
の著 Q 第二 卷の 方は日本でも譯 出されて， Q るが-まだ譯 出されて， 〇 ない第 j 卷〇三} 八べ ージか 




ら次の べージ にかけて、それがある。)すなはちヒツ トラ ー 氏は人類を三種に®別する。文化 ffl 
造者と、文化擔當者と文化破壊者と、そしてこの第一の文化創造者と呼ばるべきものはアリアン 
人種(吾人が白人と総稱してゐる人種)だけであつて、このアリアン人種が一切の人類文化の礎石 
と壁とを創造したものである。 —— と前置きして•さて詳しく說明する。 

日本それ自身の文化に歐洲の技術を取入れたものだと多くの人々は考へてゐるが、實はさうで 
はなくて、歐洲の科學と技術とが、日本人の特性によつて隈どりをされてゐるのだ。しかし* 
た5:これだけの仕事をした♦たけでも、東洋人は一般人類の進歩に追隨することが出来る。もし 
も今日以後、日本がヨー P ツバやアメリカから取入れたところのアリアンの一切の影想が失は 
れてしまふならば、暫くの間は日本の科學および技術における今日 ( D 降盛は維持し得るであら 
うが、しかし、數年ならずしてその源泉が涸れてしまひ、日本固有のものが殘る。さうなれば 
今日の文化は枯死し、そして再びアリアンの文化の波 rc よつて呼びさまされた七十年前の眠り 
に還つてしまふであらう。日本は、もしもその源泉的な、創造的な人種的核心が失はれるか、 
あるひは、文化的領域における最初の發達のための刺戟を與へたところの外部からの影響が、 
その後になつて失はれてしまつたとしても、日本は一つの獨立した國民ではあり得る。だがし 
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かし、ある鹂民が、そ0文化を他の外固の民隹から*その文化€>#*的な基礎材料を得てをり 
それを受けつぎ、捶取し、自分のも〇に〇くり替へ、そしてその外部的影響が«按しなくなつ 
た後には枯死してしまふならば、人はかくの如き民族を文化の檐當者と V *ふことは出来ても、 
斷じて文化の創造者といふことは出来ない。 

ヒット ラ ー氏の文章は、そ Q 行動の直截味に富んでゐる Q とは正反對に、またその出身が ペン 
キ屋さんであり、兼ねて建築 H であつたにか、はらず、妙に難解な廼りくど v » 表現で琪られてゐ 
るのが特@だが、こ、で日本を評して£>ることは•要するに「日本には獨特の、固有の文化なん 
てものはない。あつても非常に低度な 40 だ、その文化の上 K ; 優れたアリアン族 0 西洋文化を倍 
〇て來たものだ」といふのだ。そして「日本國民は西洋文明0おかげて大きな顏をして £) るが、 
この西洋文化の供給を西洋が斷っならばやがて德川以前©無智蒙昧の狀態 K 還ってゆくだらう」 
といふのである。 


何を無智蒙昧といふのか知らないが、少くと4ヒットラー氏の方が德川以前の日本民族が、い 
かなる文化をも〇てゐたかについては全然無智であることだけは、これで説解することが出来よ 
ぅ〇そして 迷惑にも， この 無智の上に立脚した彼の日本觀なる ものが 「われらの輝ける指導者 J 





©■ 著書と して V ナチ K 黨員に とつて は バイブルのごとく* tt たまた コ 1 ランのごとく* 全 ドイツ 
に百萬 部 二百萬部と物凄い費行を示して v < o ることだ。か、る誤れる日本觀の佴播 が、 日獨兩稱民 
の理解の上にいかなる効果をもち來すかは、およそ想像* C あまりがあるであらう。 


三支柱ゲーリング 

ゲ19ングとゲッベルスとは、ヒットラ ー 首相にとつて は •その右腕であり•左腕である。 
外國の新聞記者は、ヒットラ ーに おけるゲ ー9 ングは、ムッソリにおける 痒 猛外相グランヂ 
だと批評した〇ゲ19ングがドィッの航空相を兼任し、ドィッ空軍の完成にその巨腕をふるはぅ 
とするのをみて、ゲーリングは、あたかもムッソリ ー ーーにおける航空相バルボだと評した外 3¢紙 
もあ〇た。だが、 S 際のところヒットラーにおけるゲーリングの地位は、ムッゾリーーーにおける 
グランヂやバルボ程度のものではない。ムッソ91二はグランヂがジュネーヴの网際聯盟から戾 
ると、駐英大使に 餅 令一本で逐ひやつた。ヒットラ1とゲーリング0場合は、このやぅなことは 

|五七 
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あり得ない o 少くともヒットラ ー 首相にとつてはゲ ー リングは部下といふょりも兄弟に近い • 
ゲーリングは、歃洲大戰の時は飛行少尉として出征した。そして主として西部戰線で活躍し、 
その生命知らずの!£襲には、聯合軍も散々惱まされたものだ。今日、ゲーリングの胸間に輝くボ 
ゥル•メリト最高動章はこの時のかれの殊動を物語る〇大戰後肚會民キ：菜政府にあきたらず祖國 
改造01念から政界に志した0そして一年生からやりはじめる氣で、ミユンへン大學生となつて 
歷&蛣_擧と«妓强したのである。そこにヒットラーと相識る機#が生れた01夜ヒットラー 
E の演說钤に顏を出したゲーリングは忽ちヒットラーの雄辯に魅せられてスルくとヒットラー 
黨の伞下に馳せ加つたのである。そして退役飛行大尉の杇書をもつて大學生ゲーリングが、薫に 
おいて檐當した敁初の仕事は突银除の隊長であつた。 

一九二三年十一 ar 九日——ヒットラーはこ0日にミュンヘンー揆を起したが大望は畫姘に歸し 
て、ヒットラーは捕 へられてランプべ ルグの監鉍へ、突擊隊長ゲーリングは政府軍の猛射を浴び 
て負傷し同志 K : かつがれて國外に逃れ出た。イタリーで傷を费つてからス H 1 デンに入り、こ V 
で飛行#社の飛行士に a はれ雌伏：九年、一九二七年特赦令の恩典に再び！ S かしきドイツ te 歸って 


來たのである。 




翌年、 ゲ ー リングは ヒットラ ー 派の代 Is 士 となり、いょ'^-政洽家として本格的活動に入つ 
た。 しかし ゲ ーリングが眞に ヒットラ ー派の大立物として登場したのは、ナチスの重鎭グレゴア • 
シユトラッサ ーの策動を押へてからだ。 シユトラ ッサーは•ナチス〇全阈組捺部長で、かつ W 民 
社會主義在癉軍人围の首腦であり、なか^^大きな勢力をナチスの陣營內に扶植してゐた。かれ 
の弟の オット ー •シユトラッサ ー はナチスの最左冀ともいふべき急進分子で、「ナチオナル•ゾ 
チアリステン」といふ新聞を發行し. とも すれば资本闕 と 妥協せんとする ヒットラ 1に對して、 
絕ぇず辛辣な批判を加へてゐた。 

ところが、この兄のグレゴアがどぅしたはづみ か、 政櫬に焦慮した結果、シユライへル將軍と 
結んで聯合內閣を起した。そのためにナチ K の陣 S は眞二つに割れるやぅな危機に直面した。こ 
の時だ、シユトラッサー兄弟の對立者として實力を養ひつ、あつたゲーリングは索起し、去就に 
迷ふ日和見 m 員5-叱咜して、逆にシユトラッサ11派を孤立せしめ*その勢力を m 外に逐ふとと 
もにヒットラ1おょびナチスの危機を救つた0である。 

ヒットラー政權樹立をみるや、ゲーリングは一躍ブロイセン首相 K : 進み、從來比較的ナチスの 
勢力0翳かつたブ P イセン園內に確乎不動の勢力を植表つけた。さらにかれは航空大臣とドイッ 

一 五光 
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M 會 1 とを乘ね、またお 手 ® で进役飛行大尉から一足索び tc 步兵 大将となりべル > JVOHI ベ 
ルト街をゲ i ング街 1 C 改稱させるなど f 飛ぶ鳥 i : も落す勢力」とは、今日のかれ QC と1:いふ 
〇であらう。 

ゲーリングは明けて四十四歲、まだ前途春秋に富む身だ。見るから豪肚、 K ネルギーに滿ちた 
タンクのやうな巨 M は名實ともにナチスの大黑柱と思はせる。かれ©唯一の道樂は、あ.の大きく 
庚い胸問に、動章を一ばいブラ下げる C . とだ。これについて面白い話を聞いた C とがある0 
ある晚首相ヒットラーは、芝居を見て to るうちに、つひ陲氣を催してゥト^^となつた〇そし 
てハッと氣がついたとき、舞裹では今し動章をキラ<させた肥つた軍人が登場してゐた。首 . ffl 
には、この動韋だけが眼 K 映じた〇であらう0 S #—— ゲーリング、宵相は突^!！:綦杧《つて叫 
んだ〇 

コレコレ、ゲ19ング君！そんな恰好で铒へ出て ゆく んぢやないょ一 
この話の«僞は、侯は知らない0 



四、智謀ゲッベルス^^ 

% 

TIS なら、ゲッべ tn が力—後者は雰。世界 Is 供省— 
しらへて、みづからブロパガンダの大臣と名乗るだけであ？ •口八丁、 手 八丁、 朝から晚ま 
で、大ゎらはになつて宣傳戰に活躍す る。 

そのゲッ•ヘルスは、五尺足ら2小男で—。おまけに少しばかり？こだ。しかし、その面 
典は精悍無比、同じ<小さいが精？、哲人の i — つ i ド®二ガン S 雲たる 
ところがないではない。ゆ含人呼んで彼をニトマ•プニ•カンヂといふ。 

ゲッ•ヘルスは一八九七年十月廿九日ラィンランドで生れた。だからこの間喬 i になつたば 
かりである。ゲ グ Q 四十四 f いひ、現在ッを牛耳つて tls 、 5れも靑 
年乃至壯年であることは美ましい。 

彼がラィ？ Hrv >— れた1、被が—者と.して起？とに大—が—。何となれ 
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ば大戰後佛軍はラインランド1:占領し、彼の故梅はその軍政下にあつたので あるから•彼が まづ 
反佛運動に共鳴した ことは 首肯出來るのである。彼は一九二四年、同志の 靑年と秘密結社を組織 
したが直にラインを逐はれて H ルバフイルドに行き、 こ V で「國民の自由」 とい ふ 新聞を 發 it し 
た〇ヒンデンブルダの大統領選擧には最も活動し、その 存在を 認められて*ナチスのライン おょ 
ぴルール地方支部の書記長 rc 拔擢された0こ V で彼は後年ナチスが誇る最も堅固な支部組織の基 
礎 i : つくり 上げたので ある〇この 組織能力をさら re 强力に發揮 せしめる ために、翌年 ヒット ラー 
首領はゲッベルスをベルリンに派遣した。彼は その ベルリン 進軍ともい ふべき 著書 「カムブ •ゥ 
ム•ベルリン」の中に述懊して， q る。 

われ<の運動はマルキシスト的流血煽動の孫力のもとに、筆紙 re つくしがたいことに堪へて 
來た。時には*まさに絕望の淵に陷らんとした こと さへしばしばであつた。しかしながら、結 
局は、常に憤激と憎惡 とが 髙くわれ <を 支へてくれた。彼らの岡爭手段た る 技 忍 性の もとに 
われ <が降服する芝居!:、敵に打たせてはならぬために敗けてはゐなかつた0 
血塗られた E 旗は決してぐらつくやぅなことはなかつた'〇黨旗はます<反抗的に、いょ< 
決意的に、その旗手の剛腕に固く握られてゐた〇 




著書といへば、彼には「血種」「遍歷者」といふ二つの銭曲があり、またその鬪爭記錄には 
「無名の突帘隊 flJ 「レーーーンかヒットラーか」「第三帝國への道」などがある。 

5ある席で、彼が下僚を叱つてゐたのを寛した。小言をいはれてゐる男といふのは、彼ょ 
りも逸かに大きな H ミ - ル•ヤニングスを思はせるやうな巨大漢であつた。そ®男が自分を仰ぎ 
見ながら小言をいふゲッベル KQ 前に、首を縮め、猫背になつて、鞠躬如として S してゐるの 
である。少し漫畫になりさうな光景ではあつたが、俊はそのときのゲッベルス S を見た瞬間 
ハッと思はず心を打つたあるも Q があつた。相手を下から K 据么た彼の眼光の銳さ—.®に威形 
的な? il い形相をしてゐるのだ021のやうな恐ろしい顏で一言あびせかけられただけでも大槪の 
男は參つてしまふであらう0 

また*ドイッが K — 盟脫退—、外闻新聞記者團に通吿した®のことであつた。含場の 
宣傳省の大廣間は、外相ノイラート男を取りかこむ各 N の記者のざわめきで、異常な興奮の渦卷 
を呈してゐた。それは今にも第二次世界大戰が見舞つてくるのではないかといふやうな緊張した 
荩阐氣の中にあつた。 

このと き、 ゲツベルスは、ノ イラ" •卜男の見附役で、も—かのやうに、一隅にグット應をお 

12 
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ちつけて、 視縝 <: 外相からそらす ことなく•尨々 として シガ10 si : 輪に吹いて ゐた〇その 小 fi 
に 宿る底知れぬくそ度胸、いや*惡度胸 とさへ いひたいほどのものがそこに見られた0 
近ごろ*彼とゲッ ly ングとの仲が面白くないと傳へるものがある〇またある40は、ヒ7卜 
ラ ー 時代は過ぎてゲッベルスの時代が來たともいふ。外交といひ、 國民精神 作興と いひ、敎育と 
いひ內治とい ひ、 選擧といひ、昨今ナチスの政策でゲッベルスの 關係 せざる ものな く、 H 係 すれ 
ば必ずその中心にゲッベルスがゐる。宣傅大臣といふ多角的な地位がそれを然らしめる以上に、 
ナチ K の两 W トラストを一人で引受けた觀のあるゲッベルスそ 〇 人の« 力の 致すところだ、と 
いふ©である〇 

しかし、 これは割引して 考へ ねばならぬ 。今や、政治工作一まづ 完了し、文治 工作の み1»進を 
«较 しつ、 あるとき、主としてこ Q •力面の 得意な ゲッベルスの旗印が、ひと 杉 無人の 野を行く觀 
のあるのは當然だ。これをもつてゲッベルス時代來るとのみはいひ切れない 〇ヒットラーあつて 
のゲッベルスで あり、 ゲ ー リングあつてのゲッベルスであると、俊は思ふ。 が、 少く とも 現在© 
ナチスは 、ゲッベルスを無視しては決して 理解す る C . とが 出來ぬ であらぅことだけは 確か だ0 







五、フリック內相とエッ ブ大將 

ゲ1 リングとゲッベルス〇二人 1:のける と•あとは いくらか存在が小さくなる。だが、まだ將 
来0 ある 彼等の こと だ。 一應は 列傳風に紹介すべきが禮儀であらぅ。 

まづ內相の フリック 氏だ。彼は文相も兼ねてゐる が、 それらの政治的 経驗 は、彼が一九三〇年 
チユ ーリンゲン 政府の內相をつとめたときに十分に小手®らしがしてある。彼は宗敎の 镎琪 と祖 
圃愛の高調を 二 大方針としてのぞみ 、あの 「西部戰線異狀なし」のごときは發禁にするのみか、 
フイルムな ども 差押へ て大 5 ?m を加へた人物だ。 ワイ マール©博物館にある赤い文化资料などは 
亡國的だと一掃してしまつたので"當時まだ社會民主主義を 菜 切らなかつた中央政府との間に 幾 
度か衝突を来たしたこともある。 

ナチスの政府となつてからは、全ドイッの內相だ。舞臺が廣い。彼はその地方政通の奪取、中 
央集權 への 統一 化に苛烈な手腕をほしいま\にしてゐることは今さら述べるまでもない。 

M ハ五 
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イガ栗頭の、一見平凡なおやぢといふに is ぎない風貌ではあるが、 n チ-^の K 粹派で、かつ 
て警察官 i してミュンヘンの刑事課長をしてゐるころ、 ヒット ラ ー 派の 一 按 を 援助して、 警官 袋 
0活動$:逆に制时したといふ H ピソードもある。そんな關係で古くからナチスの Jfli 見られ戔 
にはこれに加盟し、一九二八年には ヒットラ ー派の代議士十二 名 (これを ヒット ラーの 十ーー 使 徒 
と稱す〕のうちの|人として院內總務の重歧についてゐた〇ゲ ー リング、 ゲッベルスとならんで 
三羽烏と謳はれるゆ焱んである0 

現在バイ H ルンの行政總監フオン•エッブ將軍は、ドイッ軍關中のナチス系で、以前には ヒッ 
トラーに代つて大統領選舉にかつがれるだらうとの搏さへあつたほどである。今は中央の 勢力 b 
ら離れてゐるょうにみえるが、ナチス發蛘の南方ドイッの重錤として聲望を j 身に 負うてゐる〇 
彼のひいき連中にいはせると、北にデンブルグ元帥 f 、 南に H ッブ大 wt 、 といふこと 
になる0 

彼は一九〇1年に支那 S 匪叛 si に、ドイツ武官として支那へ行つた i も f 、 その 
後ドイツの植民地鎭壓にはしば-^ひっぱり出されてゐる〇歐洲大戰には、大槪の大會戰に參加 
L 戰功をたてた〇戰後ポーランド國境が分割されるのに憤慨して、政府の弱瞍に あきたらず、反 


筝命0芑先_となつて共奄蒗琿电に努力して来た。そ0黏でナチスと1睬通ずる40があり、後 




革命の急先鋒となつて共產兹 51 梅に努力して來た。その K でナチスと一脒通ずる t のが あり、後 
にナチ K の一員となつたのである。歷代ドィッ政府は、軍闕の支持を得ない場合は殆ど崩壤し 
た。ナチスの對軍閥政策の方面にエップ將祺の演じる役割は主要である。その意味で、彼©存在 
は特筆されねばならぬ0 

ナチ K 經濟理論家ゴトフ91ド•フエーダ氏は比較的有名で、知る人も多いから省くが、彼が 
在野時代叫びつ i : けて来た經濟理論なるものは、今日全く顧みられず、彼もナチス傍系の シユミ 
ッ ト經浒相の下で次官をつ. t めた後退官してしまつた。資本主義と握手したナチスとしては當然 
とはいへ、少からず淋しい。彼の返り唤く日は何時であらぅか？ 

六、 口1 ゼンべルタとへツス 

ナチス外交 部長の ァルフレッド•ロー ゼンべルタ も比較的有名 だ〇 彼がィタリ ー のファシスト 
代表と會見して、露_の分割密 III を遂げたとか、 n ンドンを訪問して無名戰士の墓 tc 詣で、花輪 

I 六七 
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を 捧げたところ、ナチ K 嫌ひ© n ンドン兒に花輪を盜まれただの、有色人棟蔑視の外交 政策を深 
大#で發表しただのと、新聞を眼はしてゐる。 

彼は一八九三年の生れだからまだ若い〇黨外の ノイラー ト外相に代つ て早くその手腕を發揮し 
てみたいであらぅが、外交は最も愼重を 要する 。海外に 信望ある元老ノイラート 男を凌いで外相 
たるには、まだ一段の修業が必要であらぅ。 

とはいへ彼も相當の人物ではある0 H K トーーアに生れ、リガとモスクワの工科大學に學んだ技 
術家出身であるが、ュダヤ人揉斥とボルシェヴイキ攻擊の果敢な闘士として靑年時代から嗚らし 
てゐた。著書 も 「ュダャ人の移住の足跡」 「 a シアのベスト j 「國家 0 敵 ュダャ主義」 など、 殆 
ど I 貫して彼の立場を鮮明にしたものばかり0 

歐洲大戰の時は、3國、ポーランド、ドイッと、東歐諸闻を肢にかけて明應、晤躇した to 
だ。ドイッ fc ヒットラ V - ありと 聞いて その 傘下に加は り、 ミュンヘン ー揆のとき、 領袖 ケルナの 
屍を越えて突進し、猝官联の|齊射轚にビストルを揮つて立向つた勇猛な一面をもつてゐる〇一 
九二三年にドイッ國民の國籍を獲得し、ナチ K では黨の機關紙フ H ルキッシヤ•ベオバハターの 
主筆として重きをなした0 . 




日獨間に南洋委任治統領問題がもち上つた時、われ^-日本新聞記者團は、ナチス外交部長 B 
1ゼンべルクにインタヴユーを行つたが、そのときの彼の態度など、われ <に好感を與へたも 
のだつた。彼は|言も外交辭令を口にしなかつた。そして學生のごとく率直に眞摯に、しかも異 
常な m 情をもつてわれわれに語つた。そしてこんなこともいつた0 

日本は H 國干渉事件のドイツを云々するが、然らぱ日本はドイツに對してどんなことをしてゐ 
るのだ。大戰には聯合阐に加擔してドイツを敵としたではないか〇また最近では英米の尻馬に 
乘つて、ドイツにとつては死活の問題であつた上部シレジア地方の分割問題について、日本は 
ドイツが賴みにしてゐた最後の一票を投じて K イツに不利な解決を與へてしまつたではない 
か。このときほど、われらを悲憤せしめたものはないのだ〇滿洲を生命線だと主張する日本は 
ドイツの生命線を英米に引きずられて放棄せしめたではないか〇常に大國の*息をぅか V *ふ日 
本の外交 C そ反省を要すべきだ。 

彼は膽太きもの i ごとく、がつしりと落ちついてゐる〇彼は率直であるが|本調子に過ぎて遠 
謀深慮に缺くる憾みがある。ナチスの外交が振ふときはすなはち彼の人物が [ y ] 熟したときであら 
50 
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最後に、近ごろ新らしく無任所大臣として入閣したルドルフ•へッ K は、かつて E の人事部長 
であり、兼ねてヒットラー氏の祕書であつた。ヒットラー氏が天下をとつてからは、 E における 
ヒットラー氏の代理となり、隱然たる勢力を黨の內外にもつてゐる。彼の特费的な顏はドイッ人 
としても異例に®するであらぅ〇太く八字型に下がつた眉も印象的だが、どことなく東洋的な感 
じを與へる顏だ〇 

彼の生れは H ジブト〇アレキサンドリア市、甯商 Q 息子で、十四歲まではその地で育てられて 
ゐた〇しかし、彼がれつきとしたアリアン族である c とは、父がフランク族であり、母はヴンジ 
1デルに發祥するスイス 人 だといふことを彼の 人物 傳にはことわつてある。彼を駱駝に乗つた隊 
商の侔だと思つたら叱られるわけだ。 

彼は父の商寶を m ぐ意味でラインのゴーデスべルグに遊學した。ところが間もなく敗洲大戰と 
な〇彼は父の la . 阈を愛するあまり志願兵となつて、ミュンヘンのパイ h ルン步兵第一聯隊に一 s し 
て從軍した。西部戰線やルーマーーア戰線で幾度か負傷し、大戰の終りごろには少尉 K : 任ぜられて 
ミュンヘンの親衞隊の補充部隊に派遣された。 

奇遇といへば奇遇•た、この補充部^には後の宰相ヒットラー氏が 一 兵卒として©して ゐた〇 




だ。 そして# 、 に戰綠に出た こと もあつた。そして兵卒 ヒットラ ー は毒ガスの洗1$を受けて失明し 
かけた こと もあつたが、いまだこの兩者は語り合ふ 機 #はもたなかつた。このころのヒットラー 
氏は、今のょうにチヤプリン型のひげではなく、サーベルのょうに長い八字ひげを 顏一 ばいに生 
やしてゐたから誰か今日あるを豫想しただらうか？ 

ところが、やがて休戰、講和、 革命と、 眼前の世相はめまぐるしいテンポで推移した。兵卒 t 
ットラー氏は直に反革命兵卒委 M # を組織して政治運動に走り、少尉へッス氏は再び商人を志し 
て 經濟學と歷史 とを 勉强 し、 かたはらミュンヘンにあつた阈粹團體ッーレ社に加盟して赤色政府 
に對する反轚鬪爭に參加したりしてゐた。そして偶然ある晚右翼愛阈闻體の曾合で、ヒットラー 
氏と顏を 合した のが機綠 となつて、彼は商人の志望を一擗すると共に、ナチス EM としての戰閊 
的生活が展一!さ i たのである。 

例の一九二1二年のミュンヘンー揆では、彼は本部のビヤホール•ホーフプ11ィに立锚つて、窖 
官隊と社會民主主義者を向うに廻して大亂闘を演じビール* S でした、か頭を段られた。その裂傷 
は今日二錢銅貨大の禿となつて、その痕跡を頭上に とぐ めてゐ る。 

彼、本年四十一歲。閣僚中ゲッベルス宜傳相に次いでの年少衷だ。將來ある人物として記惊に 
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と ff めておいてよいであらう〇 


七、 兵團指揮者五人男 - 

全國民のナチ K 化1この モット ーをふりかざして兵围化されたナチ K の全機 g は活潑な活動 
を〇づけてゐる。男子七歲になると、少年兵團に入るのだ。十二歲から十八歲までは ヒットラー 
靑年兵團で鉸へ上げられる。これは學生でも、徒弟でも區別はない。かくて ヒット ラー靑年團を 
出發點として、あるものは勞働奉仕兵團に入り、荒燕地の開拓、灌漑などに共同奉仕の汗を味は 
ひ、出でて一定の職につけば、勞働戰線の戰士として組織される。またあるものは ヒットラ ー靑 
年國から阈防軍に入つて兵士となり、あるものは突轚隊 ( SA ) に入てナチ K の支柱として戰つ 
ふ。老いたるものは s A 豫備隊"後備隊に編入される0つまり彼の一生は兵 {91 化されたナチスの 
組織©一部として終始變ることはないのである。女性ならば、少年兵 n おょび ヒット ラ1靑年團 
0少女部に編入され、長じては「女は家庭へ」歸らしめられるのだ。 




ナチ スの 完備した新陣容が、以上の如きものであるとすればその各锺兵围を卒ゐる指採者を、 
ナチ ス •ドイッ政界の新人として一替しておくこと も 必要であらう〇まづ先陣は少年兵團、靑年 
團の指揮官だ。最近「全國靑年指¢2者」が出來て、以上の二つのほかに勞働戰線の靑年部をも铳 
轄し、全國スポーツ部とも連絡をとつて靑年のスポーッ敎育をもその管制下においたが、この次 
代ドイツ國民養成の練指揮官たる人物は誰あらう當年廿八歲の若武者バルドゥール•フォン•シユ 
ラッハ氏だ。被はワイマールの苜廷剌場の總監督の子として 生れ、 祖父はまた名優として名のあ 
つた人だといふ。見るからに秀麗 明朗、 しかも仕事には獻身的で、深恷をもつて聞えてゐる。わ 
が木村長門守といひたい男だ。ナチス學生運動に出發 し、 一九三二年以來ヒットラ I 靑年困の除 
長である。詩人的情操も®かで、戰線詩集の數册がある。 

次は勞 ® 奉仕兵围だが、現在阒員廿五 萬、 これを卒ゐるのは國防政 m の權威として聞えてゐた 
退役陸軍大佐コンスタンテイン•ヒール氏だ。一九二四年退役とともにナチスに 入り、長らく そ 
の勞働奉仕部長として研究を技んで来た。失業者を救濟訓練し學生や靑年を訓練して階級の铒別 
なく阈家に勞傲奉仕せしめるといふ。彼の卒ゐる兵團は現在の自由志願制を脫して、義務的の國 
民奉仕となれば、その勢力はその新らしい企てとともに各緬注目の的となるであらう。勞働戰線 
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は各! f 勞 ㈣ 紙合を打つて一丸としたもの。この戰線の勞働戰士一千六百五十萬人と注せられ、 
これに官吏おょび音樂や文筆の缺業 人、 _家を加算すると二千二百萬人を數ふ。この谢汎な勞 
i ： 鞍線の指揮官は化學工業技師出身のロバート•ラィ博士である。丸々した體軀、裕輻さぅな顏 
つきで、インテリらしい態度を失はないが、しかしその實頗る岡爭的氣魄に富んだ一個の閊士で 
ある。大戰に航空兵として出征し、西部戰線で m 傷を負ぅたこともある。一九二五年南ライン地 
方のナチ K 支部長となり、主として重工業地帶の宣傳戰に活躍し、その雄辯と熱とで冬数の mii 
を勞慟者®から獲得した功勞者だ。現在はナチ K 政治機關總苌をも兼ねその存在を重からしめて 
ゐる〇 

淸黨事件でレーム睬長を失つた突轚隊 (s A ) は、新たにヴィクトール•ルッッ H 氏を迎へた。 
彼は突礙隊の生え抜きであるが、苡面目で危つけがなく、二 kn 五十萬の鬪士5:卒ゐるには適當で 
あらう。先ごろまで突華除地方支部長のかたはらハンノーヴァ地方の淬視總監 * 知琪をしてゐた 
が、その堅^な治縝を貿はれて一躍この S : 嗾に就いたの•た。獨眼 M だが•睨みは相當利いてゐる 
はずである。 


以上の 各種兵國のほかに、 親衔陕 ( SS ) がある。 隊員卅萬 と傳へられ、濟孩 事件後ゲー リング 




航空相 QS する讓雲薦の仕事を親衞除が兼務し、そ SS として §1 なへて來 
たが、この隊長ハィンリヒ•ヒムラー氏は、ヒットラー氏から最も (4 任されてゐる一人た-フ 
二三年十一 E ： のヒットラー氏の起し7¢ミュンヘンー揆には*彼はバヴアリヤ陸軍^占領の一隊の 
旗乎として^ y した。その後親銜隊に所@し、ヒ1トラー氏への一貫した忠誠で今日の地位 i : 得 
たものである0 

すでにナチスがドィッであり、ドィッがナチスである今日、一介の伴龛大臣たるょりは、ナチ 
スの根幹たる諸兵 EQ 指揮官をもつて任 X 方が、實際的にはょり强大な勢力をもつものといひ 
3る〇その意味で以上のラィ、ルッッェ、ヒムラー、ヒール、シラッハの諸氏はナチス兵阐五人 
男とでもいふところであらぅか0 

八、ナチス經濟とシャハト博士 

少し話は古くなつたが、一九一二四年八月七日、東ブロィセンのタンネンベルグ古1で、故 e 
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ンデンブルダ大粒® Q 國部 Q あつた 日 Q 午下り*葬儀が終る とドッと數萬の分衆が、葬 場から g 
に IS . つて殺した。何しろ 涯しな.ッ gQ | 角に ある 田舍窃 Q こと だ、十分 おきに臨時列車を 
頻發させてゐるが、これだけの人 R !] を短時間に ベルリン 方面に運び去る ことは容易でない〇僕は 
揉み合ふ 8 J . igQ 雜踏を木蔭に避れて、今し彼方 Q プラット ブ T < で草窓から上半身を つき出し 
た猛將マッケンゼン元帥が、擊を求める人々 S 矯を ふりまいて ゐる鐵 たる 姿に 見入つ てゐ 
た I と 突然耳の傍で「何だつてこん なと ころへ自動車なんか乘り入れ るんだ！自動車なら あそ 
こに溜場が定めてあるぢやないかツ！ J と 怒鳴りつける聲が した。 

見ると、先刻から汗みづくで交通整理に當つ てゐた 褐色服の 突擊隊 貝が、 黑塗りの髙絞自動本 
を叱りつけて—ところだつた。そ1 Q 陽に光る ガラス窓 Q 中には、シルク《ッドの 下に 
見免え0ある顏が微笑んでゐた10 

やがて、 C 勤 4 i が指定された場所へ走り去る と、 近くにゐた警官が とんで 來て 「オィ 君！ 今の 
はシャハト博士だぜ、注意し給 TJ といふと 「そいつ あ知らな かつた—」 と 、聞かされた突 
轚隊月はひどく恐縮して、大男に似ず酋を縮 めて 苦笑して ゐた〇 

大臣が交通巡査に叱られてゐる阏 なら 日本でも珍ら しくない 。だが、ナチスにあらず んば人に 



あらずのドイッで、ナチス耍人以外は眼中 re ない突擊隊員が、その名を聞いただけで、こんな 1C 
も 恐縮す る光景はちよつと珍らしかつた。なるほどナと、最近急に勢威を加へて來たシャハトの 
地位を背定せざるを得なかつたのだ0 

一口でいへば、シャハトはドイッの高杨是淸だ。もちろん達麂翁より年は若い。しかし S 立銀 
行總裁として非常時ドイッの財政を一人で背負つて來た彼が、更にシュミット氏の後 5:うけて 經 
濟大臣を兼ね、も一つプ a イセン經濟相をも兼ねて、ドイッ全阔の財政經濟に關する獨栽捶を| 
手に裳握したのであるから、彼これは經濟阈難に直面せるドイッの大黑柱といふべきだらう。も 
しそれ、國偾問題をもち出すなら、彼は大借金國の大番頭として、片やイングランド銀行總裁モ 
ンターギュ•ノルマン氏と共に m 橫綱を張る世界的財政家だ〇ナチスも目下はシャハト様様であ 
るそれだけの尊敬と信用とが無ければ、誰も引受け手のないナチスの經濟政策を引锚いで、難局 
にあるドイッ經濟の起死 rBJ 生の大役を貿つて出る者は無からうではないか 0 
が、 I にもシャハト、二にもシャハトといふ^、ドイッには大蔵大臣がゐないようだが*ゐる 
ことはゐるのだ。パーベン、シュライヒャー、ヒットラーと三代の內閣に歷任してゐるフ オン • 
クロー•シクといふ立派な大藏大臣がゐる。しかし、ドイッ0蔵相は a 本の藏相ほどの權诚がな 
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い。金利引下げ問題や外固との阈偾問題おょび3忍勘定等の重要なる政策0決定は•すべて N 立 
銀行總裁卽ちシャハトの手にあるのである。フォン•ク111ジク藏相は、いは\:11ボットでナチ 
ス出身の經许理論家達が膝手に引搔き M すことから起る金融界の恐慌に對するブレーキの役目を 
つとめてゐるに過ぎない0だ。彼が藏相の椅子に踨を下ろしてゐる限り、阐內も阈外も財界はあ 
る程度の安心が保てる0である。彼は自分の現在の地位を チヤンと 知つてゐるから、あへて表面 
に出しやばらない〇生粹のナチ Kmi -4 で大錢次官のラインハルト氏が省務の一切を切り盛りして 
躍起になつて活動してゐる。 

大藏大臣がこ〇ょぅな存在だとすると阈立銀行總裁で經濟大臣を兼ねたシャハト博士の存在が 
益々光つて來る。序でに大藏大臣をも兼ねてゐるょぅな調子で、ドイッ經许全局面にシャハトの 
一擧手一投足が大きく投影するのだ。從つてシャハトの動きをみることが、今度のドイッ經濟界 
の動问を推察する鍵だといふことが出来やぅ。 

ナチ K の政策は •その JCC 治的方面において著しく進展した 。全 阈黨大會で放たれたヒット ラ ー 
锪狁〇言をかりていへば「ナチ黛がドイッ®:家の 全 機力の把持者」となつたので ある。 が、それ 
に反して 綷濟的 方面では K に迀餘 曲折のジグザグ 道を M つて 來 た。 m に人 S0 異 勁から 見ても 経 



押大臣は一年有半の IU 1 に三度代つた。最初の經濟相フーゲンべルグ氏は舊 N 權駐. W で重工業資 
本家と して 重きをなしシエール新聞#社やゥファ映 ■# 社の社長をも浚ねた大立物だつたが、ヒ 
ッ トラ ー 內閣には 五ケ 月の勤めで詰股を切らされた。次いで舞蠆に現はれたのが SS (親銜隊)の 
黑い制服に身を包んだシュミット博士であつたが、彼こそは 外 探大名なら ぬ ナチ ス箱 fl であるか 
らには、經濟政策にナチス的の新機軸を出すかと思ひきやフーゲンベルグとさして異ならない乎 
際だつた。それもそのはず、彼は親銜隊の制服こそ着てをれ、勤め先は ドィッ第一の 保險科社ァ 
リァンッの m 役様なんだ。保險事業といへぱナチスのお氣に召す「創造^本」でなく、その仇敵 
視する「掠袞資本」に思するもの/ C 0この人から革命的の經浒政策を^むことは望む方が無理な 
話である。 

先ごろ*經濟«のお役所仕事に一任せず、經濟を轾濟界の手に返す主旨からまた經湃界移进の 
必要から、生れた經濟界十三部門の机織に際して、 シュミット 經濟相は全阈經濟指導 其に大笟氣 
#社 重役のケス ラ ー 氏を任命した が、 ケス ラー 氏はァゥタルキスト(自給自足論荠)の傾向强 く、 
遂にシュミットと 意見の衝突を來 して 酎龄してしまつた。シュミット博士の方 もあれやこれやで 

面白くなく •やがて博 S 身髮裔•^淳出す結果となつた。名 H は、麻氣仟に堪へ 

一七九 




ず、六ヶ月間 S 立銀行總5ャ < 卜博士明け渡すといふ q だつたが、霣際の理由は、 ■ 
々惡化してゆく輪出を促進す るた めに、 nn 接的な マルク 下落の手段を講ぜん としつ、あつた シユ 
ミット經浒相の意見が シャハトおよびナチスに よつて 阻まれたからである 0 

I かくして三度目の經濟相と してシャハト 博士が、 ドイッ 經濟金融界に君臨す ることとなつ 
た0 

こ\らでヒャルマール•シャハトの經 M をちよつとふりかへつてみ よぅ 。彼は一八 七七 年の生 
れ、大學を出て直ぐ銀行界に入り、 ドイッ 五大銀行の一つの®役にまでこぎつけたが、そ〇當時 
インフレの後をぅけた一九二三年のマルク安定に協力して功あり、翌二四年に ドイッ 國立銀行 a 
裁となつた生え拔きの銀行 星さん である。ナチスが非難の總攻轚を 集中した ヤング 案を生んだ 一 
九二九年〇パリ賠償#議に、彼が ドイッ 代炎として出席した ことは、 彼の 今日と 思 ひ合せて 皮肉 
である0 

I 九三〇年、時のブリユーニング內閣の デフレ ーシ ョン 政策および これとならんだ金出 促進 & 
策に反對して、彼 S 立銀行義 S 子を投げ出した％、こ QAJ ろから彼笤速にナチ K に接近 
し、フーゲンべルグのドイッ！：棰黛とナチ K との 聯合 Jg : 權の證美荠 となリ、ヒットラーの経濟政 



策は決して不〇でないことを力說して內外の K 業家速の fill を說き廻：〇遙々海を渡つて米^ にまで 
遊說した。そしてヒットラー內 g 成立とともに、直ちに迎へられて國立銀行總裁に 返り哚いた の 
である0 


それでは、シャハトの 15 濟政策如何と開き直つていふと、彼の追求して ゐるところ 0 ものはイ 
ンフレ的政策に依る國內的景氣の囘復と、 マルク m の安定との二つに 要約 出来る 0 
ま づ勞働增進、産業振興のために國家が振り出す長期限の手形に對して、その 割引方を引受け 
た。現在、その勞锄增進手形の發行髙二十五值マ ーク 、そのぅち十七笸シ ータは シャハトが 總裁 
たる阈立銀行の所有である。シャハトがこれだけの信用を_家に與へたお 蔭で、国家は 赤字公 tf 
ならぬ赤字手形でドイツの 產業をこの 一年間に最悪期に比較して 約 六十％ も 文字通り 振興するこ 
とが出来たのだ。 

が、そこまでは、赤字でも何でもまあょかつた。ところが、 もぅ 一方のマルクの安定の 問題、 
これにはシャハト先生も四苦八苦の難航をつ Sr けてゐる〇英米や日本の對外貿易が、爲替安の關 
係で榮えてゐる0に反比例して、 ドイツ 〇對外輪出は 日一日と 惡化 する 一方だ〇に も拘らず阐内 
產業の囘復で原料その他の輪入は逆に嵩む一方である。その結果、國際牧 支の 摂尻は マイナスと 



一八二 

なつた。マルクは下落するのではないか？疑惧の氣配が國際市場に氾濫した。だが、マルクの安 
定はシャハトの、またヒットラー政府の御題目である。何はさておいても、これにしがみつかね 
ばならぬ。 

そこで、まづ第一に各國に借金の利子元金のモラを宣言した。次いで貿易牧支の帳尻好轉のた 
め輪入の制限に乘り出したのだ。現在政府の御達示にょると、全輪入品が二十五の除入監抒所の 
手に S5 格に統制されて、國際收支の平均をとり、マルク防銜に大いに努めることになつてゐる。 
しかし原料の輸入意の如くならずとすると•逆に阈內產業の足なみが亂れ、折角赤字手形で呼び 
起した阈內景氣に惡影響する。こ V においてかシャハトは二兎を追ぅて失敗し、ヂレンマに陷つ 
たのだ。 

日英米が爲替安をもつてゐる今日、ドィッの試みた爲#安定と國内ィンフレとは、凡そ紐み合 
せ難 S 代物であつた。シャハトの政策は此の矛盾を物の見事に暴述した。が、今さら轉向して平 
價切下げをやつてみても燒石に水であるから、一辰マルク價維持の政笟を强行してゆく ことに シ 
ャハトとナチスは腹を決めてゐるのだ0 

さて、全輪入を統制した以上は、阈内の原料使用背をも統制せねばならぬ(たとへば纺^戈に 





四時間の操短を法律的に命令された)、原料不足から價格騰货でも起ると輸出は S す < 不可能と 
なるので、御布令で物價取締りをやらねばならぬ。かくしてドイツの輸入界を嬰つた「計畫經濟」 
の黑雲は、今や國內經濟の上にその暗影を投げんとしてゐる。原料などはドイツの發明魂で何と 
かして代用物位は造つてみせると力んでみたところで、今直ぐ綿•羊毛•ゴム•輕金®その他が天 
から降つて来るわけにいかぬ。さぅだとすれば、ドイツ經濟界は國立銀行總裁兼經濟大臣たるシ 
ャハト博士の統制を受けて、非常時の姿勢をとらざるを得ないこととなる。かくてシャハトは、 
「經濟獨裁者」の名の下に登場しなければならぬ。 

だが、これをみてナチ K が全経濟の統制に乘り出したなどと考へることは大きな間違ひだ。私 
經济のイーーシアテイヴを認め、利潤を承認し、國家自身が經奋をやつてはならぬとしてゐるナチ 
ス自身がかく計突經濟を或る程度まで行つた所以のものは、現在のところこの强制された非常時 
の一本道を行く以外に m がないからである0 

シャハトは冷靜で、しかも强靱な性格の男だ。上品な銀行家のオプラートに包んだ烈々たるド 
イツ 魂の所有者だ。彼は實際家、實行家であつて理論家ではない。しかし、熱意ある研究家で、か 
つ雄辯家だ。彼は政治家でも、またもちろん政黛政治家でもない が、 彼に政治家の素質のあるこ 

K 三 . 




KH 

とは何人も認めてゐる。或る批評家は、彼が欲したならば 卓越した戰ぎ家 になり 得た であらぅ。 
といつてゐるが、彼が攻め立てる 值權國 の 御歷歷を向ぅに廻して、有無をいはせず モラの 一手で 
切拔けんとする强引の態度といひ、崩れんとするマルク貨をナチ スと 組んで最後の一線で グッと 
食 ひとめてゐる手際といひ、この言葉を或る程度まで裏書きする。 

が、僕は、何人にもまして、彼の別 Q I 面をこの際高く If ? る。それは彼がナチスの金®政 
策を、ナチスに文句をいはせる餘裕を與へ巾資本主義の軌道に引戾してしまつた點だ。換言すれ 
ばシャハトこそは、夢想的なナチスの金融理論を匡救した人物なの だ。 

「利子奴隷の粉碎」の ス a - ガンを揭げて中產階较や、また勞働袭 «- に 迄も ナチ ス的 社# 主義に 
對する樓と信仰—鳘つけた時代は過去嵐さなければならぬ。銀行を「高等的，！ダャ的资 
本稼句で攻®}•する AJ と貨幣 Q 基礎は財物にあるとして金を度外 g すること、 などは® 民 經濟の 
ィ IX ハを知らぬものであることを敎へて、 ナチ ス の 金融政策を資本主義の 正統 的 金融 政策に轉向 

せしめる-この重大使命をドィッ經莳界乃至金^界から託されて、ナチ スに 接近し、 筆に、 口 

に實 際的活助に倦まず搶まず iK 現して行つたのが、®にシャハトその人であつたのだ0 

ナチ Kmc 經濟原論の創始者として、またヒット ラ ーがそ0著#「わ^鬪爭 」の中で我荩の 




「網 領製作者」と呼んだ 例の フ HI ダ ー 氏が、經濟次官の職を與へられながら も段々 その影が淡 
くな つて、今囘の ニ ユルンベルグ玆大#には何處にゐたのかその存在さへ疑はれるに 反し、 シャ 
ハトが益々その姿を大映しにして S 民大衆の前面に現はれて來るゆ裘ん〇ものは、ナチスが灌力 
掌握を一轉機として、如何なる方面に進んでゆくか I 語る最も大きな指槙でぁる* (一九三四 
九、二七) 

• . 

九、エッケヲー博士訪問記 

晚秋の一日、記者は南獨フリードリッヒスハーフ I ンを訪れて、大空の豪華船 LZ 129 猇— 
—かつて日本の 空に現れたッ H ッベ，/伯猇の二倍も ぁると v > ふ ——の巨姿を細部にわたつて觀 
ることを 得た が、 同時にその建造者たる世界的巨人フー ゴー • ェツケナー博士に も 親しく接して 
その抱懐す る 航空文明の現在おょび將來への展望についてつぶさに博士の抱負を聽くことが出米 
た。フリ 1 K リツヒスハ1フェン -それは ドイツとスイスと 才 1ストリヤと 〇阀境に 挟まれた 

Is 




細長い！ i 際湖ボーデンゼ ー の北岸にある閑靜な小湖港である〇ボ..デン湖は丁度わが阈の琵琶细 
ほどの大きさでもあらうか、鏡のような湖面にはスィスアルブスの銀嶺が美しく映じてゐる〇工 
ッケナ ー 博士は靑年時代この湖畔に病を養ひつ、族史と經 iff 擧を硏究するうちに、 この土地に あ 
〇て永年 飛行 給の發明に 粉 骨 碎 身してわたッ H ッベリン伯と相識0、遂にその片腕となつて妫 
き、伯〇沒後はその後揿者となつたのであつた。故ッェッペリン伯時代から今日まで•あらゆる 
型の飛行給がこ\で發明され硏究された。12129猇の名稱は12(1/41&?26?1>015-)第一 
二九番目のブランによる最新型であることを意味してゐる〇 

ッ k ッべリン飛行船製造#社は湖畔の西郊にある廣大な草原の眞中に聳える大格納 m こつ_ 

少し小さい方が目下南米航路に就航中の LZ 127 猇の分で大きい方が今まさに建造中の LZ 
129の分である。後者の格納庫に入つてみると尨大なその內部の空間|杯にひろがつた121 

〇“晶3船は、すでにそ Q 特殊§§金§組み QB に； s 1ル„12料5色 S く布 
を九分通りまで貼りつけを終了し現在は馨 Q 大ゴンドラやそ Q 後方 Q 鑌 si 給長室や一 
般旅客室などの細部の組立て中であつた0 

船5全長二四八メ1トル、直徑叫 I •ニメ 1 トル、 眼で見た感じでいへばちよつと 丸ビル0 




二倍半といつた程度でその大きい割合にさほど膨れ上つた感じを與へないのは、その形態がスマ 
1卜な流線型のためであらぅか、1,!^127號とくらべると、これは餘ほど細長く出來てゐる。 
この巨大な流線型の船15がこのま、大空に浮び出て悠揚迫らず白雲の間を紝ぅて大陸の上を越え 
大洋の上を泼つてゆく壯觀は、思ふだに人類文明の極致に吾人は到達してゐるのだといふ一種© 
豚激をさへ*えるのである。 

わけてもその旅客のために設けられた快適な諸設備の素晴らしさはどぅであらぅ！定員五十人 
の旅客の寢室、それを挟んで m 側に食堂と喫煙空と lyf 褂室と、そしてさらにその兩側に展望窓を 
も 〇た散步道さへ設けられてゐるのである、この散步道を ゆき 來しつ V 眼下に大西洋を、あるひ 
は太平洋をあるひはまたアジヤの起伏する山脈帶をながめながら樂しい放をつ ir ける T ヴェック 
の群を見ることも E ぐに近い將來に現はれる事實なのである。 

風呂の設備だけはまだないが溫水のシヤヮーの設備はある、これは两洋人が日本人ほど風 t 4 好 
きでないためでもし希望と あら ぱ一風 r v T 浴びて浴衣がけで煙草をくゆらす空の旅が必ずしも不可 
能ではないので ある。 その他廿トン0郵便貨物の锇載、小型飛行機、 n 動車•ビアノ等の褚載 
等、 この劃期的な豪華船のもつすぐれた設備と fi £ 能とは到れり盡せりの一語につきる。 




L Z 129 躭の見學ををへてから、格納庫橫の木造本館の二階の K ツヶナ ー 博士空で、記者は大 
きな事務机を隔て i 博士と相對した、博士の後方の壁には剛毅な表情の故ツヱツベリン伯の肖像 
が懸つてゐる•窓外の草原には牧牛の群が、冷たい野風に吹がれながら枯草を食つてゐる I 、 
本年六十七歲といふ H ツヶナー博士は、一見朴訥な好々爺で、科舉者らしい神經質なところは微 
塵もなく、むしろ野人型のブツキラボーで、それでゐて情味の溢れてゐる人物だ。絕ぇず溫_に 
微笑を湛へながら、また0イド眼鏡をかけたりはづしたり - L ながら、記荠の質問に答へてくれる 
問 LZ 129 號は一九三五年のはじめに完成して五月には處女飛行する豫定ではなかつたか？ 
答それがネ、南米リオデジャネイ R の格納庫の完成が遲れたのと、現在のボーデン湖では南に 
偏して不便であるのでライン地方に全歐の根摊地を設けることにな0フランクフルト•アム•マ 
インに格納庫を建造中であるが、これもまだ竣工しないといふ譯で、てぅどーヶ年豫定を遲ら 
せた次第だしかし遲くともこのクリスマスまでには完成させ|九三六年の新莽には大規校試驗 
飛行をやり、三月には南米航路^;就航させ、それから. VI: 月ごろまでに北米航路の試験飛行に鈦 
かせるつもりだ。 

問ツエツべリン飛行船にょる交通 S 業は企業的 {15 値がありますか？ 




答ある、政府の補助金なしに採算可能だ。もし今後三隻のッヱッべリン飛行船が南米航路に就 
航するよぅになつたら、着陸場、格納庫その他こ0拽の經常费を三隻で分拽するから一秘經濟 
的となる、そして三隻の各々が七五バーセントの旅客と郵便貨物と1:锫めぱ明かに企栗的には 
可能だ0 ‘■ 

問米阈は飛行機でハワィ、グアム島を經てマーーラに達する南太平洋航路をすでに開拓し、いよ 
いよ澳門に結ぶばかりになつてゐますが、この線にッェッペリン飛行船を ffl ひるとして" i ? l 門 
とバタヴィヤとを結べばッ H ッベリン飛行船による世界 I 周航路が出現すると思ふが如何？ 

答それは米國の問題で、われわれは何らそれについて考慮してゐない、が、ッェッペリン飛行 
給を用ひるならば、 R サンゼルスから太平洋を一飛びに香港、バタヴィヤまでの無着陸飛行は 
不可能でない。この種の世界一周航空路の實現は遠い將來ではあるまいと思はれる。 

問日滿合併の航空#社が出來て東京と新京間に定期の無着陸航空路を開設するといふ話があつ 
たが、日本から LZ 1 29號購入の申込みがあつたら资りますか？ 

答よろこんで寶ります、他の國ならいざ知らず日本だから、政府の方も異存はあるまい、値段 
は一隻が六百五十萬マークなら袞〇てよい(注、時下相場ーマークが一圆四十錢として六百五 

I <* 




好きのドィッ人が•もうステッキ i : ついて樹下5:ブラついてゐる姿があちこちに見出せる。僕達 
も、車を降りてスタヂォンの横に出た。工事に掘りかへしてゐる暗褐色0 土が、凍りついた固さ 
から春の生氣に蘇つたような新鮮な ffi 感で迫つてくる。昨日まではトゲトゲしたリンデンやヵス 
タニ H ンの裸木の枝が、今日はもう®葉が少しぱかり綠の色をのぞかせて、日の光に致れてゐ 
る〇その邊一帶の枯れ果てた芝生のかげに も、 靑々とした草の葉が頭をもたげてゐる。その中に 
. 小さな薰の花が一つ唤いてゐる〇を兑つけて、僕達は無性にうれしくなつた。 

海岸地方は暖流に洗はれてゐても、樺太の北緯五十度よりまだ少し北 rc 位するベル9ンは•一 
年の半分が冬の重々しい空鉍の中 1C 過ぎてゆく。そして、冬から： A へと素早く移行する北歐の自 
然では、春は傅かに一遇： n の短かい間だといつてよい〇それだけに、春の來ることが、いかに人 

々にとつては待ち逮いことであらう。 

四月に入ると、針のやうな銳さをもつた装風が止んで、生溫かい肌に觸れたような風が吹く。 
そして時には强く、また冷たい雨をまじへて吹き荒れる。アブリル•ヴェックーの言葉があるよ 
うに W 月の 天候は不順を極める。それは おなじ 叫 月で も日本の花の四月とは遙かに隔たつたもの 
である 〇しかし*この不順な天候が靜 まるころ •樹々は•草は* I せいおそろしいテンポで生長 



た。- ( B : 紀へ0大きな贈〇物の完成を齿げる<ンマーの音を、窓外に聞きつ、記者は*この老博士 
に心からなる深い敬意を捧げざるを得なかつた。 

十 リッベントロップと ナチス外交 

ドイッの2濟 W 難打問策の一つとして、屡*傳へられるところのものに舊ドイッ領植民地の奪 
S がある。最近はドイッの宵吏の中に、ひそかにアフリカ赴任の內命を受けてゐる者があること 
は、かの南阿の英委任領のドイッ it 付の確實性を思はせるに十分だ。英獨間にいかなる密約があ 
るかは、未だ明白でない。が、少くとも次に來るべきものはこの II ドイッ領植民地還付問題だ。 
しかして、その當面の立役者として 闷際绅 煤に、大きく脚光をあびて立つ者は、ドイッのフォン 
リッベント！！ッブ 氏で あらぅ。彼は 先き 〇英獨 海眾 協定において獨の對英三割五分を獲桫した殊 
動^だ。かれはそのことにょつて俄然阔際的に有名となつた。餘〇にそれが突然であ〇た、めに 
人々 はかれの人物に 今な ほ 大きな 疑問符を冠して ゐる。た ^彼の父が前總理フオン•バーベン氏 
と 同窓の 陸軍中佐であ®'*バーペン氏の 仲介で ラインの葡窃王へンケル氏の女 er とな 0 、パーベ 
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十萬マークは九百十萬圆)しかしこ0飛行船は買つたからといつて莊ぐに就航は出來ないこと 
を 心得ておく必要がある、 檐關士 はモータ ー 會社 、操縦士は汽船から間に合はせるとして、そ 
_ゝれでも普通の乗組員でーヶ年間幹部の荠でニヶ年の實地練習が絕對必要だ。大空 0 航行には、操 
縱術 以外に氣象畢萍洋 a その他航空全胶の知識が必•姿で、その他優秀なバィ a ットの養成など 
も考璁しなければならぬ。それから飛行肋0 K 留•修搭、格納庫、ガス施設などにも莫大な 費 
用 0かかることも豫筇に入れておかねばなるまい、そこで、ちよつと注意しておきたいのは、 
東京新京間のような短距離のところに果してッ I ッべリン飛行船が必要かといふ問題だ。あの 
程度の距離では、せい'^大型飛行機で十分である、毎年九月十月の候に季節的に繰返される 
颱風の危險もあり、殊さらにッ H ッべリン飛行船のような尨大な船 K を飛ぱせなくてもよい。 
問 L z 1 295JS は堪事的には如何？ 

答.純然たる民問の營利會社で軍部と關係はない、われ <の飛行船は•徹頭徹尾大移•の朶華姑 
であつて、戰爭には適しない。 

——と博士は語り終つて呵々大笑した、何といふ朗らかな態度であらう！かつて人類の夢であ〇 
幻想であつたところのものを、現實に可能にした偉大なる科螟荇とも思へない磊落な態度であつ 











た。世 G への大きな贈り物の完成を街げるハンマ ー の音を、窓外に聞きつ、記者は、この老博士 
に心からなる深い敬意を捧げざるを得なかつた。 

十リッベントロップとナチス外交 

ドイッの g 濟 W 難打開策の10として、®々傅へられると C . ろのも0に舊ドイッ領植民地の奪 
1がある。最近はドイッの宵吏の中に、ひそかにアフリカ赴任 < D 內命を受けてゐる者があること 
は、かの南阿の英委任領のドイッ13付の確實性を思はせるに十分だ。英獨間にいかなる密約があ 
るかは、未だ明白- C -- ない。が、少くとも次に米るべきものは C の舊ドイッ領植民地 a 付問題だ。 
しかして、その當面の立役者として^際鲜焱に、大きく脚光をあびて立つ荠は、ドイッのフォン 
9ッべント a ップ氏であらぅ。彼は先き0英獨海軍協定において獨の對英三割. ft . 分を獲抖した殊 
功^だ。かれはそのことにょつて俄然阔際的に有名，>:なつた。餘 D にそれが突然であつた"めに 
人々はかれの人物に今なほ大きな疑問符を冠してゐる。た^彼の父が前嫌理フォン•パーベン氏 
と同窓0 pt 革中佐であり、パーベン氏の仲介でラインの葡43王へンケル氏の女婿とな0、パーベ 


ン氏からヒットラ ー 氏への政權誘渡の際に黑幕的人物としてヒットラ ー 內閣の淹婆役をつとめた 
人物と知るならば、彼がヒットラー總統の信任をかち得た徑路が理解されょう。またかれのもつ 
流暢な英佛語の會話力は、外國語の不足するナチス首腦部にとつて見逃しがたい脏であらう, 0 最 
近は特命全樓大使に任ぜられ駐英大使として親英政策に全力を傾注してゐるが、日獨薛ハ協定に 
もヒットラ ー 總統の特使として折衝の任に當つた。ヒットラ ー 總統がムッソ 9丨二 式に 外相を 袋 
ねるとすれば•さしづめリッベント B ッブ氏は政務次官であり、ノィラート現外相は事務次官の 
役割である。要するに從來の野猪的突進政策を放槳し、經濟的常態に復すべく憤重な外交エ作を 
近隣諸國に對して開始せんとするナチ K の重大な方向轉換期に當つて、リッベント n ッブ氏の動 
きこそは、ナチスドィッの何人のそれにもまして注目す•ヽきで あらう0 











见ナチス•ドイツ紀行 


伯林•郊外の樓 

ある科學者の話では•いまの地球は氷河紀の末期を M つてゐるから 、年 ごとに暖かくなつて ゆ 
くといふ。それはとにかく今年のベルリンの春は昨年ょりは餘程早く訪れて来るょぅに思はれ 
る。 この 問友人が新らしい自動車を貸つたので、それに同乘してべル9ンのゥ H スト エンドから 
南郊をぐるりと一巡してみた。明るい淡靑に塗られた三四年型アドラーは、坦々たる大舖道に沿 
ぅて一直線に空間を切る。樹間に見えかくれする高級住宅街が車窓から消える と、 赤松の林が左 
右に展開する。三六年のオリンビックへの擴張工事に忙しい スタ ヂオンの近くまで來る と、 散步 
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好きのドイッ人が•もう ステッキをついて樹下をブラついてゐる 姿が あちこちに見出せる。 僕 违 
も、 車を 降りてスタ ヂオンの横に出た。工事に掘りかへしてゐる暗褐色の 土が、 凍り〇いた固さ 
から春の生氣に蘇つたような新鮮な觸感で迫つてくる。昨日まではトゲトゲしたリンデンやヵス 
夕 U H ンの裸木の枝が、今日はもう嗽葉が少しばかり綠の色をのぞかせて、日の光に戯れてゐ 
る。その邊一帶の枯れ果てた芝生のかげにも、靑々とした草の葉が頭をもたげてゐる。その中に 
• 小さな蒸の花が I つ唤いてゐるのを兌つけて、僕達は無性にうれしくなつた。 

海诗地方は暖流に洗はれてゐても*樺太の北轉五十度よりまだ少し北 rc 位するベル9ンは•一 
年の半分が冬の m 々しい空氣の中に過ぎてゆく。そして、冬から^へと素早く移行する北歐の自 
然では•春は傅かに一週 H の短かい間だといつてよい。それだけに、春の来ることが、いかに人 

>にとつては待ち遠いことであらう。 

四月に入ると、針のやうな銳さをもつた裟風が止んで、生溫かい肌に觸れたような風が吹く。 
そして時には强く、また冷たい雨をまじへて吹き荒れる。アブリル•ヴエッターの言葉があるよ 
うに四月の天候は不順を極める。それはおなじ叫月でも日本の花の四月とは遙かに隔たつたもの 
である。しかし、この 不順な 天候が 靜 まるころ、樹 々 tt * 草は* I せいおそろしいテンポで生長 
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し、瞬く間に綠の色で久岳れの自分を裝うてしまふ。木の芽はシュッ^^と音を立てて伸びてゆ 
くやうだ。 そして二三 口 M ないうちに、 もう 花を唤かせてゐる。このテンポの^さはな 力い 
<間、冬の暴威に抑壓されてゐた草木の感情が一時に爆發したかのやうな麥じさをさへわれわ 
れに感じさせる。それが四月から五月にかけて \ r ある。百花撩亂の春は五月のはじめだ。五月！ 
ドイッ のすべての詩人が 五月を譜へるやうに、ドイッの春は五月だ。五月の聲を聞く と、 人々は 
すぐ リュックサックを 背にして野に出で、森の中へ入つてゆく。草 だ、 花 だ、 そして小鳥だ。「自 
由は森林より j のドイッ人〇言葉は、この時ほど强い共鳴を强ひられる時はない。 

ペル9ン〇郊外には至るところ果しもない大きな森 や、 白い帆のョットが鷗のやうに浮かんで 
ゐる靜かな湖水に通まれてゐる。それは乾燥した大都#の空氣に 、み づみづしい也氣を供給する 
健康の源泉で あるが、 同時にまた都#生活者の乾燥し切つた心に も、 フレッシュな水 M 5: 與へる 
オアシスで ある〇ヴアーンゼ ー の湖畔に半裸體の日光浴に出かける 人々* アインシュタイン^の 
ある テレグラフべルヒの松林あたりまで散策を試みる 人々、 グルーネワルトの銳馬場の空に歡 52 
をあげる ために押出す人々、春になると人々は水のやうにペルリンの市街から郊外へと溢れ出て 
ゆく 0 

I 丸 S . 
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ペル 穿ン却 外 0春で忘れられない0 は 南郊ヴェルダの 檯だ〇 ハ ーフ H ル湖にのぞんだ小高い 丘 
陵一帶を梨花に似た白いドィツ樱が、雲のやうに蔽うてしまふ。そしてべルリンから繰り出した 
花見客は、花下の小車を阐んで、各種の果迂酒に醉ふのでぁる。 

湖水の 碧、 樱花の白、草花の紅、何といつてもヴェルダの猪は美しい。千里綠紅に映ず、水村 
山郭洒旗の風の情趣はまた此處にも M . 出される〇ことにこの邊一帶のひどく日本的な風光は、と 
もすれば東京か大阪の郊外の田園に遊んでゐるやうな錯覺にさへ誘ふ。た \ r 水村山郭の酒旗の代 
りにナチスの鉤十字旗が隨所に春風に籾つてゐるのがわづかに身のドィツに在る意識に自分を5! 
戾したけれど。 

1今年のヴェルダの花の滿開は、きつと早いに違ひない。(一九 H 四、三、一六) 

ヒットラー氏の山莊を訪ふ 


樂聚モツアルトを生んだオーストリアの古都ザルツブルダ——それから笟堪でドィツ領に入つ 



て一時間餘りの地點 に、ドィッ 總統 ヒットラ ー 氏の山莊があると聞いてゐたの で、 チ a ルの旅か 
らべルリンへの 歸途 •ザルッ ブルダに立寄つたのを幸 ひ、 その山莊を兑て おく鉍にな つた。山荘 
とい 〇て も、平常宫 fis 住 ひの ヒットラー氏に とつてはこれが一切の EC 治的繫 19 から脫れて一私人 
にかへり 得る唯一の自宅といつてもょいで あらう。 

あいにく 午前中は雨だつた。銀糸のやうにふりそ i ぐ細雨にそばぬれる町と野の上に、淺哦と 
聳ぇる ザルッ ブルダの古城^は墨^のやうに美しかつた0 = くと走る觉車の窓から、この城 
砦の雨景が消ぇると、そこは獨填の國境だつた。填國の粗末た關所がある。白や赤の名も知れぬ 
野花の 唤き亂れる 庭に，ドルフス 前首相の死を悼む黑の弔 旅が、 重く雨中に垂れて ゐた。 

簡單に旅券の檢杏があつて通過、少し先きに進むと、軌道は雜木林の間を分けて山路にか V る、 
そこに ドィッ 側の關所があつた。 

ヒットラー 氏の山莊へ 行く といつたら、 fe : 關吏の一人は頓 JE な大聲で琪筚に『ォーィ 、この 人 
は ヒットラ I •ハウスを見に日本からやつて來たんだとサー』と叫んだ が、 それがいかにも^し 
さう だ〇た。なるほど遙々と東洋の涯から異邦人がこんな邊僻な山奥に、山莊を訪ねることは稀 

であらう , 0 
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電車は淸冽な谷川 K : 沿うてグン{山の奥に入つてゆく。山 KKlaii 在する農家は、屋根に石を 
S いた雪國のそれであるが、ォーストリアの農家の貧相なの-ひきかへ見違へるやうに立派で、 
生活程度の著しい差異を、アリ<と眼前に見せつけられる。そして各戸には日本の鯉幟のやう 
に長い竿からナチスの長旒を揭げてゐる。赤地に白 丸、 その白丸の中の黑い鉤十字、この驕る平 
家の赤旗のやうに威勢のょいナチス旗と、ォーストリアの影薄い弔旗との對照！ 

やがて、終黏のペルヒテスガ I デンに著いた。雨は竭んでゐた。踝の構内には速足に来たらし 
いヒットラー少年兵が群れてゐたが、日本人が珍しいのか周圍に集まつてくる。山莊はどの邊だ 
と聞くと、£ V から五キ P ばかし山路を登つたと C. ろで、自動車なら十五分だと答へる。驛前は 
9ユックサックを背負ひ、ドィッの剛健な阈民性を象徵する槲の木の杖をもつ人々で雜杏してゐ 
た〇タクシーを雇つて山路にか i る。日本の伊香保か有馬あたりの山路に似た樹景〇中を、二間 
巾の新らしい山道が上へ伸びてゐる。 

rc . i です j と自動車から降ろされたところは、旣に見物客目あてのホテルや茶店があつて、山 
莊の繪はがきなどを費つてゐる。山莊はそこから二三町下に降りた山の中肢の一角だ。三 A 五々 
爲眞機などを手にした見物客に出會ふ。山莊についてみると、門は固/閉ざ〇れて「眼覺めヶ原 



UI :& J の檩札が立ち「立入禁止•猛犬あり」と寄いてある。金網の栂に迥らされた千坪ばかし o 
芝生、家は二階建の純ドィッ式農家風。庭に赤いナチス SB ハ風にはためいてゐる。 

山莊の二階の窓から女中らしいのが二三 人、 掃除の手をやめて、見物客の- i - 來するのをながめ 
てゐた。この家の主人公ヒットラー氏は^事劣 端、 身邊の多忙で近頃は f へも姿を見せないと 
いふ話、留守居役にはヒットラー氏の姉さんが、その小さい娘さんと二人で淋しく基してゐるが 
外部との交渉を嫌つて、めつたに散歩にも出ないさうだ。 

家の柵に沿うて 、 m を 裘庭の方に下りると、四邊の眺望はカラリと豁け て、 雄大な山岳パノラ 
マが展開する。 

視野を遮つて巨大な衝立の やうに巾廣く 空間を两切るザルッブルダ•アルブスの連嶺 、確固 不 
拔の意志の如く突兀と 天に边る奇峰、その If 景の彼方には純白の界嶺が羽き、右手に豁けた•个肢 
には、遠く「可憐なる中歐の少女」 ォー ストリアの盆地がつ V : いて、 茫々涣々涯しな $■ 大自然の 
眺めだ。 

空はだん <霉れて、空氣は明澄の度を加へて來る。だが、 S はまだムク<と旺んに谷間か 
ら湧き立つてゐる。そして、- m 敢な竣蜂と、豪^な K 窃とがガッシリと N つに M ん•た太い ifL 紋、 
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その間を雲の群は逃げ惑ふかのやうに右に左に曲線を描きながら狂ひ流れる。 

風雲兒の掘起するに ょく、 またかれが閑居するに恰好の天地とは、こんな ri 然をいふのであら 
う， 〇ヒッ トラー氏の生れ故鄕オ ー ストリアのブラウナウ市は こ i からほど遠くない。北へ十 m ば 
かし、獨填阈境の、ィン河にのぞんだ明媚の地だ。その町の小稅關吏の枠として生れたかれが、 
今や中歐に獨裁する「策三帝国」を打ち建て、自らその元首の掊子に座らうとは、何人がかつて 
豫想した ことで あらうか0 

山莊から二町ぱかし離れたところに、付け刽の銃を手にした親衛隊〇兵士が立つてゐる。そ0 
後方に建築中の新らしい家が見える。きくと、ゲーリング氏の別莊であるさうな〇ゲーリング氏 
は陸軍大將、航空大臣、全國議#議長、國家祕密抟察の總監、それからブロィセン州政府の首相 
をも兼ねて、ヒットラー氏の片腕として飛ぶ鳥も落す勢力家だ。この調子だと、も一人の片腕の 
宜傅相ゲッベルス氏もここに別莊を建てやしない*たらうか、內相フリック氏は？ m 首代理ヘス 
氏は？御大ヒットラー氏を圍んでともに山野を逍遙する光«をめざしてわれも*''-^と家を建て 
れば、また i く間 K : この山間にはナチス領袖の別莊村が出現することであらう。 

すで rc 山莊に 15 く按々と II ちつ、ある旅館や茶店、それから陸技として杖をひく見物客の群— 




I もし再び僕がこ、を訪れる頃にはナチス〇新らしきメッカとして"こ、はもぅ一つの報杏境に 
化してゐるかも知れない 0(一 九三四、八、一四記) 

ライン紀行 

ドイッの軍備平等權の主張は再軍備の爆彈宣言となり、つ JT いては當然ライン非武裝地帶の解 
除の承認要求となつて現はれねばならぬ。そこで、先廻りした外阈新聞には、ドイッはライン地 
方にペリまで届く砲身のおそろしく長い加農砲を据幺つけてゐるだ の、 空堪根據地を旣に幾つか 
設置してゐ衾 Q と、 書 I くる。別にこんな興味にそ、られたからではなかつたが、機曹ね 
て、ラインの春を訪ねることが出來た。來てみれば春とはいへ、やはり時節柄、ライン—た緊 
迫した非常時色につ i まれてゐた。 

スイスの 湖水に 發するライン河は、パーゼルあたりの上流では淸澄の水色に眼のさめるやぅな 
思ひがするが、♦トイッ領に入つて鐵と石炭のザール川が合流し、商工業の中心フランクフルト市 
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地方のマイン河などが混入してくると水色は次第に*つて来る•下流の大學都市ボンや商都ケル 
.ンの邊では、すつかり暗褐色にそまり、そのままゲルマン民族二千年の歷史と傳說を祕めつ X 才 
ランダ領へ流れ去るのである。 

最も風景絕佳のところに、例のレライの奇巖が城壓的な風貌で川面に迫つてゐる、ドイッ 
の春は五月だから、ラインも四月上旬ではまだ遊货船も出ない。紅い桃花が麓の段々畑に哚き、 
白い櫻花もチラホラほころびかけてゐるが切り立つやうな兩岸の傾斜地にはまだ綠芽を出さぬぶ 
どう樹が、黑い裸木のま\につき出て、あたかも張りめぐらした鐵條網の棒杭のやうな姿でなら 
んでゐる、 P 丨レライの M 上は芝生の平地で、レストランが一軒あるきりだ、そこに勞慟奉仕兵 
團の一隊が屯營してゐた。付近の開墾事 m から戾つたばかしと li えて、土だらけの身賭をバケッ 
の水で洗つてゐた、短劍の手入れをしてゐる一人に「いつまでこ X に宿泊してゐるのか」と訊く 
と「遊覽客が立てこんで來たら、早速他へ移る豫定だ j と答へた。 

厳頭から俯瞰すると、河の：兩岸ともに鐵道が通じ、煤はトンネルで貫かれて fc る•對岸の钱道 
は電化され、時として流線型機關車も遂進する。完全な自動車道路は河に沿つて構築され、その 
上をドイッ自役の大型トラックが、ナチスの突帮隊や勞慟奉仕兵阐を滿載して、右往左往する* 















黑色の颂銜隊服のモ ー タ ー 部隊が疾驩する。ヒットラ ー 少年兵の&車隊がこれにつ r く。河 fi 
悠々として流れるが、ひつきりなしに運送船が上下する。貨物列車二つの*:を一艘に積載すると 
いふ細- ii い货物船は、ザール領域の石炭でも運ぶのであらうか、フランスやオランダの阈旗を河 
風に鹿 かせて下つてゆく。日毎、外 N 飾•を揭げた船がわが物顏に上下するのを見る毎にラインの 
人々の胸中には、ヴェルサイユ條約に對する激し v > 憤りが燃え上つたことであらう。一九一四年 
八月ヒットラー氏は大戰出征の一志願兵として、フランデル戰線に送られる輸送列車の窓から、 
生れて初めて「祖 N の守り」ライン河を兑た〇であつた『朝霧の柔らかなヴエールを透して 、 SI 
光の ほのかな 輝 射が、 一ー ーダ-ヮルドの莳怫戰役戰捷記念塔を照し出すのを見た 時、 長蛇の檢送 
列車の S らは「ライン？： S 歌が流れ出て、私® S 8 につぶれ1つた』とそ 
の著「わが戰ひ」の中に追该してゐる。次代ドイッを Ifft ふ靑少年の中には、このヒットラ la 
統〇若き日の感慨をもつて、ラインを渡る日の来るを待つものは多いであらう。 

あの自由を山河に求めてさすら气 STMI —* は、ラインで見 t とは出來なかつた。ナチス. 
ドイッ K : なつて禁止されてゐるのである•軍 N 的統制を第一装とするナチスにとつては、自由と 
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か放浪とかの渡り鳥氣分を肯定することは出来なかつた•ハイキングをするのもょい、だが、そ 
れは祖國を知るためであり、愛阈の*を結ぶ身心の鍛鍊でなければならぬ。徒らに口碑と傳說と 
の香氣の中に醉ふことは許されないのである。かくて幾多の n マンスを生んだ「渡り鳥」は、ヒ 
ットラー少年團や少女團の、联伍を整へた移動屯 S におき代へられたのである。詩も藝術も「祖 
國の守り」の前に一歩をゆづつたのであつた。平和の鳩が軍用傅寄鳩と化する時勢なんだ、世に 
傅へる舟人を魅惑したローレライの妖女も、巖頭から姿を消さざるを得ない時代になつてゐるの 
である。 

私は阈際的溫泉鄕バーデンパーデーで、夜更けて突如、ヒットラー少女團が非常呼绝を受け各 
所の街頭で、分隊旗を阐む集團が嚴かな黏呼を受けてゐるのを目擊した。小高い丘の展望*に立 
てばフランス領は指呼の間だ。あのコンクリートで叩き阂めて帶狀二百マイル、 r 鐵の防蟹」と 
いふ要塞が、萠ぇ出る若草の下にかげをひそめてゐるのではなからぅか、でなくてさへ、一朝 
事あれば直ちに空襲にさらされるこの地方の人々が月腱ろなる春の夜でさへ、おのづから眞刽に 
ならざるを得ない氣持がわかるのである。 

ラインを旅して氣のつくことはどの村、どの町でも•一步そこに入ればその表玄關ともいふべ 





き M 究竞の地點に、ナチス支部の門標いかめしく m 服の街兵が立ちはだかつてねることであ o 
た。また、かつての自山主義的な新聞は、ゎづかに大都市にのみ衰残の身を橫?<:へてゐるに反し 
地方では家虹にその村、その町の黛支部紀關紙が配布されてゐた。到るところでナチスに對する 
不•十も Jf にしたが、この現狀では、 ソヴイ K 卜 • a シアが共淹黨の地盤を持ちこたへて來た如く 
ナチ K の天下も容拐にく〇がへせるものでないことを感じた。阈際都市ベルリンに一時は影をひ 
そめたかに兌えたナチスは、地方に却つて物すごい進出を試みてゐるのであつた。 

私は古城の詩と傅說への追想にふける餘裕はなかつた。 mM の守〇を念ぐラインの尺とおなじ 
く、來るべき戰ひの幻想の中にかつての兵士ヒットラーが軍用列車の窓に感激の没したドイッの 
阈歌を聞くのであつた。ラインは再'ひ武裝しなければならぬ日が近づきつつあるのだ。(一九ーニ 
五、四、一三ラインの旅舍にて) 

南獨にキリスト受難劇を見る 

創始三百年記念祭のォーバーアムマゥガゥ村 
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ベルリンから夜行で十三時間半あまり、南へ南へと走つて、塊 S チ a ルとの阈境に近くオーバ 
- アムマウガウ E 9 のブラットフオームに列車がすべりこむと、そこに展開された異風«:に、まづ 
度蛟を拔かれた。 

爭つて旅客の手荷物を持ち運ばうとする赤帽どもが大變な顏つきだ。禿頭會とぃふのは日本に 
あるが、これはまさに髯男オンバレード！大久保利通のやうな•カール•マルクスの.うな、 
ク卩ポトキン、トルストィ、ラスプーチンからアブラハム•リンコルン、さてはソクラテスに關 
羽といつた風に鹿^の中から眼だけ光つてゐるといふ速中がチョコナンと赤柯を、これも JH まで 
S れる反挺の上に載つけて右往左往する！ 

構內に群がつてゐる村童たちまでが、ブ P ンドや「にんじん」の赤毛とりまぜて、いづれも^を 
長く垂れ流し、そして意外にも裸足で錦石の上をビョン/\跳び步ぃてゐる！ 

これは何としたことだ！おどろいた跺诎、ハハア……尤も至極と、われにもあらずビックリ 
した自分がをかしくなつた。このオーバーアムマウガウ村こそ、全村民取つてキリスト^難剌の 
俳優であり、かつ二千年前のキリスト受難時代 ID 民となつて生活してゐるんだから！ 

村の 老茗男女は、その ま、 にエルサレムの民で あり、 ィスラ H ルの 王で あり、ユダヤの商人で 






面：祭舞の剌難受トス 













あり*キリストで あり、シモンで あり、マリヤあり、 マグダレナで あり、ヤ n ブで あり、ビラッ 

丨スで あるんだ。 

人口三千に滿たない僻村だが、土地髙燥で日本の輕井渾を思はせる絕好の避暑地だ。避署地と 
してょりも一六三四年に惡疫ベスト退散祈願のために創始された、このキリスト受難刺が十年に 
一度の割で繰り返されるぅちに世界中0評判となり、受難劇見物に欧米各地から、この小天地め 
がけて參集するもの一 S に何十筠といふ盛况 —— その意味で0國際的觀光地となつてゐる。今年 
は丁度その受難 flj 創始三百年記念祭がこ、で開かれてゐるので、南獨パィ H ルンの符都ミユンヒ 
エンで僚友域戶パリ特派 fi と落ち合つて、5ユンヒヱンから西南へ電氣列車でこ》まで運ばれて 
来た(〇である。 

X 

受難劇の前囘開演は一九 H 〇年で、一夏の興行で七百萬マーク(平似で三百五十萬囲)の總牧 
入があり、いろんな經费を差引いても、まだ村の莫大な借金を返濟して、おつりが出たといふ話 
だ。今年の劇は五月二十 I 日から始まつて九月二十一一 0 までの IA1 ヶパ冏、一週に約二囘の豫定で 
總計三十一--囘、本格的の演出があり、その合間に一週二囘ほどの小演出もあつて、前囘に劣らぬ 
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成繽をあげ、村の財政はもちろんのこと、村民の悛中もしこたまふくらませ て、 今後何年か0生 
活の資を貯へょぅといふのである。受難劇こそは、農耕に適せぬこの村唯一の生業であり•村に 
とつては受難どころか； g 音劇なんである。 

從つて、十年に一度といつても•村には受難劇の常設委員#があり、 脚本、衣裳、 道具、演技 
觀 客、 宣傳等々の各部に分れて年中演技の練習や改善、研究を怠らず、脚本の臺詞などは、年々 
文學的に洗練されたものとなつてゐる。登場人物の K 役は、專門委員筲の詮衡と村民の投蕻とで 
決定するので、 キリストになるとき まつた男は、早速 キリストら しく風貌を と V のへ、また生活 
もキリストら しい精進ぶりを示して、舞畜と現實との一致に努力する。つま りこの 調子で村全體 
が年がら年中、受難劇の琢阐氣の中に生きてゐるのだ。 

今 [BJ の配役は、前 113 同様 TP イス•ランクがキリストを やる。彼はユダに扮する ハンス •ツヴイ 
ンク と共に村の民迎品の彫刻師で ある。マリアを 演ずる アン ニ•ルツク やマグダレナのクララ • 
マイルは 村のインテリ娘。キリスト役の ランクの 親戚に當る ライムント•ランクは 此の村の村長 
で、またゲオルグ • m ハン •ランクは 舞嶔監妤だ。劇場專鞑のオーヶ ストラ、 道具方から榜備 M 
等々、一切が村民自身にょる紐織である。侯達は、村の外人客接待事務所で指定されたヒルレル 



ン域に宿をと0た。城といつても村はづれの小丘に立つ小ぢん ま 〇した洋館だ。部屋に通されて 
フト机上の觀客案內寄をみると、今年は前 N に比し觀客割宛ての宿舍は五五パーセント減らし、 
入場券 も 四〇 パーセント少くしてあるが、決して不自由はかけませんと斷 つて ある 0 

前囘に比らベて半減！何故であらぅ？1つは世界的絰濟不況のために外人客の減少を豫測 
しての對策だが、もぅ一つにはナチスの宗敎彈 M の結果とみて差支へない。殊に後者は、全村取 
つて カトリック 敎徒 であり、ドィッ 全國を通じて最もナチス色の稀薄 だとい はれる この 村に と〇 
•ては、大痛事であるに違ひない〇だが、それにも拘らず彼らは、「蕕敎撲滅 • 软敎改革」の叫ぱれ 
てゐるナチス治下にあつて、キリスト受難劇三百年記念祭をやり拔いてゐるのである。今 M の記 
念開演は、その點だけでも深い意義がある。 

さて、 侯達は キリスト 受難劇の七月 一一 十二日の演出を見る ことにな つた〇劇は朝の八時から初 
まつて十二時に終り、笠夜引梭 きまた 午後二時から六時まで通してやる。村の北端、硬球のテ n 
ス nl 卜に隣する剌場に行つてみると、舞塞は野天だが觀客席はッ h ッぺリン格納似そつくりの 
大きな鐵筋のトタン張りだつた。 

五千人の椅子席、詰めれば六千人まで見物出来る。侯達はアメリカ人の家族連れとィタリの舊 
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敎佾侶と 0 間に挟つて席についた。舞甕を見ると石造の古代 a — マの宮殿と街路とが常設的につ 
くつてある。殿堂の上に靑空がのぞき見られる。燕が宮殿の屋根に m をつくつてゐるのがビービ 
1と舞基から觀客の頭上を飛び交うてゐる。 

劇は全部で十六慕、1エレサレムに赴くキリストから初まつて、マリアとの抉別、 d ダの叛 
逆、吿訴、キ 9 スト 0 逮捕、死刑の宣吿、十字架 5: 負うて刑場へ、ユダの悔悟の自玟、キリスト 
の死刑とその再生まで_各幕の初めに必中合唱がある。 

この合' 1 a は、五十人近くの男女が揃ひの法衣を縛ひ一列に舞茲〇前方にならんで、ォーケスト 
ラの奏樂に和し〇\「痛ましやキリスト探は……」 とい 〇た具合にキリスト受難に 至る 筋を說明 
的に唱つてゆく、その後方に > v 殿の幕が上つて十幾場面かの活人迸を見せて、劇の筋の複雜多岐 
を巧みに要約してゐる。 

午前の部は無難だつたが、午後になつて驟雨典來、舞茶の登場人物はズブ濡れだが、ひるむと 
ころなく iff 摯に劇をつ VT けてゐる。だが、觀客席は天弁柝に叩きつける雨の音で、舞基の聲はサ 
ッパ V 聞ぇない。觀客はいづれも買つて入〇たテキスト0頁を繰つて筋を追う。午後の IX 雨は £. 





の山里の名物であるらしい。雨がやむとまた燕がビと鳴きながら觀客の頭上に各種の交錯 
線を描く。 

演技の點で感心したことは、大衆動 M のうまさだ。組織と P ! 練と全體の調和とは、ドィッ人が 
特に他阔民より秀れてゐる特性だが、三百名近い人數を舞臺に登場させて一糸の».れな<、群衆 
の怒漭のような殺到、あるひは靜か fe 大河のような流動を•極めて自然にこなしてゆく手際に 
は、それだけでもこの剌が世界的に宣傳される價値は十分あると思つた。 

親子代々舞臺に立ち、長年の經驗と研究とが蓄積されてゐるためか、各俳優に一人として下手 
なものはゐない。端役なら端役なりに、子役なら子役な りに、 すべてが上手だ。街上でキリスト 
の訓へに耳を傾ける群衆の中にまじる子供達の一人々々が、いかに巧みな芝 M をやつてゐること 
よ、磔殺への刑場に引かれゆくキリストを石をもて追ふごとき大衆の喰騷と嘲 m の渦中に、そん 
な手荒なことをしなくてもと才 n してゐる老人や•うるんだ瞳で見送る少女が一隅に f ? ずん 
でゐることなど*舞姦の隅々までが緊張して刺を生きたものにしてゐる。 


た!?遺憾なことは•全員珐らず上手な半面に、一人としてホントに上手な舞畜の上の天才がゐ 
ないことだ。 キリストに しても、清楚として端然たる敎祖の俤は出てゐるが、あの感激的な巷に 
叫ぶ豫言者の迫力で觀客を引きつける ことは 皆無だ。反逆兒ユダにしても、パー ナ ード•ショウ 
の m 先のょうな風貌をしてゐるこの男に、反逆兒らしい太々しい熱情が見られない。澤正の熱、 
菊五郎の至藝、さういつた藝術から来る笼感は、結局は天才の出現にまたねばならぬものだら 
50 

刺を見た習日、オーパーアムマウガウの西郊にリンダーホーフ城を訪れた。バィ H ルン最後0 
王ルドヴィヒニ世が阈幣を傾けて榮華の夢を追うた a n コ式宫殿だ〇宮殿へ0一本道を走る自動 
車の運轉手が、やはり長宠を垂れてゐる。 

「君は どんな 役に出 るんかね？」 と訊ねると 「ィスラ H ルの 民衆です」 といふ。 「その他大勢 J 
もしくは 「馬の脚」 である 〇そして侯達が K 殿を見物中出る幕が あるからといつ て引返へ して 行 
つた。後で給料のことな ど 訊ぐと、一回ニマルク ( 一阅)で、全期間を通じて百五十マルク程度 
とのこと だつた。子供が全期間百マルク、大して差は ない。 

事務所の發表では「主役キリストが余期問六 千/ルタ、マリヤ、 マグダレ* >' .ユダなどが三千 



五百マルクから四千マルクだ。純牧入の大部分は個人ょりも、村の財政そのものにふり向けられ 
る 性質をもつてゐ るら しい0 

x 

ユダャ人の種挨的愛轉心を却けて全人類に普遍な天阈の 愛 5:說ぃたキリストは、そのゆへ 1 C 十 
字架上に磔殺された。二千年後の今日、ナチスにょつて作興されつ V ぁる It 族的愛阈心は、キリ 
ストのこの全人類的な博愛に對して戰ひを挑んで ゐ る。オ ー パ ー T ムマウガウの受難劇の 舞臺と 
現®と1俣は遠く人類の歷史を念頭に嫌づけつつ、一種の感慨なきを得なかった。(一九三四 
八、 四) 


ナチ獨逸を往く終 
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